
 
 

令和８年度第１回静岡市文化振興審議会 

 

日時：令和８年６月２６日（金） 14：00～16：30 

会場：静岡市上下水道局庁舎 ７階 71 会議室 

 

次 第 

 

１ 開 会 

・委嘱状の交付 

   ・委員自己紹介 

   ・会長・副会長選出 

   ・職員自己紹介 

 

２ 議 題 

  （１）第 2 期静岡市文化振興計画 令和７年度事業実施評価について 

                                   （資料２・３・４） 

  （２）第３期静岡市文化振興計画の骨子案について 

                                   （資料５・６）  

  （３）文化に関する市民意識調査の実施について 

 

３ 報 告    静岡市民文化会館再整備事業について 

 

４ 事務連絡 

 

５ 閉 会 
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1 海野
う ん の

 俊彦
としひこ

静岡市文化協会 会長

2 遠藤
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　次朗
じ ろ う 特定非営利活動法人

アートコネクトしずおか　理事

3 坂口
さかぐち

　裕昭
ひろあき

観光文化・市民局　スポーツ政策監
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　雅幸
まさゆき

静岡文化芸術大学　理事長兼学長
大阪市立大学名誉教授
一般社団法人創造都市研究所代表理事
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とよ
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ね （公財）静岡市文化振興財団

理事長

6 成島
なるしま

　洋子
よ う こ （公財）静岡県舞台芸術

センター芸術局長

7 久野　貴子 市民委員

8 平野
ひ ら の

　雅彦
まさひこ 元静岡大学 特任教授・客員教授

静岡文化振興財団　評議員

9 宮城嶋　開人 市民委員

10 山内
やまうち

　真一
しんいち

アオハル合同会社　代表社員

令和8年６月26日～令和10年６月25日

静岡市文化振興審議会　名簿　（役職・五十音順　敬称略）
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資料１



事業名 事業目的 令和７年度　実施内容 指標名 当該年度の目標値 実績値 令和７年度
予算額 （千円）

令和７年度
決算額 （千円）

指標名 当該年度の目標値 実績値 評
価

評価理由 令和8年度　実施予定内容 今後の課題と課題解決に向けた取組内容

1

文化政策課 まちかどコン
サート

市内で活動しているオーケストラ等と連携し、オー
プンスペースでのコンサートを行い、音楽文化を通
じてまちを活性化させることにより、「まちは劇場」
を推進する。

①まちかどコンサート
②オープンスペースでのコンサートの開催
③年間30回
④静岡駅北口地下広場、新静岡セノバ等

まちかどコンサート
開催回数

30回 31回 27,318千円の一
部＋1,063千円

26,642千円の一
部＋987千円

まちかどコンサート
来場者数

4700人 ４９２０人

A

目標を上回る実績値となり、多くの市民が音楽に
触れる機会を創出し、市民の音楽文化の醸成及び
「まちは劇場」の推進に繋がったと評価できるた
め。

①まちかどコンサート
②オープンスペースでのコンサートの開催
③年間26回程度
④静岡駅北口地下広場、新静岡セノバ等

気軽に質の高い音楽を楽しめる機会ではあるが、
ホールでの本格的な音楽鑑賞に足を運んでくれる
市民はまだ少ないため、コンサートの中で演者と交
流できる機会を設けるなど、よりオーケストラその
ものに親しみを持ってもらえるような工夫を取り
入れていく。

2

文化政策課 まち劇スポッ
ト事業

路上や公園といった公共空間において、大道芸・ダ
ンス・音楽・アートなど様々なジャンルのパフォーミ
ングアーツが展開される事業。
日常に文化があふれる機会を提供することで、都
市全体が劇場のように活気に溢れた魅力的なまち
を目指し、交流人口の増加を図る。

①まち劇スポット
②路上や公園などの公共空間において、様々なパ
フォーマンスを行うことができる環境の整備
③毎月土日祝（会場による）
④静岡駅北口地下広場、呉服町通り等

新規パフォーマーの
登録組数

５組 29組 243 61 まち劇スポット稼働
回数

720回 1505回

S

目標を大幅に上回る登録数およびスポットの稼働
ができ、パフォーマーには自己表現の場を、市民に
は様々な文化を楽しむ機会を提供することができ
たため。

①まち劇スポット
②路上や公園などの公共空間において、様々なパ
フォーマンスを行うことができる環境の整備
③毎月土日祝（会場による）
④静岡駅北口地下広場、呉服町通り等

人気スポットである静岡駅北口地下広場の休止に
伴い全体の稼働回数が下がることが予想されるた
め、新規スポット開拓や、稼働の少ないスポットに
ついては各パフォーマーへスポット情報の周知を
行っていく。

3

文化政策課 ストリートピア
ノ

誰でも演奏できるストリートピアノを公共空間に設
置する事業。公共空間における自己表現・自己実
現の場を設けるとともに、交流人口の増加を図る。

①ストリートピアノ
②誰でも演奏できるストリートピアノを公共空間に
設置
③終期未定
④清水駅前銀座、東静岡駅、清水駅、マークイズ静
岡

新規設置検討の件
数
新規設置台数

新規設置検討を１件
以上
新規設置１台

新規設置０台
年度内に設置でき
るピアノが出なかっ
た。
臨時で新規検討１件
を実施
次年度設置見込

1527 811 既設ストリートピア
ノの継続設置

既設４台の継続設
置

４台の設置継続

A

①ストリートピアノ
②誰でも演奏できるストリートピアノを公共空間に
設置
③終期未定
④清水駅前銀座、東静岡駅、清水駅、マークイズ静
岡

日常管理の省力化を進めることで、更なる設置個
所拡大を目指す。

4

文化政策課 ストレンジシー
ド開催事業

駿府城公園や市役所前などのオープンスペース
で”まちそのもの”を劇場に変える演劇祭。
多くの市民ボランティアが演技ポイントの運営ス
タッフとして活躍している。

①ストレンジシード静岡2025
②公園や市街地等の野外で演劇等の上演
③令和７年５月３日～５日
④駿府城公園、青葉シンボルロード、常磐公園　他

来場者数 90,000人 １１６，１１４人 14,255千円 14,255千円 来場者数 90,000人 １１６，１１４人

S

目標値を大幅に上回り、本市と市外、県外及び国
外のネットワークを広げる取組が実施できたため、
Sとした。

①ストレンジシード静岡202６
②公園や市街地等の野外で演劇等の上演
③令和８年５月３日～５日
④駿府城公園、青葉シンボルロード　他

地域との連携強化による演目開催場所の拡大及び
地域ボランティア数の増加

5

文化政策課 大道芸ワール
ドカップin静
岡

大道芸を中心としたパフォーミングアーツ（身体表
現による芸術）イベント。
国内外から多くの人が訪れ、活発な交流が行われ
るほか、多くの市民ボランティアによるパフォーマ
ンススポット運営が行われる。

①大道芸ワールドカップin静岡2025
②国内外からあらゆるジャンルのアーティストが集
結し、大道芸を披露
③令和7年10月3１日（金）～11月3日（月・祝）
④駿府城公園、市街地各所外

来場者数 110万人 111万人 10,526 8,000（予定） 来場者数 110万人 111万人

A

天候に恵まれ、期待通りの来場者数となった。 ①大道芸ワールドカップin静岡2026
②国内外からあらゆるジャンルのアーティストが集
結し、大道芸を披露
③令和8年10月3１日（土）～11月3日（火・祝）
④駿府城公園、市街地各所外

天候に左右されない大会の開催と、大会デザイン
にどのように「静岡らしさ」を取入れるかが課題。

6

生涯学習推
進課

生涯学習施設
での文化に関
する講座等の
実施

生涯学習施設において、文化に関する講座、講演
会、公演等を開催する。

②生涯学習施設において、文化に関する講座、講
演会、公演等を開催する。
③令和７年4月1日～令和８年3月31日
④生涯学習施設32館（無人館・山5館を除く）

事業実施 生涯学習施設32館
で実施

事業完了前のため、
６月上旬を目途に
連絡

指定管理料の一部 指定管理料の一部 受講満足度 満足度94.1％以上 事業完了前のため、
６月上旬を目途に
連絡

②生涯学習施設において、文化に関する講座、講
演会、公演等を開催する。
③令和７年4月1日～令和８年3月31日
④生涯学習施設32館（無人館・山5館を除く）

7

企画課 部活動環境支
援事業

部活動の適切な運営や専門的な指導が行える外部
人材を活用し効果的・効率的な部活動指導を実施
する。また、持続可能な新たな部活動システムの構
築を目指し、令和８年度の休日の活動における全
市展開に向けて、子どもたちにとって価値のある
活動を維持するため、地域で展開する新たな部活
「シズカツ」を試行実施する。

①事業名と同一
②希望のあった学校へ教員の技術指導を補佐する
外部人材（外部顧問・外部指導員）を配置し、部活
動の質の向上を図っていく（吹奏楽）
③令和7年4月1日から令和8年3月31日
④各中学校

①外部顧問（吹奏
楽）の任用
②外部指導員（吹奏
楽）の選任

①（学校の希望に応
じた）外部顧問（吹
奏楽）の任用
②（学校の希望に応
じた）外部指導員
（吹奏楽）の選任

①8人
②5人

①5,616千円
②1,200千円

①4,964千円 ①外部顧問（吹奏
楽）の任用
②外部指導員（吹奏
楽）の選任

①（学校の希望に応
じた）外部顧問（吹
奏楽）の任用
②（学校の希望に応
じた）外部指導員
（吹奏楽）の選任

①8人
②5人

A

希望のあった学校全てに、部活動指導員を配置す
ることができたため。また、吹奏楽部だけではな
く、美術部や音楽部に外部指導員を配置すること
ができたため。

①外部顧問（吹奏楽）の任用
②外部指導員（吹奏楽）の選任

吹奏楽の部活動指導員（外部顧問・外部指導員）が
できる人材の確保が課題である。今後は、広報や
周知に力を入れ、人材確保に努める。

8

学校教育課 部活動環境支
援事業

部活動の適切な運営や専門的な指導が行える外部
人材を活用し効果的・効率的な部活動指導を実施
する。

①事業名と同一
②希望のあった学校へ教員の技術指導を補佐する
外部人材（外部顧問・外部指導員）を配置し、部活
動の質の向上を図っていく（吹奏楽）
③令和7年4月1日から令和8年3月31日
④各中学校

①外部顧問（吹奏
楽）の任用
②外部指導員（吹奏
楽）の選任

①（学校の希望に応
じた）外部顧問（吹
奏楽）の任用
②（学校の希望に応
じた）外部指導員
（吹奏楽）の選任

①8人
②5人

①5,616千円
②1,200千円

①4,964千円
②808千円

①外部顧問（吹奏
楽）の任用
②外部指導員（吹奏
楽）の選任

①（学校の希望に応
じた）外部顧問（吹
奏楽）の任用
②（学校の希望に応
じた）外部指導員
（吹奏楽）の選任

①8人
②5人

A

希望のあった学校全てに、部活動指導員を配置す
ることができたため。また、吹奏楽部だけではな
く、美術部や音楽部に外部指導員を配置すること
ができたため。

①外部顧問（吹奏楽）の任用
②外部指導員（吹奏楽）の選任

吹奏楽の部活動指導員（外部顧問・外部指導員）が
できる人材の確保が課題である。今後は、広報や
周知に力を入れ、人材確保に努める。

9

総合政策課1 しずおか地域
クラブ活動推
進事業

部活動から地域クラブ活動への転換 持続可能で健全な実施に向けた、『しずおか地域ク
ラブ活動』の実施体制を構築するために、地域クラ
ブの転換に伴う『吹奏楽』及び『美術』クラブの実証
事業を実施する。

①実証事業の実施 ①実施 A:期待通りだった 2,300(千円) 2,300(千円) ①区ごとに１エリア
を選定し、各中学校
（計３校）で、『吹奏
楽』『美術』２つのク
ラブ（計６クラブ）の
実証事業（体験会）
を実施。

①実証事業（体験
会）を各クラブ７回
程度実施

①全６クラブにおい
て、７回の実証事業
（体験会）を実施完
了 A

実証事業を通して、実施団体や参加者から『しずお
か地域クラブ活動』の運営方針を策定するための
参考となる意見等を聴取することができた。

策定した『しずおか地域クラブ活動』の運営方針に
基づき、R9.９月からの本格実施に向け、地域クラ
ブ活動の運用体制等を整理していく。

10

産業振興課 「駿府匠宿」に
おける創作体
験

「駿府匠宿」の体験工房において、国指定の伝統的
工芸品である駿河竹千筋細工をはじめ、漆器、和
染、陶芸、模型等、伝統的なものから近代的なもの
まで、ものづくりを体験する場を提供する。また、
高度な技術を学ぶことができる教室体験も実施す
る。

②「駿府匠宿」の体験工房において、国指定の伝統
的工芸品である駿河竹千筋細工をはじめ、漆器、
和染、陶芸、模型等、伝統的なものから近代的なも
のまで、ものづくりを体験する場を提供する。ま
た、高度な技術を学ぶことができる教室体験も実
施する。
③４月１日から３月31日
④静岡市工芸と歴史の体験施設「駿府匠宿」

①協定締結件数
②年度評価実施回
数
③定例会実施回数

①１件
②１件
③12件

①１件
②１件
③12件

184,155 184,155 ①創作体験者数
②満足度

①23,200件
②９０％

①34,952件
②95.６％
※２月末現在

S

成果指標の目標値を2月末現在で超える実績値と
なっているため。

①「駿府匠宿」の体験工房において、国指定の伝統
的工芸品である駿河竹千筋細工をはじめ、漆器、
和染、陶芸、模型等、伝統的なものから近代的なも
のまで、ものづくりを体験する場を提供する。ま
た、高度な技術を学ぶことができる教室体験も実
施する。
②４月１日から３月31日
③静岡市工芸と歴史の体験施設「駿府匠宿」

指定管理者が行っている駿府匠宿周辺の開発につ
いて、駿府匠宿との関係性などを注視しつつ、引き
続き指定管理の健全な運営を実施する。

11

中央図書館 図書館資料の
収集・保存及
び提供

図書館資料を収集・保存し、必要に応じ提供するこ
とで、市民の文化活動を支援する。

①名称：事業名と同じ
②内容：資料（図書・AV）の購入
③期間：令和７年度
④会場：市立図書館

当該年度の資料（図
書・AV）の購入点数

55,111点（令和６
年度実績）

47, 417点 99,662 99,344 個人貸出点数 344万点以上/年 3,331,791点／
年

A

資料の購入数は目標を下回ったが、既存資料の活
用により提供体制を確保し、目的の達成に必要な
水準を維持することができた。

①名称：事業名と同じ
②内容：資料（図書・AV）の購入
③期間：令和８年度
④会場：市立図書館

限られた予算の中で、電子書籍と紙書籍とのバラ
ンスを取りながら、質の良い選書を行う。政令市図
書館として所蔵すべき資料や、利用者のニーズに
合った資料を揃える。

12

歴史文化課 文化財特別公
開事業

修理等に補助金を支出した文化財を中心に、通常
公開を行っていない市内の文化財について期間限
定での公開を行うことで、本市の文化財の魅力を
発信するとともに、文化財保護意識の醸成を図る。

①静岡市文化財特別公開事業
②市内の文化財を、一定期間特別に公開する。
③令和7年10月～11月
④静岡浅間神社ほか

①事業の実施
②公開箇所数

①実施
②10箇所

①実施
②10箇所

0 0 公開箇所数 10箇所 10箇所

A

目標の公開箇所数を達成できた。 ①静岡市文化財特別公開事業
②市内の文化財を、一定期間特別に公開する。
③令和8年10月～11月
④静岡浅間神社ほか

若年層の来場促進のため、SNSを活用した告知に
励む。

13

歴史文化課 無形民俗文化
財公開事業

各地の民俗文化財の公開の場を地元以外にも設
け、伝承者の活動を活性化させるとともに、伝承意
欲を高める。
また、大勢の市民が民俗芸能を鑑賞できる機会を
提供し、市の誇る豊かな文化の魅力を発信する。

①大神楽祭2026
②市内に伝わる民俗芸能の披露
③令和8年２月28日（土）11:00～16:00
④静岡浅間神社　舞殿

①事業の実施
②来場者数

①実施
②2,000人

①実施
②2,899人

2050 1807 来場者数 2,000人 2,899人

A

目標の来場者数を達成できた。 ①大神楽祭2027
②市内に伝わる民俗芸能の披露
③令和9年２月下旬13:00～15:30
④静岡浅間神社　舞殿

運営経費の削減のため、事業内容の見直しを行っ
ている。

14

歴史文化課 文化財施設の
管理運営事業

本市が所有する指定文化財又は国登録有形文化
財である建物（旧エンバーソン住宅、旧マッケン
ジー住宅、旧五十嵐歯科医院、旧和泉屋（お休み
処）、小池家住宅、次郎長生家）を一般に公開する
とともに、顕彰事業を実施することで、市民が文化
財に接する機会を設けるほか、本市の文化財の魅
力を来静した方に感じてもらう。

本市が所有する指定文化財又は国登録有形文化
財である建物（旧エンバーソン住宅、旧五十嵐歯科
医院、旧和泉屋（お休み処）、小池家住宅、次郎長生
家）を一般に公開するとともに、顕彰事業を実施す
ることで、市民が文化財に接する機会を設けるほ
か、本市の文化財の魅力を来静した方に感じても
らう。

顕彰事業の実施 実施 実施 19,300 17,400 顕彰事業の実施 実施 実施

A

目標とした顕彰事業を実施できた。 本市が所有する指定文化財又は国登録有形文化
財である建物（旧エンバーソン住宅、旧五十嵐歯科
医院、旧和泉屋（お休み処）、小池家住宅、次郎長生
家、志田邸）を一般に公開するとともに、顕彰事業
を実施することで、市民が文化財に接する機会を
設けるほか、本市の文化財の魅力を来静した方に
感じてもらう。

蒲原地域にある旧五十嵐歯科医院、旧和泉屋（お
休み処）、志田邸の活用方法の検討が課題。令和8
年度～令和9年度でまちづくり会議を実施し方針
を決定する。

15

文化政策課 静岡市民文化
祭

市民の文化芸術に関する日頃の活動の成果発表
の場及びそれらを鑑賞する機会として、５～６月頃
の約１ヶ月間、市内文化施設等を会場に市民文化
祭を開催する。一般公募部門もあり、団体に所属し
ていない市民の活動成果の発表の場となってい
る。

②内容：市内６会場において、20団体が出展し、
　　　　　 全28事業を開催予定。
③日時：令和７年５月１６日～８月3１日
④会場：静岡市民ギャラリー・静岡音楽館AOI・
　　　　　清水文化会館マリナート　ほか

委託契約の締結 １件 １件 7,016 6,998 来場者数/参加者数 12,000 12481人/２５８２
人

A

市民における日頃の文化活動の発表の場として、
多くの来場者に文化に触れる機会を提供すること
ができた。

②内容：市内６会場において、20団体が出展し、
　　　　　 全28事業を開催予定。
③日時：令和８年５月１３日～１０月４日
④会場：静岡市民ギャラリー・静岡音楽館AOI・
　　　　　清水文化会館マリナート　ほか

類似事業との棲み分けを順次行っていく。

16

文化政策課 静岡市芸術祭 静岡市文化協会に所属する文化団体が、日頃の創
作活動の成果を発表し、市民がそれらを鑑賞する
機会として、10～11月頃の約１ヶ月間、市内文化
施設等を会場に芸術祭を開催する。

②内容：市内９会場において、18団体が出展し、
　　　　　 全2３事業を開催予定。
③日時：令和７年９月２１日（日）～１１月３０日（日）
④会場：静岡市民ギャラリー・静岡音楽館AOI・
　　　　　清水文化会館マリナート　ほか

来場者数 目標値：14,000人 来場者数：13,708
人

6,057 6,057 来場者数 目標値：1５,000人 来場者数：13,708
人

A

来場者13,708人であり、協会の会員の発表の場
の提供や多くの人が芸術文化に気軽に触れる機会
を提供できている。

②内容：市内7会場において、19団体が出展し、
　　　　　 全2３事業を開催予定。
③日時：令和8年９月２7日（日）～１１月２2日（日）
④会場：静岡市民ギャラリー・静岡音楽館AOI・
　　　　　清水文化会館マリナート　ほか

当補助金の中心事業である「静岡市芸術祭」につ
いては、毎年多くの来場者数を迎える実績がある
ものの、本市主催の「静岡市民文化祭」との類似性
が高いため、令和８年度は静岡市文化協会との協
議を実施し、令和９年度の事業統合を目指す。

17

文化政策課 竹久夢二等作
品展覧会

市が所蔵する美術品（竹久夢二作品）について、旧
蒲原町に由来する大正ロマンを感じさせるツール
として、市民に鑑賞する機会を提供することにより
その活用を図るため、展覧会を実施する。

②市が所蔵する竹久夢二作品の鑑賞機会の提供
③未定
④旧五十嵐邸

委託契約の締結 １件 １件 ２２,７７６の一部 ２２,７７６の一部 来場者数 3,740

S
②市が所蔵する竹久夢二作品の鑑賞機会の提供
③未定
④旧五十嵐邸

安定的な実施に向けた実施会場の検討

　　　施策１　文化を享受する機会及び選択肢の充実

♦第２期静岡市文化振興計画　前期実施計画　登載事業一覧                         　　　　　　

　文化のちからにより、訪れる人、住む人を魅了するまち

１　歴史に彩られた個性豊かな文化の創造

　１　文化をはぐくむ人づくり

　　１　多様な選択肢の提供

所管課名 評価及び次年度以降に向けた課題・改善など）投入コスト（インプット）

事業費

成果（アウトカム）

成果指標（アウトカム指標）事業№

再掲 活動の状況

活動指標（アウトプット指標）

事業概要（全体）

資料2
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文化政策課 文化芸術アウ
トリーチプロ
グラム事業

市内で活動している文化団体等と連携し、子ども
のうちから様々な分野の文化芸術に親しむ機会を
設け、文化芸術に対する理解及び関心を高めるた
め、市内小中学校、こども園等を訪問し、気軽に文
化芸術に触れることができる機会を提供する。

①文化団体等がこども園等の施設を訪問し、気軽
に文化芸術に触れることができる機会の提供
②未定
③静岡市内のこども園、放課後子ども教室、こども
食堂等

実施回数 19回 19回 6000 5877 観覧者数 1200 1427

A

文化芸術創造拠点事業に呼応して、演劇を10回実
施するなど、前年度に比べ意欲的な内容の変更が
あった。

①文化団体等がこども園等の施設を訪問し、気軽
に文化芸術に触れることができる機会の提供
②未定
③静岡市内のこども園、放課後子ども教室、こども
食堂等

認知度が足りないことが課題である。
教育施設関連の対象者に、よりこの事業が伝わる
広報を行う必要がある。

19

観光国際課 展覧会事業
（静岡市東海
道広重美術
館）

浮世絵美術を中心とした美術館として、優れた美
術作品等の鑑賞機会を提供するとともに市民にわ
かりやすく魅力的な展覧会を企画、実施する。

浮世絵美術を中心とした美術館として、優れた美
術作品等の鑑賞機会を提供するとともに市民にわ
かりやすく魅力的な展覧会を企画、実施する。（年
間５回）

企画展開催回数 5回 5回 36,263千円の内
数

36,263千円の内
数

来館者数 24,500人 33,228人

S

指定管理業務の仕様書に定める目標人数を大幅に
上回ったことから、S評価とした。

浮世絵美術を中心とした美術館として、優れた美
術作品等の鑑賞機会を提供するとともに市民にわ
かりやすく魅力的な展覧会を企画、実施する。（年
間１回）
※　施設改修に伴い、6月以降休館するため事業休
止

令和8年度は、施設改修に伴い、10か月の休館と
なることから、休館期間中の客離れ等が課題であ
る。

20

観光国際課 ギャラリートー
ク及び講演会
事業
（静岡市東海
道広重美術
館）

展覧会の内容に係る来館者向けのギャラリートー
ク（団体向け展示解説含む）、芸術文化に係る講演
会を実施する。

展覧会の内容に係る来館者向けのギャラリートー
ク（団体向け展示解説含む）、芸術文化に係る講演
会を実施する。
①ギャラリートーク開催
②団体向け展示解説
③講演会の開催

開催回数 ①11回
②随時
③1回

①10回
②随時
③1回
(2月時点)

36,263千円の内
数

36,263千円の内
数

延べ参加者人数 793人（R6年度実
績）以上

①193人
②1,061人
③19人
延べ参加者人数
1,273人

S

前年度実績を大幅に上回る結果となったことか
ら、S評価とした。

展覧会の内容に係る来館者向けのギャラリートー
ク（団体向け展示解説含む）を実施する。
①ギャラリートーク開催
②団体向け展示解説
※施設改修に伴い、6月以降休館するため事業休
止

令和8年度は、施設改修に伴い、10か月の休館と
なることから、休館期間中の客離れ等が課題であ
る。

21

文化政策課
（静岡音楽
館AOI）

音楽分野にお
ける公演等事
業
（「コンサート
シリーズ」等）

静岡音楽館ホールの音響特性を活かした「コン
サートシリーズ」を事業の核として実施。その他、独
創的な公演、特定のジャンルに偏らない多彩な公
演、だれもが気軽に音楽を鑑賞できる公演、パイプ
オルガン等音楽館所有楽器を活用した市民に親し
んでもらう公演を実施する。

①コンサートシリーズ
②ジャンルに偏らず多彩な公演を実施し、音楽へ
親しむ環境を提供する
③令和７年度
④静岡音楽館

入場者数 6,320人 5,362人 227,176
（指定管理料の一
部）

235,138
（指定管理料の一
部）

入場者数 6,320人 5,362人

B

入場者数について目標値を下回ったため。 ①コンサートシリーズ
②ジャンルに偏らず多彩な公演を実施し、音楽へ
親しむ環境を提供する
③令和７年度
④静岡音楽館

施設利用者の裾野を拡大するため、市民の鑑賞
機会拡大や地域の音楽家の支援・育成を図り、
事業内容を充実させていくことで、施設利用率
向上とコンサート入場者数の増加に努めてい
く。

22

文化政策課
（静岡音楽
館AOI）

音楽分野にお
けるその他の
連携事業
「小中学校で
のピアノ・ミニ
コンサート」
（どこでも
AOI等）

より多くの市民が、クラシック音楽への興味・関心
を高められるよう清水区や中山間地等の静岡音楽
館から離れた地域、医療施設、福祉施設等でアウト
リーチ事業を実施。また、子どものための事業や市
民参画の機会、講座や講演会などの事業を実施す
る。

①アウトリーチ・コンサート、どこでもAOI　等
②AOI以外の学校や生涯学習施設等で生演奏を
体験してもらう
③6/5、９/20、11/12　他
④静岡中央特別支援学校、興津生涯学習交流館
等

来場者数 目標値の設定なし 765人 227,176
（指定管理料の一
部）

235,138
（指定管理料の一
部）

来場者数 目標値の設定なし 765人

A

事業が計画通り円滑に実施され、クラシック音楽へ
の興味・関心を高めることができたため。

①アウトリーチ・コンサート、どこでもAOI　等
②AOI以外の学校や生涯学習施設等で生演奏を
体験してもらう
③6/5、９/20、11/12　他
④静岡中央特別支援学校、興津生涯学習交流館
等

引き続き、クラシック音楽への興味・関心を高める
ため、事業内容を充実させていくことで、来場者数
の増加に努めていく。
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文化政策課
（静岡音楽
館AOI）

音楽分野にお
ける普及振興
事業
（「子どものた
めの音楽ひろ
ば」等）

子どもたちに本物に触れる機会を提供するととも
に、音楽分野における幅広い経験を通して豊かな
感性を養うことの出来るような体験機会を提供す
る。

①第25期「子どものための音楽ひろば」
②小学４年生から中学３年までの子どもを対象と
した音楽に親しむための講座
③１年間で全24回実施
④静岡音楽館

受講者数 35人 37人 227,176
（指定管理料の一
部）

235,138
（指定管理料の一
部）

受講者数 35人 37人

A

受講者数について目標を上回ることができたた
め。

①第25期「子どものための音楽ひろば」
②小学４年生から中学３年までの子どもを対象と
した音楽に親しむための講座
③１年間で全24回実施
④静岡音楽館

引き続き、子どもたちに本物に触れる機会を提供
するとともに、音楽分野における幅広い経験を通
して豊かな感性を養うことの出来るような体験機
会を提供する。
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文化政策課
（静岡市美
術館）

美術分野にお
ける展覧会事
業

年間を通じた企画展事業を中心に、多様で質の高
い魅力的な展覧会や、静岡ならではの企画を実施
し、併せて展覧会の記録と図録の発行も行う。

①イベント名称：静岡市美術館展覧会
②内容：
(1)「うつりゆく自然を描く　小野竹喬の世界」
(2)「パウル・クレー展　創造をめぐる星座」
(3)「柚木沙弥郎　永遠のいま」
(4)「きもののヒミツ　友禅のうまれるところ」
(5)「かがくいひろしの世界展」
③4/12～5/25，6/7～8/3，8/16～10/13，
10/25～12/21，1/10～3/22
④会場：静岡市美術館

入場者数 （１）設定なし
（２）56人
（３）24人
（４）80人
（５）280人
（６）80人

（１）1,959人
（２）65人
（３）26人
（４）108人
（５）487人
（６）28人

262,528
（指定管理料の一
部）

260,683
（指定管理料の一
部）

入場者数 （１）設定なし
（２）56人
（３）24人
（４）80人
（５）280人
（６）80人

（１）1,959人
（２）65人
（３）26人
（４）108人
（５）487人
（６）28人

A

期待通りであった ①イベント名称：静岡市美術館展覧会
②内容：
（１）水木しげるの妖怪 百鬼夜行展～お化けたちは
こうして生まれた～
（２）スウェーデンのうつわ　グスタフスベリのある
暮らし
（３）わたしたちのルノワール　日本が愛した、幸せ
の画家
（４）エドワード・ゴーリー　秘密のメッセージ
（５）竹久夢二　時代を創る表現者
③4月4日（土）～6月14日（日）、6月27日（土）―
9月6日（日）、9月22日（火・祝）―11月15日
（日）、11月28日（土）～2028年1月11日（月・
祝）、1月23日（土）～3月28日（日）
④会場：静岡市美術館

引続き展覧会の内容をわかりやすく伝え、鑑賞を
深めるような関連した事業を開催するとともに、よ
り多くの市民に本物の美術作品に触れる機会を提
供する。
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文化政策課
（静岡市美
術館）

美術分野にお
ける教育普及
事業

美術の楽しさ、奥深さを市民に伝えるため、講座、
講演会に加えてミュージアムコンサートやアーティ
ストを招いてのワークショップ等、参加体験型の活
動まで、幅広く展開する。

(１)①イベント名称：ミュージアム教室
②内容：展覧会の理解を深めるため、児童、生徒及
び学生に学芸員が解説を行う
③期間：展覧会期間中（企画展５回/年）
(２)①イベント名称：暦とあそぶワークショップ
②内容：祭事や年中行事に関するものを作成する
③開催日：5/3～5/4、12/14
(３)①イベント名称：プレゼントワークショップ
②内容：記念日にあわせてプレゼントを作成する
③開催日：11/29、11/30
(４)①イベント名称：しずびチビッこプログラム
②内容：未就学児を対象各展覧会関連のアートプ
ログラム
③開催日：7/13，9/13，11/16，3/20
(５)①イベント名称：しずびオープンアトリエ
②内容：展覧会に即したワークショップ
③開催日：8/21～8/31，2/14～3/15，
(６)①イベント名称：おうちで！しずびオープンアト
リエ
②内容：展覧会に即したワークショップを自宅で実
施できるよう、キットの貸出及び動画配信を行う。
③開催日：通年
(１)～(５)の④会場はいずれも静岡市美術館

入場者数 （１）設定なし
（２）56人
（３）24人
（４）80人
（５）280人
（６）80人

（１）1,959人
（２）65人
（３）26人
（４）108人
（５）487人
（６）28人

262,528
（指定管理料の一
部）

260,683
（指定管理料の一
部）

入場者数 （１）設定なし
（２）56人
（３）24人
（４）80人
（５）280人
（６）80人

（１）1,959人
（２）65人
（３）26人
（４）108人
（５）487人
（６）28人

S

期待を上回っていた (１)①イベント名称：ミュージアム教室
②内容：展覧会の理解を深めるため、児童、生徒及
び学生に学芸員が解説を行う
③期間：展覧会期間中
(２)①イベント名称：暦とあそぶワークショップ
②内容：祭事や年中行事に関するものを作成する
③開催日：12/13
(３)①イベント名称：プレゼントワークショップ
②内容：記念日にあわせてプレゼントを作成する
③開催日：10/17，10/18
(４)①イベント名称：しずびチビッこプログラム
②内容：未就学児を対象各展覧会関連のアートプ
ログラム
③開催日：未定（展覧会ごとに１日２回実施）
(５)①イベント名称：しずびオープンアトリエ
②内容：展覧会に即したワークショップ
③開催日：8/7～8/16、2/13～3/14
(６)①イベント名称：おうちで！しずびオープンアト
リエ
②内容：展覧会に即したワークショップを自宅で実
施できるよう、キットの貸出及び動画配信を行う。
③開催日：未定
(１)～(５)の④会場はいずれも静岡市美術館

引続き展覧会の内容をわかりやすく伝え、鑑賞を
深めるような関連した事業を開催するとともに、よ
り多くの市民に本物の美術作品に触れる機会を提
供する。

26

文化政策課
（中勘助文
学記念館）

中勘助文学記
念館顕彰事業
「杓子庵文芸
サロン」

中勘助が詠んだ俳句や詩など功績を顕彰するとと
もに、受講者自らが作品を制作することにより、市
民の文芸活動の機会を提供し、関心を高める。

①事業名と同一
②俳句講座
③令和６年5月24日（金）、31日（金）、６月７日
（金）、14日（金）10:00～12:00
④中勘助文学記念館

申込者数 15名 7名 118,000円 48,244円 申込者数 15名 ７名

B

目標値を下回ったため ①杓子庵文芸サロン
②俳句講座
③令和８年５月～６月
④中勘助文学記念館

広く広報の実施とテーマ性の見直し

27

文化政策課
（静岡市民
文化会館）

舞台芸術分野
における支援
育成事業

芸術文化を楽しむための支援と芸術文化を担う人
材育成に取り組む。また、より高い興味関心を持つ
市民に対しては、実践の場や研修機会の設定を行
い、文化活動の担い手らを繋ぐサークル等の立ち
上げ支援を図る。

静岡市民文化会館が改修に伴い休館したため事業
休止

ー ー ー ー ー ー ー ー 評
価
対
象
外

静岡市民文化会館が改修に伴い休館したため事業
休止

静岡市民文化会館が改修に伴い休館したため事業
休止

ー
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文化政策課
（静岡市民
文化会館）

静岡市民文化
会館再整備事
業

静岡市民文化会館が静岡都心の芸術文化の拠点
になるとともに、市内外から多くの人を惹きつけ、
周辺エリアの回遊性を高め、経済波及効果をもた
らす施設となるよう、再整備を行う。

入札不調を受け、①最低限必要な安全性と快適性
を確保すること、②再開館後も施設サービスを維
持すること、③再開館時期を遅らせないことなど
を方針に掲げ、改修内容の見直しを行い、実施設
計について、令和７年度早々に発注を行い、事業を
進めていく。

①工事発注（実施設
計・工事管理含む）
の公告及び契約締
結
②次期指定管理者
の募集・審査・選定

①５％（契約締結、
諸条件整理、実施設
計着手）
②-

①５％
②-

132,000 108,900 ①工事発注（実施設
計・工事管理含む）
の公告及び契約締
結
②次期指定管理者
の募集・審査・選定

①５％（契約締結、
諸条件整理、実施設
計着手）
②-

①５％
②-

A

実施設計の契約締結から着手まで予定通りのスケ
ジュールで進めることができたため。

令和8年度は改修工事の着手に向け準備を進めて
いく。

改修工事の発注に向け、諸条件を整理し、早期発
注を目指す。

29

文化政策課
（マリナー
ト）

交流活性化事
業（大型公演）

ホールの特性を生かし、地方での鑑賞機会が希少
な大型公演（ミュージカル、演劇、音楽）を誘致す
る。

①ミュージカル「赤毛のアン」
②ミュージカル
③令和７年７月28日（月）～８月１日（金）
④マリナート

来場者数 5,000人 4,616人 151,329
（施設全体の運営
費）

1,236 来場者数 5,000人 4,616人

A

目標値には届かなかったものの、目標値の90％
以上の来場者数であったため。

①劇団四季ミュージカル　コーラス・ライン
②ミュージカル
③令和８年８月21日（金）～25日（火）
④マリナート

一定数の来場はあるものの、事業自体を把握して
いない市民もいることから、事業実施を積極的に
発信し周知していく。

30

文化政策課
（マリナー
ト）

交流活性化事
業（展示）

美術館ではないマリナートだからこそ実施可能な、
親しみやすい体験型展示事業を開催する。

①パンどろぼう展
②展示
③令和7年4月12日（土）～5月11日（日）
④マリナート

来場者数 15,000人 23,612人 151,329
（施設全体の運営
費）

53,061 来場者数 15,000人 23,612人

S

目標値を大幅に上回ったため。 ①鈴木のりたけ展
②展示
③令和８年4月８日（水）～5月10日（土）
④マリナート

目標値を大幅に上回っているため、今後も親しみ
やすい体験型展示事業を開催し、より多くの市民
が足を運ぶ施設を目指し市内他施設との連携事業
やアウトリーチにより多くの市民に認知向上を図る
ことで鑑賞機会を拡大していく。
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文化政策課
（マリナー
ト）

文化普及事業
（鑑賞型事業）

共催公演の誘致を行い、多くの鑑賞機会を創出す
る。また、市内他施設との連携事業やアウトリーチ
により多くの市民に認知向上を図ることで鑑賞機
会を拡大する。

①静岡･室内楽フェスティバル2025ドリプラ･クラ
シック･コンサート
②室内楽
③未定
④エスパルスドリームプラザ

来場者数 150人 192人 151,329
（施設全体の運営
費）

247 来場者数 150人 192人

S

目標値を大幅に上回ったため。 ①静岡･室内楽フェスティバル2026ドリプラ･クラ
シック･コンサート
②室内楽
③未定
④エスパルスドリームプラザ

目標値を大幅に上回っているため、今後も市内他
施設との連携事業やアウトリーチにより多くの市民
に認知向上を図ることで鑑賞機会を拡大する。
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文化政策課
（マリナー
ト）

文化普及事業
（市民参加型
事業）

市民の文化活動を促進する文化活動の環境整備
事業を展開し、多くの市民が集うことができる場
を提供する。

①マリナートBRASSカップin Shizuoka City
2025
②市内中高等学校吹奏楽部によるコンクール形式
の吹奏楽公演
③令和7年６月７日（土）
④マリナート

来場者数 2,000人 2,633人 151,329
（施設全体の運営
費）

1,887 来場者数 2,000人 2,633人

S

目標値を大幅に上回ったため。 ①マリナートBRASSカップin Shizuoka City
2026
②市内中高等学校吹奏楽部によるコンクール形式
の吹奏楽公演
③令和８年６月５日（金）、6日（土）
④マリナート

目標値を上回っているため、今後も市民の文化活
動を促進する文化活動の環境整備事業を展開し、
多くの市民が集うことができる場を提供する。
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文化政策課
（マリナー
ト）

文化の担い手
育成事業
（アーティスト
育成事業）

次世代の文化の担い手となる若手の育成支援のた
め、学校連携を図りながら、若手の演奏の場の提
供を行う。

①マリナートBRASSカップin Shizuoka City
2025
②市内中高等学校吹奏楽部によるコンクール形式
の吹奏楽公演
③令和7年６月７日（土）
④マリナート

来場者数 2,000人 2,633人 151,329
（施設全体の運営
費）

1,887 来場者数 2,000人 2,633人

S

目標値を大幅に上回ったため。 ①マリナートBRASSカップin Shizuoka City
2026
②市内中高等学校吹奏楽部によるコンクール形式
の吹奏楽公演
③令和８年６月５日（金）、6日（土）
④マリナート

目標値を大幅に上回っているため、今後も次世代
の文化の担い手となる若手の育成支援のため、学
校連携を図りながら、若手の演奏の場の提供を行
う。

34

文化政策課
（マリナー
ト）

文化芸術継承
発展事業

地域連携による回遊性の向上を図るため、地域の
商店街や施設と連携した事業により、集客はもと
より観光誘致を視野に、清水駅周辺の回遊性を向
上させる事業を展開する。

①第13回 清水にぎわい落語まつり
②清水駅周辺の街の活性化と伝統芸能である落語
の普及を目的とする事業
③令和7年10月11日（土）～13日（月・祝）

来場者数 1,800人 2,069人 151,329
（施設全体の運営
費）

7,840 来場者数 1,800人 2,069人

S

目標値を大幅に上回ったため。 ①第14回 清水にぎわい落語まつり
②清水駅周辺の街の活性化と伝統芸能である落語
の普及を目的とする事業
③令和８年10月10日（土）～12日（月・祝）

目標値を大幅に上回っているため、今後も地域連
携による回遊性の向上を図るため、地域の商店街
や施設と連携した事業により、集客はもとより観
光誘致を視野に、清水駅周辺の回遊性を向上させ
る事業を展開する。

35

文化政策課
（芹沢銈介
美術館）

展覧会事業
（芹沢鉎介美
術館）

静岡市の生んだ染色家で名誉市民、重要無形文化
財保持者であり、文化功労者の栄誉を受けた芹沢
銈介の功績をたたえるとともに、芹沢芸術を永く
後世に伝えるため、その作品とコレクションを保存
展示して、薫り高い芸術の感銘と郷土文化の高揚
を図る。

年４回の企画展を実施し、芹沢芸術を発信する。
・第137回企画展「四季を染める　芹沢銈介の春夏
秋冬」
　会期：令和７年４月１日～６月１５日
・第１３８回企画展「絵本と装幀　芹沢銈介の本の仕
事」
　会期：令和７年７月１日～９月２３日
・第１３９回企画展「芹沢銈介生誕130年記念展
型紙　美しい染物への約束」
　会期：令和７年１０月７日～１２月７日
・第１４０回企画展「語り合う布たち　芹沢銈介が集
めた世界の染織」
　会期：令和８年１月４日～３月１５日

企画展実施回数 4回 ４回 ４５，４０６千円の一
部

45,406千円の一
部

観覧者数 ３２，０００人 ３４，２６２人

S

観覧者アンケートの満足度も高く、芹沢銈介生誕１
３０年記念事業や静岡市美術館との連携企画の影
響もあるが、目標値を上回る結果となったことか
らSとした。

年４回の企画展を実施し、芹沢芸術を発信する。
・第141回企画展「芹沢銈介の人物模様」
　会期：令和８年４月１日～６月１4日
・第１42回企画展「暮らしに型染を　芹沢染紙研究
所の挑戦」
　会期：令和８年７月１日～９月２３日
・第１４３回企画展「開館45周年記念展　街角に息
づく芹沢でデ　　　　ザイン」　会期：令和８年１０月１
０日～１２月１３日
・第１４４回企画展「収集という名の創造」
　会期：令和９年１月５日～３月１４日

新たな切り口での展覧会を企画・開催することで、
リピーターの期待に答えるとともに、満足度の維持
に努める。

36

文化政策課
（芹沢銈介
美術館）

ワークショップ
(芹沢鉎介美
術館)

美術館ならではのオリジナル創作体験プログラム
を開発することで、広く市民に対して、鑑賞と創作
の双方から美術に親しむ機会を提供し、次世代の
文化の担い手の育成及び文化の受容層の拡充を
図る。

展覧会のテーマに沿った内容のワークショップを
開催する。

ワークショップ実施
回数

3回 ３回 ４５，４０６千円の一
部

45,406千円の一
部

参加者数 １０５人 111人

S

定員を設けて実施したが、美術館の来館につなが
る目標値を上回る結果となったことからSとした。

展覧会のテーマに沿った内容のワークショップを
開催する。

内容を充実させ参加したくなるワークショップを実
施することで、美術館の魅力向上につなげる。

37

文化政策課
（芹沢銈介
美術館）

クイズラリー
（芹沢鉎介美
術館）

来館者が展覧会の内容をより深めることのできる
よう企画展にかかるクイズを作成し、作品と親しむ
機会を提供し、文化の担い手の育成及び文化の受
容層の拡充を図る。

展覧会ごとに展示作品等にまつわるクイズを出題
し、ワークシート方式のクイズラリーを実施する。

クイズラリー実施回
数

4回 ４回 ４５，４０６千円の一
部

45,406千円の一
部

参加者数 ４，８００人 4,510人

A

目標値は下回ったものの、来館者からは作品等を
じっくり見るきっかけになったなど好評で、継続を
求める意見も多いことからAとした。

展覧会ごとに展示作品等にまつわるクイズを出題
し、ワークシート方式のクイズラリーを実施する。

より多くの観覧者に参加してもらえるよう、周知に
努める。

38

歴史文化課
（静岡市歴
史博物館）

教育普及事業 市民の歴史に対する興味を深めるため、講座・体
験・ワークショップなどの教育普及事業を行う。ま
た、学校団体による博物館見学に対応し、歴史や地
域をテーマとする探求意欲を高める。

①事業名と同一
②講座・体験・ワークショップなどの教育普及事業
を行うとともに、学校団体による博物館見学に対
応し、歴史や地域をテーマとする探求意欲を高め
る。
③通年
④静岡市歴史博物館

教育普及実施者数 26,200人 ４月末日をめどに
連絡

指定管理料
338,463千円の
一部

（５月下旬に確定） 教育普及実施者数 26,200人 ５月末日をめどに
連絡

A

豊富な種類の教育普及事業を実施することで、２
月末時点で目標を達成しているため。

講座・体験・ワークショップなどの教育普及事業を
行うとともに、学校団体による博物館見学に対応
し、歴史や地域をテーマとする探求意欲を高める。

39

文化政策課 羽衣まつり 羽衣伝説発祥の地・三保松原において、その伝説
の伝承、仏人舞踊家エレーヌ・ジュグラリスの顕彰
式や薪能を開催する。

①内容：日本の能を研究し、フランスにおける初の
能公演に尽力したフランス人舞踏家エレーヌ・ジュ
グラリスを顕彰し、日仏国際交流の推進と、羽衣伝
説の理解・伝承を目的とした文化事業を開催予定。
②日時：令和７年１０月11日（土）
③会場：静岡市三保松原文化創造センター
　　　　　 みほしるべ　前広場

来場者数 目標値：330人 目標値：265人 14,135 13,123 来場者数 目標値：330人 目標値：265人

B

来場者数の目標を大幅に下回ったため。 ①内容：日本の能を研究し、フランスにおける初の
能公演に尽力したフランス人舞踏家エレーヌ・ジュ
グラリスを顕彰し、日仏国際交流の推進と、羽衣伝
説の理解・伝承を目的とした文化事業を開催予定。
②日時：令和8年１０月10日（土）
③会場：静岡市三保松原文化創造センター
　　　　　 みほしるべ　前広場（調整中）

安定的な実施に向けた実施会場の検討や予算規模
と集客数にに見合うように規模の縮小を行う必要
がある。興行的なイベントではなく、事業の保存、
研究といった趣旨に変更することを視野に入れな
がら運営を行っていく。

40

生涯学習推
進課

生涯学習施設
での学習発表
会及び
展示事業の実
施

生涯学習施設において、学習発表会及び展示事業
を実施する。

②生涯学習施設において、学習発表会及び展示事
業を実施する。
③令和７年4月1日～令和８年3月31日
④生涯学習施設32館（無人館・山5館を除く）

事業実施 生涯学習施設32館
で実施

事業完了前のため、
６月上旬を目途に
連絡

指定管理料の一部 指定管理料の一部 参加団体数 参加団体数951以
上

事業完了前のため、
６月上旬を目途に
連絡

②生涯学習施設において、学習発表会及び展示事
業を実施する。
③令和７年4月1日～令和８年3月31日
④生涯学習施設32館（無人館・山5館を除く）



41

文化政策課 静岡市民文芸 市民から文芸作品を募集する事で発表の機会を提
供し、その成果を文芸誌としてまとめ発刊する。

②市民文芸誌の発行及び授賞式の開催
③５月上旬～９月上旬（応募）
　 ３月上旬（授賞式）
④未定

委託契約の締結 １件 １件 ２２,７７６の一部 ２２,７７６の一部 応募者数 925

A

②市民文芸誌の発行及び授賞式の開催
③５月上旬～９月上旬（応募）
　 ３月上旬（授賞式）
④未定

42

再掲 文化政策課 静岡市民文化
祭

市民の文化芸術に関する日頃の活動の成果発表
の場及びそれらを鑑賞する機会として、５～６月頃
の約１ヶ月間、市内文化施設等を会場に市民文化
祭を開催する。一般公募部門もあり、団体に所属し
ていない市民の活動成果の発表の場となってい
る。

②内容：市内６会場において、20団体が出展し、
　　　　　 全28事業を開催予定。
③日時：令和７年５月１６日～８月3１日
④会場：静岡市民ギャラリー・静岡音楽館AOI・
　　　　　清水文化会館マリナート　ほか

委託契約の締結 １件 １件 7,016 6,998 来場者数/参加者数 12,000 12481人/２５８２
人

A

市民における日頃の文化活動の発表の場として、
多くの来場者に文化に触れる機会を提供すること
ができた。

②内容：市内６会場において、20団体が出展し、
　　　　　 全28事業を開催予定。
③日時：令和８年５月１３日～１０月４日
④会場：静岡市民ギャラリー・静岡音楽館AOI・
　　　　　清水文化会館マリナート　ほか

類似事業との棲み分けを順次行っていく。

43

再掲 文化政策課 静岡市芸術祭 静岡市文化協会に所属する文化団体が、日頃の創
作活動の成果を発表し、市民がそれらを鑑賞する
機会として、10～11月頃の約１ヶ月間、市内文化
施設等を会場に芸術祭を開催する。

②内容：市内９会場において、18団体が出展し、
　　　　　 全2３事業を開催予定。
③日時：令和７年９月２１日（日）～１１月３０日（日）
④会場：静岡市民ギャラリー・静岡音楽館AOI・
　　　　　清水文化会館マリナート　ほか

来場者数 目標値：14,000人 来場者数：13,708
人

6,057 6,057 来場者数 目標値：1５,000人 来場者数：13,708
人

A

来場者13,708人であり、協会の会員の発表の場
の提供や多くの人が芸術文化に気軽に触れる機会
を提供できている。

②内容：市内7会場において、19団体が出展し、
　　　　　 全2３事業を開催予定。
③日時：令和8年９月２7日（日）～１１月２2日（日）
④会場：静岡市民ギャラリー・静岡音楽館AOI・
　　　　　清水文化会館マリナート　ほか

当補助金の中心事業である「静岡市芸術祭」につ
いては、毎年多くの来場者数を迎える実績がある
ものの、本市主催の「静岡市民文化祭」との類似性
が高いため、令和８年度は静岡市文化協会との協
議を実施し、令和９年度の事業統合を目指す。

44

文化政策課
（静岡音楽
館AOI）

音楽分野にお
ける支援・育
成事業
（「静岡の名手
たち」等）

実演家その他の人材を支援・育成する。地域の音
楽家の発掘、育成、支援のため「静岡の名手たち」
を核に、地元音楽家の活動支援、情報提供、交流事
業を実施する。

①第29回「静岡の名手たち」オーディション
②地元ゆかりの若手音楽家を発掘・育成する
③5/３～5/４
④静岡音楽館

参加者数 設定なし ４１人 227,176
（指定管理料の一
部）

235,138
（指定管理料の一
部）

参加者数 設定なし ４１人

A

事業が計画通り円滑に実施され、例年並みの参加
者があり、地元ゆかりの若手音楽家を発掘・育成す
ることができたため。

①第29回「静岡の名手たち」オーディション
②地元ゆかりの若手音楽家を発掘・育成する
③5/３～5/４
④静岡音楽館

引き続き、地域の音楽家の発掘、育成、支援のため
「静岡の名手たち」を核に、地元音楽家の活動支
援、情報提供、交流事業を実施する。

45

文化政策課 文化団体等へ
の貸館の実施

文化施設で活動を行う文化団体等に貸館を実施す
る。
文化施設：静岡市民文化会館、清水文化会館、静岡
音楽館

文化施設で活動を行う文化団体等に貸館を実施す
る。
文化施設：静岡市民文化会館、清水文化会館、静岡
音楽館

施設利用率：
静岡市民文化会館：
休館
清水文化会館：
70％
静岡音楽館：84％

施設利用率：
静岡市民文化会館：
休館
清水文化会館：
70％
静岡音楽館：84％

施設利用率：
静岡市民文化会館：
休館
清水文化会館：
83.3％
静岡音楽館：
81.7％

静岡市民文化会館：
休館
清水文化会館：
289,153千円の
一部
静岡音楽館：
227,176千円の
一部

静岡市民文化会館：
休館
清水文化会館：
289,152千円の
一部
静岡音楽館：
235,138
千円の一部

施設利用率：
静岡市民文化会館：
休館
清水文化会館：
70％
静岡音楽館：84％

施設利用率：
静岡市民文化会館：
休館
清水文化会館：
70％
静岡音楽館：84％

施設利用率：
静岡市民文化会館：
休館
清水文化会館：
83.3％
静岡音楽館：
81.7％

B

期待を下回っていた 文化施設で活動を行う文化団体等に貸館を実施す
る。
文化施設：静岡市民文化会館、清水文化会館、静岡
音楽館

引続き多様な主体に利用されるよう、施設の認知
向上を推進し、利用者数の拡大と稼働率の向上を
図る。
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再掲 文化政策課
（マリナー
ト）

文化普及事業
（市民参加型
事業）

市民の文化活動を促進する文化活動の環境整備
事業を展開し、多くの市民が集うことができる場
を提供する。

①マリナートBRASSカップin Shizuoka City
2025
②市内中高等学校吹奏楽部によるコンクール形式
の吹奏楽公演
③令和7年６月７日（土）
④マリナート

来場者数 2,000人 2,633人 151,329
（施設全体の運営
費）

1,887 来場者数 2,000人 2,633人

S

目標値を大幅に上回ったため。 ①マリナートBRASSカップin Shizuoka City
2026
②市内中高等学校吹奏楽部によるコンクール形式
の吹奏楽公演
③令和８年６月５日（金）、6日（土）
④マリナート

目標値を大幅に上回っているため、今後も市民の
文化活動を促進する文化活動の環境整備事業を展
開し、多くの市民が集うことができる場を提供す
る。

47

再掲 生涯学習推
進課

生涯学習施設
での講座等の
実施

生涯学習施設において、講座、講演会、公演等を実
施する。

②生涯学習施設において講座、講演会、公演等を
開催する。
③令和７年4月1日～令和８年3月31日
④生涯学習施設32館（無人館・山5館を除く）

事業実施 生涯学習センター
1,250回実施
生涯学習交流館
1,281回

事業完了前のため、
６月上旬を目途に
連絡

指定管理料の一部 指定管理料の一部 受講満足度 満足度93.5％以上 事業完了前のため、
６月上旬を目途に
連絡

②生涯学習施設において講座、講演会、公演等を
開催する。
③令和７年4月1日～令和８年3月31日
④生涯学習施設32館（無人館・山5館を除く）

48

再掲 文化政策課
（静岡音楽
館AOI）

音楽分野にお
けるその他の
連携事業
「小中学校で
のピアノ・ミニ
コンサート」
（どこでも
AOI等）

より多くの市民が、クラシック音楽への興味・関心
を高められるよう清水区や中山間地等の静岡音楽
館から離れた地域、医療施設、福祉施設等でアウト
リーチ事業を実施。また、子どものための事業や市
民参画の機会、講座や講演会などの事業を実施す
る。

①アウトリーチ・コンサート、どこでもAOI　等
②AOI以外の学校や生涯学習施設等で生演奏を
体験してもらう
③6/5、９/20、11/12　他
④静岡中央特別支援学校、興津生涯学習交流館
等

来場者数 目標値の設定なし ※未確定のため４
月以降入力

227,176
（指定管理料の一
部）

235,138
（指定管理料の一
部）

来場者数 目標値の設定なし 765人

A

事業が計画通り円滑に実施され、クラシック音楽へ
の興味・関心を高めることができたため。

①アウトリーチ・コンサート、どこでもAOI　等
②AOI以外の学校や生涯学習施設等で生演奏を
体験してもらう
③6/5、９/20、11/12　他
④静岡中央特別支援学校、興津生涯学習交流館
等

引き続き、クラシック音楽への興味・関心を高める
ため、事業内容を充実させていくことで、来場者数
の増加に努めていく。

49

文化政策課
（静岡科学
館）

科学分野にお
ける展示体験
支援事業

静岡科学館が「みる・きく・さわる」をキーワードと
したHands-onの科学館であることを活かし、常
設展示物の体験を通じて科学の不思議さや面白さ
を市民に伝える。

①オリジナル展示作成及び資料等展示
②それぞれのテーマに沿った展示
作成やパネル・標本等を用いた
展示を行う。
③令和7年４月～令和8年３月

目標設定なし ー ー 214,161
（指定管理料の一
部）

214,846
（指定管理料の一
部）

ー 目標設定なし ー 評
価
対
象
外

ー ①オリジナル展示作成及び資料等展示
②それぞれのテーマに沿った展示
作成やパネル・標本等を用いた
展示を行う。
③令和8年４月～令和9年３月

引き続きHands-onの科学館であることを活か
し、常設展示物の体験を通じて科学の不思議さや
面白さを市民に伝える。

50

文化政策課
（静岡科学
館）

科学への興
味・関心を高
める事業

幅広い年代の市民が事業に参加・体験することで、
個々の科学的な視点を広げ、科学を生活の中で身
近に感じられるようになることを目指し、体験を通
して科学への興味・関心を高めるための多様な事
業を実施する。

①サイエンスショー
②身近な科学について楽しく紹介する
③令和7年４月29日（火・祝）～令和7年11月24
日（月・祝）
④静岡科学館

入場者数 2,800人 2,879人 214,161
（指定管理料の一
部）

214,846
（指定管理料の一
部）

入場者数 2,800人 2,879人

A

期待通りの入場者数であったため。 ①サイエンスショー
②身近な科学について楽しく紹介する
③令和8年5月2日（土）～令和８年11月23日（月・
祝）
④静岡科学館

引続き、多様なテーマに沿って、身近な事象に含ま
れる科学的要素を様々な世代が楽しめる機会を提
供する。

51

文化政策課
（静岡科学
館）

科学への理解
を深める事業
（企画展等）

科学への興味・関心を持った市民の更なる知的好
奇心に応えるため、企画展、双方向の科学コミュニ
ケーションを重視したサイエンスカフェ、講演会、科
学教室等を実施し、幅広い市民に科学技術を多様
な角度から紹介する事業を展開する。

①企画展関連事業
②企画展に関連したワークショップ等
③令和７年12月27日（土）～令和８年2月11日
（水）
④静岡科学館

入場者数 320人 646人 214,161
（指定管理料の一
部）

214,846
（指定管理料の一
部）

入場者数 320人 646人

S

設置した目標値を大きく上回る入場者数であった
ため。

①企画展関連事業
②企画展に関連したワークショップ等
③令和８年12月2６日（土）～令和9年2月７日
（日）
④静岡科学館

引続き、毎年異なった科学事象をテーマとして設
定し、通常の展示物では扱うことが難しい
現在進行形の科学情報、市民生活と科学のかかわ
りなどについて、内容を広く、深く提供できるよう
な構成の展示を行う。

52

文化政策課
（静岡科学
館）

科学分野にお
ける地域との
連携推進事業

地域の科学文化を地域全体で育てていくため、市
内外の生涯学習施設や大学・専門研究機関、企業、
市民団体等と連携した事業を実施する。また、静岡
市美術館、静岡音楽館や生涯学習センターと連携
し、市民交流や生涯教育、中心市街地のにぎわい
の創出にも貢献する。

①駅前３館プラス１共同事業
②科学館、音楽館、美術館、歴史博物館の駅前４館
で連携して行う事業
③随時
④静岡科学館、静岡音楽館、静岡市美術館、歴史博
物館

入場者数 230人 ２０５人 214,161
（指定管理料の一
部）

214,846
（指定管理料の一
部）

入場者数 230人 ２０５人

B

設定した目標値を下回ったため ①駅前３館プラス１共同事業
②科学館、音楽館、美術館、歴史博物館の駅前４館
で連携して行う事業
③随時
④静岡科学館、静岡音楽館、静岡市美術館、歴史博
物館

静岡駅前文化施設３館及び静岡市歴史博物館で各
館の専門性を活かした連携事業を実施すること
で、異なるジャンルに興味を持つきっかけを作ると
ともに、中心市街地の賑わい創出に貢献を目指
す。

53

文化政策課
（静岡科学
館）

科学分野にお
ける学校連携
と研修支援事
業

幼稚園・保育園・こども園・小学校・中学校・高等学
校・大学等と連携し、科学館の教材・ノウハウを活
用した事業を実施する。また、家庭環境等により学
習機会の少ない子どもに対しての教育支援や、中
学生のキャリア教育支援を行う。

①学校等研修支援
②学校等における教育プログラムの支援
③随時
④静岡科学館

入場者数 430人 ３２６人 214,161
（指定管理料の一
部）

214,846
（指定管理料の一
部）

入場者数 430人 ３２６人

B

設定した目標値を下回ったため ①学校等研修支援
②学校等における教育プログラムの支援
③随時
④静岡科学館

引続き、これまで培ってきた科学教育のノウハウの
共有を図る学校への研修支援を行い、体験型科学
教育の理念や科学コミュニケーションの重要性に
ついても教育現場への普及を図る。

54

文化政策課
（静岡科学
館）

科学技術と科
学文化の担い
手育成事業

市民の科学への興味・関心を広げる場を創出し、科
学を文化として地域に普及させる人材を育成する
ために、科学コミュニケーションの資質向上や、次
世代の科学振興を担う人材の育成をする。

①科学コミュニケーター育成講座
②科学コミュニケーターに必要なスキルの習得を
目指す育成講座
③令和７年5月17日（土）～９月7日（日）
④静岡科学館

入場者数 90人 ８８人 214,161
（指定管理料の一
部）

214,846
（指定管理料の一
部）

入場者数 90人 ８８人

A

期待通りの入場者数であったため。 ①科学コミュニケーター育成講座
②科学コミュニケーターに必要なスキルの習得を
目指す育成講座
③令和８年5月1６日（土）～９月６日（日）
④静岡科学館

ボランティアや市民科学コミュニケーターの活躍の
場を設け、市民とともに科学文化を創造し、科学の
担い手育成に努める。

55

文化政策課 静岡市芸術文
化奨励賞の授
与
（表彰・推薦事
業）

芸術文化の振興と向上に寄与する優れた業績を挙
げ、将来その一層の発展が望まれるものに対し、静
岡市芸術文化奨励賞を授与し市民の文化活動を奨
励する。

②静岡市芸術文化奨励賞の授与及び審査会の実
施
③１１月（審査会）、１１月20日（授賞式）
④静岡市役所静岡庁舎本館３階 議会特別会議室
（審査会）、
　 市長応接室（授賞式）

推薦者 ３名以上 ８名・２団体 360 360 受賞者 １名or1団体以上 ３名・１団体

A

推薦者数がR６年度は４名１団体、R５年度は３名で
あったが、今回は８名２団体であった。

②静岡市芸術文化奨励賞の授与及び審査会の実
施
③未定（審査会）、未定（授賞式）
④未定（審査会）、市長応接室（授賞式）

この賞を取ることを目標に、芸術文化活動に励む
人が多くいるとともに、受賞者はその後も個展を
実施するなど、文化活動の振興に寄与している。課
題点は、奨励賞ではなく功労賞に踟期している人
も多々見受けられため、周知を行う。

56

新規 文化政策課 まちかどシア
ター開催事業

演劇・ストリートシアターが市民にとって身近にな
るよう、まちのあらゆる場所での日常的な演劇体
験を提供する。

②演劇初心者やこども・家族連れが楽しめる演劇
体験の提供。
③開催日：通年で16回開催
④会場　 ：芹沢銈介美術館、登呂博物館、中央図書
館、匠宿　など

実施回数 16回 A:期待通りだった 2,010 2,010 参加者アンケートに
おいて、「親しい人
に勧めたい」と回答
した割合

50% 93%

A

目標としていた回数を開催できたため。 ②演劇初心者やこども・家族連れが楽しめる演劇
体験の提供。
③開催日：通年で16回開催
④会場　 ：未定

今後は地域おこし協力隊にも企画・運営に参画し
てもらうことで、業務負担の軽減と事業の質の向
上を図る。

57

新規 文化政策課 はじめてのコ
ンサート

クラシック音楽の初心者に向けた解説を交えなが
らコンサートを行うことで、音楽を身近に感じる機
会を提供するとともに交響楽への理解と関心を深
める。

②クラシック音楽初心者に向けたコンサートを開催
③令和７年10月4日（土）
④会場：清水文化会館マリナート　大ホール

はじめてのコンサー
ト開催回数

1回 S:期待を上回って
いた

27,318千円の一
部

26,642千円の一
部

はじめてのコンサー
ト来場者数

500 458人

A

今年度開始の事業でまだ市民に浸透していない状
態であるが、訪問コンサートで静響を知った学生を
中心に多くの市民の来場があったため。

②クラシック音楽初心者に向けたコンサートを開催
③令和８年９月26日（土）
④会場：清水文化会館マリナート　大ホール

開催直前まで集客に伸び悩んだが、観客の反応や
アンケートの結果は良かったため、今後定着させて
いくことを目標に継続していく。
早めにチラシを撒き始めるなど、宣伝を工夫する。



事業名 事業目的 令和７年度　実施内容 指標名 当該年度の目標値 実績値 令和７年度
予算額 （千円）

令和７年度
決算額 （千円）

指標名 当該年度の目標値 実績値 評
価

評価理由 令和8年度　実施予定内容 今後の課題と課題解決に向けた取組内容

1

再掲 生涯学習推
進課

生涯学習施設
での文化に関
する講座等の
実施

生涯学習施設において、文化に関する講座、講演
会、公演等を開催する。

②生涯学習施設において、文化に関する講座、講
演会、公演を開催する。
③令和７年4月1日～令和８年3月31日
④生涯学習施設32館（無人館・山5館を除く）

事業実施 生涯学習施設32館
で実施

事業完了前のため、
６月上旬を目途に
連絡

指定管理料の一部 指定管理料の一部 受講満足度 満足度94.1％以上 事業完了前のため、
６月上旬を目途に
連絡

②生涯学習施設において、文化に関する講座、講
演会、公演を開催する。
③令和７年4月1日～令和８年3月31日
④生涯学習施設32館（無人館・山5館を除く）

2

産業振興課 地場産品体験
学習事業

子ども達に、ものづくりと地場産業への関心と理
解を深めてもらうため、市内の小学校等に通う児
童が、授業内で駿府匠宿を利用して地場産業や伝
統産業について学習する際に、体験料を補助す
る。

②市内の小学校に通う児童に対して、駿府匠宿で
の地場産業や伝統産業を学習する際に体験料を補
助した。
③随時募集
④静岡市工芸と歴史の体験施設「駿府匠宿」

申請学校数 40校 35校 4,950 4,673 体験学習した児童
が地場産業に興味
を持ったと答えた
人の割合

100% 100%

B

成果指標の目標値を期待どおり達成できなかった
ため。

②市内の小学校に通う児童に対して、駿府匠宿で
の地場産業や伝統産業を学習する際に体験料を補
助する。
③随時募集
④静岡市工芸と歴史の体験施設「駿府匠宿」

創作体験料の変更に伴う補助率や小学校への補助
の範囲について引き続き検討を行う。

3

中央図書館 学校協力貸出
し

小中学校の総合学習や調べ学習を支えるため、適
切な資料の提供による学習支援を行う。

①名称：事業名と同じ
②内容：総合学習や調べ学習を行う小中学校への
資料提供
③期間：令和７年度
④会場：市立図書館

12歳以下のこども
ひとりあたりの児
童図書の蔵書冊数

９冊以上/人 9.42冊／人 27,597 27,514 協力貸出冊数 15,000冊 17,937冊

S

学校との連携のもと目標冊数を上回る協力貸出を
実施し、学校教育を支える学習支援事業として成
果を上げることができた。

①名称：事業名と同じ
②内容：総合学習や調べ学習を行う小中学校への
資料提供
③期間：令和８年度
④会場：市立図書館

学校から利用の見込まれる資料を揃える。同じ時
期に複数校から同じテーマの依頼が来るため、複
数館で複本を揃える。

4

農業政策課 お茶の美味し
い入れ方教室

市内小学校5･6年生を対象に、日本茶インストラク
ターを講師とした「お茶の美味しい入れ方教室」を
実施する。

①事業名と同一
②市内小学校にて「お茶の美味しい入れ方教室」の
実施
③令和７年10月から令和８年２月まで
④市内小学校

希望するすべての
学校で実施

70校で実施 72校で実施 3,618 3,087 今後静岡市のお茶
を飲みたい児童の
割合（実施後アン
ケート）

80％以上 83.7%

A

お茶の美味し入れ方教室の実施後アンケートにお
ける、今後静岡市のお茶を飲みたい児童の割合が
80％以上

①事業名と同一
②市内小学校にて「お茶の美味しい入れ方教室」の
実施
③令和8年10月から令和9年２月まで
④市内小学校

茶文化振興基金（取崩し型）を財源としており、R9
年度には基金が不足する見込み。財源の確保及
び、事業実施方法の検討が必要。

5

文化政策課 こども園訪問
コンサート

市内のこども園等を訪問するコンサートを開催し、
これまで文化に馴染みのなかった幼少期の子ども
たちに生演奏を鑑賞する機会を提供し、文化に親
しむきっかけとしてもらう。

②市内のこども園等を訪問するコンサートを開催
③未定
④市内こども園

こども園コンサート
実施園数

14園 19園 27,318千円の一
部

26,642千円の一
部

事業奨励度（開催後
アンケート：「またこ
の事業に応募した
い」の割合）

90% 100%

S

目標を大きく上回る実施数となったこと及び開催
後アンケートで高い評価を獲得していることから、
子どもたちが生演奏を鑑賞し文化に親しむ機会を
多く提供できたため。

②市内のこども園等を訪問するコンサートを開催
③14園程度
④市内こども園

多くの応募がある事業のため、結果的に毎年40以
上の園が落選となっている。数年かけて市内の園
に満遍なく機会が提供できるよう、過去数年の開
催状況を確認しながら選定する。

6

文化政策課 学校訪問コン
サート

34人及び52人編成のプロオーケストラが市内小
中学校を訪問し、生演奏を行う。広く市内の子ども
たちに迫力ある演奏の鑑賞体験を提供し、文化に
親しむ機会を創出する。

②市内の学校を訪問するコンサートを開催
②未定
③市内学校・特別支援学校

学校訪問コンサート
実施校数

８校 ８校 27,318千円の一
部

26,642千円の一
部

事業奨励度（開催後
アンケート：「またこ
の事業に応募した
い」の割合）

90% 100%

S

開催後アンケートで高い評価を獲得していること
から、子どもたちが本格的なオーケストラによる質
の高い演奏を鑑賞し文化に親しむ機会を提供する
ことができたため。

②市内の学校を訪問するコンサートを開催
②６校程度
③市内学校・特別支援学校

申込数が年々減少しており、気温や駐車場などの
課題の他に事業自体を知らない学校もいることか
ら、事業実施を積極的に発信し周知していく。

7

文化政策課 親子クラシッ
クコンサート

親子で気軽に音楽を楽しむことができる機会を提
供することにより、文化活動に興味関心を高め、乳
幼児を含む親子が入場可能なプロオーケストラに
よるコンサートを開催する。

①０歳から入れる親子クラシックコンサート
②６月15日
③ 静岡市民文化会館　清水文化会館マリナート　大
ホール

親子コンサート開催
回数

2回 2回 27,318千円の一
部

26,642千円の一
部

公演満足度（来場者
アンケート：「とても
良かった」・「良かっ
た」の割合）

90% 97%

S

例年多くの申込がある人気の高い事業であり、ア
ンケートでたいへん高い満足度を獲得しているこ
とから、親子で気軽に音楽を楽しみ文化活動への
興味関心を高める機会を提供できたため。

①０歳から入れる親子クラシックコンサート
②６月13日
③清水文化会館マリナート　大ホール

例年、午前の部に比べ午後の部の申込が少ないた
め、午後の部のみ一般も申込可とするか受託者と
検討する。

8

観光国際課 教育普及事業
（静岡市東海
道広重美術
館）

美術に対する関心を高め、鑑賞の機会を増やすた
めの教育普及事業を実施する。

美術に対する関心を高め、鑑賞の機会を増やすた
めの教育普及事業を実施する。

①学校団体向け展示解説
② 小中学校向け出張講座

実施回数 ①随時
②7回

①随時
②8回

36,263千円の内
数

36,263千円の内
数

延べ参加者人数 684人（R6実績）
以上

①213人
②147人
延べ参加者人数
360人 B

前年度実績を大幅に下回る結果となったことから
B評価とした。

美術に対する関心を高め、鑑賞の機会を増やすた
めの教育普及事業を実施する。

①学校団体向け展示解説
②出張講座
※　施設改修に伴い、6月以降休館するため事業休
止

令和8年度は、施設改修に伴い、10か月の休館と
なることから、休館期間中の客離れ等が課題であ
る。

9

再掲 文化政策課
（静岡音楽
館AOI）

音楽分野にお
ける公演等事
業
（「コンサート
シリーズ」等）

静岡音楽館ホールの音響特性を活かした「コン
サートシリーズ」を事業の核として実施。その他、独
創的な公演、特定のジャンルに偏らない多彩な公
演、だれもが気軽に音楽を鑑賞できる公演、パイプ
オルガン等音楽館所有楽器を活用した市民に親し
んでもらう公演を実施する。

①コンサートシリーズ
②ジャンルに偏らず多彩な公演を実施し、音楽へ
親しむ環境を提供する
③令和７年度
④静岡音楽館

入場者数 6,320人 ※未確定のため４
月以降入力

227,176
（指定管理料の一
部）

235,138
（指定管理料の一
部）

入場者数 6,320人 5,362人

B

入場者数について目標値を下回ったため。 ①コンサートシリーズ
②ジャンルに偏らず多彩な公演を実施し、音楽へ
親しむ環境を提供する
③令和７年度
④静岡音楽館

施設利用者の裾野を拡大するため、市民の鑑賞
機会拡大や地域の音楽家の支援・育成を図り、
事業内容を充実させていくことで、施設利用率
向上とコンサート入場者数の増加に努めてい
く。

10

再掲 文化政策課
（静岡音楽
館AOI）

音楽分野にお
ける普及振興
事業
（「子どものた
めの音楽ひろ
ば」等）

子どもたちに本物に触れる機会を提供するととも
に、音楽分野における幅広い経験を通して豊かな
感性を養うことの出来るような体験機会を提供す
る。

①第2６期「子どものための音楽ひろば」
②小学４年生から中学３年までの子どもを対象と
した音楽に親しむための講座
③１年間で全24回実施
④静岡音楽館

受講者数 35人 37人 227,176
（指定管理料の一
部）

235,138
（指定管理料の一
部）

受講者数 35人 37人

S

目標値を上回っているため ①第2６期「子どものための音楽ひろば」
②小学４年生から中学３年までの子どもを対象と
した音楽に親しむための講座
③１年間で全24回実施
④静岡音楽館

引き続き、子どもたちに本物に触れる機会を提供
するとともに、音楽分野における幅広い経験を通
して豊かな感性を養うことの出来るような体験機
会を提供する。

11

再掲 文化政策課
（静岡市美
術館）

美術分野にお
ける教育普及
事業

美術の楽しさ、奥深さを市民に伝えるため、講座、
講演会に加えてミュージアムコンサートやアーティ
ストを招いてのワークショップ等、参加体験型の活
動まで、幅広く展開する。

(１)①イベント名称：ミュージアム教室
②内容：展覧会の理解を深めるため、児童、生徒及
び学生に学芸員が解説を行う
③期間：展覧会期間中（企画展５回/年）
(２)①イベント名称：暦とあそぶワークショップ
②内容：祭事や年中行事に関するものを作成する
③開催日：5/3～5/4、12/14
(３)①イベント名称：プレゼントワークショップ
②内容：記念日にあわせてプレゼントを作成する
③開催日：11/29、11/30
(４)①イベント名称：しずびチビッこプログラム
②内容：未就学児を対象各展覧会関連のアートプ
ログラム
③開催日：7/13，9/13，11/16，3/20
(５)①イベント名称：しずびオープンアトリエ
②内容：展覧会に即したワークショップ
③開催日：8/21～8/31，2/14～3/15，
(６)①イベント名称：おうちで！しずびオープンアト
リエ
②内容：展覧会に即したワークショップを自宅で実
施できるよう、キットの貸出及び動画配信を行う。
③開催日：通年
(１)～(５)の④会場はいずれも静岡市美術館

入場者数 （１）設定なし
（２）56人
（３）24人
（４）80人
（５）280人
（６）80人

（１）1,959人
（２）65人
（３）26人
（４）108人
（５）487人
（６）28人

262,528
（指定管理料の一
部）

260,683
（指定管理料の一
部）

入場者数 （１）設定なし
（２）56人
（３）24人
（４）80人
（５）280人
（６）80人

（１）1,959人
（２）65人
（３）26人
（４）108人
（５）487人
（６）28人

S

期待を上回っていた (１)①イベント名称：ミュージアム教室
②内容：展覧会の理解を深めるため、児童、生徒及
び学生に学芸員が解説を行う
③期間：展覧会期間中
(２)①イベント名称：暦とあそぶワークショップ
②内容：祭事や年中行事に関するものを作成する
③開催日：12/13
(３)①イベント名称：プレゼントワークショップ
②内容：記念日にあわせてプレゼントを作成する
③開催日：10/17，10/18
(４)①イベント名称：しずびチビッこプログラム
②内容：未就学児を対象各展覧会関連のアートプ
ログラム
③開催日：未定（展覧会ごとに１日２回実施）
(５)①イベント名称：しずびオープンアトリエ
②内容：展覧会に即したワークショップ
③開催日：8/7～8/16、2/13～3/14
(６)①イベント名称：おうちで！しずびオープンアト
リエ
②内容：展覧会に即したワークショップを自宅で実
施できるよう、キットの貸出及び動画配信を行う。
③開催日：未定
(１)～(５)の④会場はいずれも静岡市美術館

引続き展覧会の内容をわかりやすく伝え、鑑賞を
深めるような関連した事業を開催するとともに、よ
り多くの市民に本物の美術作品に触れる機会を提
供する。

12

文化政策課
（静岡市美
術館）

美術分野にお
ける交流事業

"街にひらかれた美術館"を目指し"ちょっと面白い
街のなかの広場"のような美術館として、中心市街
地の賑わいの創出に貢献する。「交流ゾーン」を活
用したミュージアムコンサートや現代のアートシー
ンの紹介等を実施する。

(１)①イベント名称：Shizubiシネマアワー
②内容：各展覧会に関連した映画を上映する
③開催日：5/6、3/7～3/8
（２)①イベント名称：静岡・音楽館×科学館×美術
館　共同事業
②内容：展覧会に即した講座、ミュージアムコン
サートななど
③開催日：6/29、9/28
（１)～(２)の会場は静岡市美術館

入場者数 （１）120
（２）設定なし

（１）150人
（２）96人

262,528
（指定管理料の一
部）

260,683
（指定管理料の一
部）

入場者数 （１）120
（２）設定なし

（１）150人
（２）96人

S

期待を上回っていた (１)①イベント名称：Shizubiシネマアワー
②内容：各展覧会に関連した映画を上映する
③開催日：未定
（２)①イベント名称：静岡・音楽館×科学館×美術
館　共同事業
②内容：展覧会に即した講座、ミュージアムコン
サートななど
③開催日：未定
（１)～(２)の会場は静岡市美術館

引続き誰もが気軽に利用できる特徴を活かし、美
術館ならではの特色ある事業を開催する。また、静
岡駅前文化施設３館及び静岡市歴史博物館で各館
の専門性を活かした連携事業を実施することで、
異なるジャンルに興味を持つきっかけを作るとと
もに、中心市街地の賑わい創出に貢献する。

13

再掲 文化政策課
（静岡科学
館）

科学分野にお
ける学校連携
と研修支援事
業

幼稚園・保育園・こども園・小学校・中学校・高等学
校・大学等と連携し、科学館の教材・ノウハウを活
用した事業を実施する。また、家庭環境等により学
習機会の少ない子どもに対しての教育支援や、中
学生のキャリア教育支援を行う。

①学校等研修支援
②学校等における教育プログラムの支援
③随時
④静岡科学館

入場者数 430人 ３２６人 214,161
（指定管理料の一
部）

214,846
（指定管理料の一
部）

入場者数 430人 ３２６人

B

設定した目標値を下回ったため ①学校等研修支援
②学校等における教育プログラムの支援
③随時
④静岡科学館

引続き、これまで培ってきた科学教育のノウハウの
共有を図る学校への研修支援を行い、体験型科学
教育の理念や科学コミュニケーションの重要性に
ついても教育現場への普及を図る。

14

文化政策課
（マリナー
ト）

文化教育事業 子どもへの鑑賞機会を提供するため、小さい子ど
も連れでも楽しめる公演・展示事業を開催する。
教育委員会及び市内の子ども向け公共施設（る・
く・る、ま・あ・る等）と連携した事業を展開する。

①しまじろうコンサート
②ファミリー向けコンサート
③令和７年8月11日（月・祝）
④マリナート

来場者数 1,500人 1,500人 151,329
（施設全体の運営
費）

63 来場者数 1,500人 1,500人

A

期待どおりの目標値であったため。 ①しまじろうコンサート
②ファミリー向けコンサート
③令和７年8月11日（月・祝）
④マリナート

今後も子どもへの鑑賞機会の提供するため、小さ
い子ども連れでも楽しめる公演・展示事業を開催
する。

15

文化政策課
（マリナー
ト）

文化教育事業
（コンクール事
業）

次世代の文化の担い手となる若手の育成支援のた
め、学校連携を図りながら、若手の演奏の場の提
供を行う。

①マリナートBRASSカップin Shizuoka City
2025
②市内中高等学校吹奏楽部によるコンクール形式
の吹奏楽公演
③令和7年６月７日（土）
④マリナート

来場者数 2,000人 2,633人 151,329
（施設全体の運営
費）

1,887 来場者数 2,000人 2,633人

S

目標値を大幅に上回ったため。 ①マリナートBRASSカップin Shizuoka City
2026
②市内中高等学校吹奏楽部によるコンクール形式
の吹奏楽公演
③令和８年６月５日（金）、6日（土）
④マリナート

目標値を大幅に上回っているため、今後も次世代
の文化の担い手となる若手の育成支援のため、学
校連携を図りながら、若手の演奏の場の提供を行
う。

16

文化政策課
（芹沢銈介
美術館）

芹沢銈介の顕
彰
(芹沢鉎介美
術館)

学芸員が芹沢銈介の功績についての講座を実施
し、芹沢銈介の功績をたたえ作品への理解を深め、
芹沢芸術を永く後世に伝える。

高等学校や美術館等の依頼に応じ、芹沢銈介の生
涯や作品の魅力について講座を実施する。

実施回数 3回 １０回 ４５，４０６千円の一
部

45,406千円の一
部

参加者数 100人 ３６５人

S

講座の依頼が多く、目標値を上回る市民等に芹沢
銈介の偉業や美術館の魅力を伝えることができた
ことからSとした。

高等学校や生涯学習施設等の依頼に応じ、芹沢銈
介の生涯や作品の魅力について講座を実施する。

芹沢銈介への理解を深め、美術館への来館につな
げる。

所管課名

事業№

再掲 事業概要（全体） 活動の状況 投入コスト（インプット） 成果（アウトカム） 評価及び次年度以降に向けた課題・改善など）

活動指標（アウトプット指標） 事業費 成果指標（アウトカム指標）

１　歴史に彩られた個性豊かな文化の創造

　１　文化をはぐくむ人づくり

　　１　多様な選択肢の提供

　　　施策２　次世代の育成及び活動支援



17

再掲 文化政策課 まち劇スポッ
ト事業

路上や公園といった公共空間において、大道芸・ダ
ンス・音楽・アートなど様々なジャンルのパフォーミ
ングアーツが展開される事業。
日常に文化があふれる機会を提供することで、都
市全体が劇場のように活気に溢れた魅力的なまち
を目指し、交流人口の増加を図る。

①まち劇スポット
②路上や公園などの公共空間において、様々なパ
フォーマンスを行うことができる環境の整備
③毎月土日祝（会場による）
④静岡駅北口地下広場、呉服町通り等

新規パフォーマーの
登録組数

５組 29組 243 61 まち劇スポット稼働
回数

720回 1505回

S

目標を大幅に上回る登録数およびスポットの稼働
ができ、パフォーマーには自己表現の場を、市民に
は様々な文化を楽しむ機会を提供することができ
たため。

①まち劇スポット
②路上や公園などの公共空間において、様々なパ
フォーマンスを行うことができる環境の整備
③毎月土日祝（会場による）
④静岡駅北口地下広場、呉服町通り等

人気スポットである静岡駅北口地下広場の休止に
伴い全体の稼働回数が下がることが予想されるた
め、新規スポット開拓や、稼働の少ないスポットに
ついては各パフォーマーへスポット情報の周知を
行っていく。

18

歴史文化課 地域文化継承
事業
（文化財サ
ポーター養成
講座）

文化財サポーター養成講座を通し、本市で行われ
ている文化財の保護や活用への取り組みを学ぶ場
を提供することで市民から文化財の保護や活用の
担い手を育成する。サポーター登録をした市民の
方に自主的な活動参加を促し、各地域の文化財が
抱える課題に向き合い、解決に向けた活動を行う
人材の育成を目指す。

サポーター登録した人材の活用に取り組む。 活動機会の提供 活動機会の提供　６
件

活動機会の提供　７
件

80 0 活動機会の提供 7件 7件

A

目標の活動機会数を達成できた。また、サポーター
自ら文化財調査に係る機会を創出することができ
た。

サポーター登録した人材の活用し、市内文化財の
保存・活用に取り組む。

サポーターの活動が、市内の文化財の保存・活用に
つながるように取組を構築する必要がある。

19

再掲 文化政策課
（静岡音楽
館AOI）

音楽分野にお
ける支援・育
成事業
（「静岡の名手
たち」等）

実演家その他の人材を支援・育成する。地域の音
楽家の発掘、育成、支援のため「静岡の名手たち」
を核に、地元音楽家の活動支援、情報提供、交流事
業を実施する。

①第29回「静岡の名手たち」オーディション
②地元ゆかりの若手音楽家を発掘・育成する
③5/３～5/４
④静岡音楽館

参加者数 設定なし ４１人 227,176
（指定管理料の一
部）

235,138
（指定管理料の一
部）

参加者数 設定なし ４１人

A

事業が計画通り円滑に実施され、例年並みの参加
者があり、地元ゆかりの若手音楽家を発掘・育成す
ることができたため。

①第29回「静岡の名手たち」オーディション
②地元ゆかりの若手音楽家を発掘・育成する
③5/３～5/４
④静岡音楽館

引き続き、地域の音楽家の発掘、育成、支援のため
「静岡の名手たち」を核に、地元音楽家の活動支
援、情報提供、交流事業を実施する。

20

再掲 文化政策課
（静岡科学
館）

科学技術と科
学文化の担い
手育成事業

市民の科学への興味・関心を広げる場を創出し、科
学を文化として地域に普及させる人材を育成する
ために、科学コミュニケーションの資質向上や、次
世代の科学振興を担う人材の育成をする。

①科学コミュニケーター育成講座
②科学コミュニケーターに必要なスキルの習得を
目指す育成講座
③令和７年5月17日（土）～９月7日（日）
④静岡科学館

入場者数 90人 ８８人 214,161
（指定管理料の一
部）

214,846
（指定管理料の一
部）

入場者数 90人 ８８人

A

期待通りの入場者数であったため。 ①科学コミュニケーター育成講座
②科学コミュニケーターに必要なスキルの習得を
目指す育成講座
③令和８年5月1６日（土）～９月６日（日）
④静岡科学館

ボランティアや市民科学コミュニケーターの活躍の
場を設け、市民とともに科学文化を創造し、科学の
担い手育成に努める。

21

再掲 文化政策課
（マリナー
ト）

文化の担い手
育成事業
（アーティスト
育成事業）

次世代の文化の担い手となる若手の育成支援のた
め、学校連携を図りながら、若手の演奏の場の提
供を行う。

①マリナートBRASSカップin Shizuoka City
2025
②市内中高等学校吹奏楽部によるコンクール形式
の吹奏楽公演
③令和7年６月７日（土）
④マリナート

来場者数 2,000人 2,633人 151,329
（施設全体の運営
費）

1,887 来場者数 2,000人 2,633人

S

目標値を大幅に上回ったため。 ①マリナートBRASSカップin Shizuoka City
2026
②市内中高等学校吹奏楽部によるコンクール形式
の吹奏楽公演
③令和８年６月５日（金）、6日（土）
④マリナート

目標値を大幅に上回っているため、今後も次世代
の文化の担い手となる若手の育成支援のため、学
校連携を図りながら、若手の演奏の場の提供を行
う。

22
文化政策課
（マリナー
ト）

文化の担い手育
成事業
（製作者育成事
業）

文化活動リーダー人材育成するため、市民から運営委員を選定
し、事業制作に参画する場をつくることで、リーダーとしての人
材を育成する。またフランチャイズオーケストラとの共催事業を
開催し、静岡県内の音楽を牽引する楽団を支援する。

①オーケストラの日コンサート
②フランチャイズオーケストラ静岡交響楽団共催公演
③令和８年3月28日（土）
④マリナート

来場者数 800人 681人
151,329
（施設全体の運営費）

0 来場者数 800人 ６８１人 B 目標値である来場者数を下回ったため。

①オーケストラの日コンサート
②フランチャイズオーケストラ静岡交響楽団共催公演
③令和９年3月27日（土）
④マリナート

目標値は下回っているものの、引き続き文化活動リーダーの人
材を育成図るとともに、フランチャイズオーケストラとの共催事
業を開催し、静岡県内の音楽を牽引する楽団を支援する。

23

新規 文化政策課 芸術文化活動
発表会参加奨
励補助金事業

中部、全国規模の発表会出場者に補助金を交付す
ることにより、芸術文化活動に対する意識を高め
るとともに、市民文化の振興を図る。

①芸術文化活動発表会参加奨励補助金
②補助金交付
③令和8年4月1日～令和9年3月31日

発表会参加者数 400人 438人 1,200 1,199 発表会参加者数 400人 438人

A

目標値を上回ったため。 ・内容：音楽、演劇、舞踊その他の文化活動を行う
者を育成し、もって市民の文化の振興を図るため、
これらの文化活動の成果を発表する大会に参加す
る生徒等へ補助金の交付
・期間：令和８年４月１日～令和９年３月３１日

一部の団体に補助金交付が偏らないよう、広く市
民へ普及・啓発を図る観点から、補助対象者の定
義を見直すとともに、同一年度内の交付上限を設
けることで、公平性の向上を図るため要綱の改正
を行う

事業名 事業目的 令和７年度　実施内容 指標名 当該年度の目標値 実績値 令和７年度
予算額 （千円）

令和７年度
決算額 （千円）

指標名 当該年度の目標値 実績値 評
価

評価理由 令和8年度　実施予定内容 今後の課題と課題解決に向けた取組内容

1

文化政策課 静岡まつり 駿府城公園をメイン会場とした、大御所徳川家康
公にちなんだイベント。家康公の故事に倣い、花見
行列や駿府城への登城行列再現のほか、様々なス
テージイベントが開催される。
本市の魅力と歴史文化を広く市内外に向けて情報
発信し、まちの賑わいを創出することで観光交流
客数の増加を図る。

①第６9回静岡まつり
②大御所花見行列、駿府登城行列、夜桜乱舞総踊
り・城下さくら踊り、朝鮮通信使・葵使歓迎式、火縄
銃演武、手筒花火
③令和7年４月4日（金）～令和7年４月6日（日）
④駿府城公園、葵スクエア、静岡庁舎及びその周辺

来場者数 900,000人 690,000人 79,138 76,796 来場者数 900,000人 690,000人

B

　目標値を下回る結果の理由は、６日（日）が雨天
で、メイン
イベントである大御所花見行列などが中止になっ
たためで
ある。目標値を下回るものの、天候を除けば事業
として市民
や観光客が大いに満足できる内容であるため、今
後も継続
して事業を行っていく。

①第６9回静岡まつり
②大御所花見行列、駿府登城行列、夜桜乱舞総踊
り・城下さくら踊り、朝鮮通信使・葵使歓迎式、火縄
銃演武、手筒花火
③令和7年４月4日（金）～令和7年４月6日（日）
④駿府城公園、葵スクエア、静岡庁舎及びその周辺

　全体を通じて、夜桜乱舞への参加者減少が見受
けられる。
コロナ禍で大幅に減少し、現在は年々参加者を取
り戻してい
るものの、ピーク時の人数には至っていない。
　今後の対策として、小・中学校でのダンスプログ
ラムへのカ
リキュラム化を検討し、若年層からの参加者増加を
図り、将来的な参加者増加につなげていく。

2

文化政策課 清水みなと祭
り

清水中心市街地での地踊りや清水港での海上花火
大会を始めとした伝統イベント。
港まち清水の魅力を市内外に向けて情報発信し、
本市の知名度の向上、まちの賑わいづくりの創出、
及び本市を訪れる観光客の増加を図る。

①第76回清水みなと祭り
②港かっぽれ総おどり、地踊り衆、マリンフェスタ、
海上花火大会
③令和７年８月１日（金）～３日（日）
④清水区さつき通り、日の出地区ほか

来場者数 40万人 45万人 70,081 67,081 来場者数 40万人 45万人

A

天候に恵まれ、期待通りの来場者数となった。 ①第77回清水みなと祭り
②港かっぽれ総おどり、地踊り衆、マリンフェスタ、
海上花火大会
③令和8年7月31日（金）～8月2日（日）
④清水区さつき通り、日の出地区ほか

実行委員会の高齢化が進み、祭りの継続が危ぶま
れている。
若者の祭りへの参加を促すため、実行委員会が市
内の各大学を訪れ広報を行うほか、SNSを中心と
した広報の充実化を図っていく。

3

文化政策課 安倍川花火大
会

安倍川河川敷での花火大会の開催により、本市の
魅力を市内外に向けて情報発信するとともに、本
市を訪れる観光客の増加を図る。

①第72回安倍川花火大会
②花火の打ち上げ
③令和７年７月19日（土）
④安倍川河川敷

来場者数 500,000人 中止 522,000 157,000 来場者数 500,000人 中止 評
価
対
象
外

中止のため ①第7３回安倍川花火大会
②花火の打ち上げ
③令和８年７月1８日（土）
④安倍川河川敷

実行委員の高齢化が進み、大会の担い手不足が課
題となっている。行政は、大会の継続的な運営の
為に、プラットフォームの構築を検討している。

4

再掲 歴史文化課 無形民俗文化
財公開事業

各地の民俗文化財の公開の場を地元以外にも設
け、伝承者の活動を活性化させるとともに、伝承意
欲を高める。
また、大勢の市民が民俗芸能を鑑賞できる機会を
提供し、市の誇る豊かな文化の魅力を発信する。

①大神楽祭2026
②市内に伝わる民俗芸能の披露
③令和8年２月28日（土）11:00～16:00
④静岡浅間神社　舞殿

①事業の実施
②来場者数

①実施
②2,000人

①実施
②2,899人

2050 1807 来場者数 2,000人 2,899人

A

目標の来場者数を達成できた。 ①大神楽祭2027
②市内に伝わる民俗芸能の披露
③令和9年２月下旬13:00～15:30
④静岡浅間神社　舞殿

運営経費の削減のため、事業内容の見直しを行っ
ている。

5

再掲 文化政策課 羽衣まつり 羽衣伝説発祥の地・三保松原において、その伝説
の伝承、仏人舞踊家エレーヌ・ジュグラリスの顕彰
式や薪能を開催する。

①内容：日本の能を研究し、フランスにおける初の
能公演に尽力したフランス人舞踏家エレーヌ・ジュ
グラリスを顕彰し、日仏国際交流の推進と、羽衣伝
説の理解・伝承を目的とした文化事業を開催予定。
②日時：令和７年１０月11日（土）
③会場：静岡市三保松原文化創造センター　みほし
るべ　前広場

来場者数 目標値：330人 目標値：265人 14,135 13,123 来場者数 目標値：330人 目標値：265人

B

来場者数の目標を大幅に下回ったため。 ①内容：日本の能を研究し、フランスにおける初の
能公演に尽力したフランス人舞踏家エレーヌ・ジュ
グラリスを顕彰し、日仏国際交流の推進と、羽衣伝
説の理解・伝承を目的とした文化事業を開催予定。
②日時：令和8年１０月10日（土）
③会場：静岡市三保松原文化創造センターみほし
るべ　前広場（調整中）

安定的な実施に向けた実施会場の検討や予算規模
と集客数にに見合うように規模の縮小を行う必要
がある。興行的なイベントではなく、事業の保存、
研究といった趣旨に変更することを視野に入れな
がら運営を行っていく。

6

文化政策課
（静岡市民
文化会館）

ラウドヒル計
画大型公演

静岡音楽館、静岡市美術館、静岡科学館の駅前三
館や、地域の市民活動のよりどころである生涯学
習センター等と連携し、多彩な取り組みによって多
くの市民の文化活動への参画と交流機会を生み出
す。

施設が改修工事に伴う休館中であるため実施せ
ず。

ー ー ー ― ― ー ー ー 評
価
対
象
外

ー ー

7

歴史文化課
（静岡市歴
史博物館）

静岡市歴史博
物館展示事業

本市の歴史的価値及び魅力をわかりやすく紹介す
ることで、市民の郷土のに対する誇りの醸成と来
訪者の本市に対する憧れの喚起を図る。

①事業名と同一
②テーマを絞った歴史ストーリーに沿って展示物
を集め、静岡の歴史の魅力を紹介する。展示図録
も作成して頒布する。
③通年
④静岡市歴史博物館

企画展観覧者数 25,000人 27,611人 指定管理料
338,463千円の
一部

（５月下旬に確定） 企画展観覧者数 25,000人 27,611人

S

静岡市の仏像を一堂に会した展示や徳川家からの
寄託品の初公開など、歴史博物館ならではの展示
を実施することで、目標率が110％を超えたため。

テーマを絞った歴史ストーリーに沿って展示物を
集め、静岡の歴史の魅力を紹介する。展示図録も
作成して頒布する。

8

歴史文化課
（静岡市歴
史博物館）

静岡市歴史博
物館学習支援
事業

市民団体、ボランティア、教育機関、美術館、博物
館、周辺施設など、様々な組織と連携・協働し、博
物館事業における市民参画を推進し、学習支援を
行う。

①事業名と同一
②市民団体、ボランティア、教育機関、博物館、周
辺施設など、様々な組織と連携・協働し、博物館事
業における市民参画を推進し、学習支援を行う。
③通年
④静岡市歴史博物館

教育普及実施者数 26,200人 ４月末日をめどに
連絡

指定管理料
338,463千円の
一部

（５月下旬に確定） 教育普及実施者数 26,200人 ５月末日をめどに
連絡

A

豊富な種類の教育普及事業を実施することで、２
月末時点で目標を達成しているため。

市民団体、ボランティア、教育機関、博物館、周辺
施設など、様々な組織と連携・協働し、博物館事業
における市民参画を推進し、学習支援を行う。

9

生涯学習推
進課

生涯学習施設
での郷土理解
や地域理解の
促進に関する
講座等の実施

生涯学習施設において、郷土理解や地域理解の促
進に関する講座、講演会、公演等を実施する。

②生涯学習施設において、郷土理解や地域理解の
促進に関する講座、講演会、公演等を実施する。
③令和７年4月1日～令和８年3月31日
④生涯学習施設32館（無人館・山5館を除く）

事業実施 生涯学習施設32館
で実施

事業完了前のため、
６月上旬を目途に
連絡

指定管理料の一部 指定管理料の一部 受講満足度 満足度93％以上 事業完了前のため、
６月上旬を目途に
連絡

②生涯学習施設において、郷土理解や地域理解の
促進に関する講座、講演会、公演等を実施する。
③令和７年4月1日～令和８年3月31日
④生涯学習施設32館（無人館・山5館を除く）

10

農業政策課 聖一国師顕彰
事業

鎌倉時代の高僧で、静岡茶の始祖であると同時
に、製茶機械の基礎となる技術など、中国の優れ
た技術を日本に伝え、本市の茶産業・文化の発展
に尽くした聖一国師の偉大な功績を顕彰し、後世
に伝える。

①事業名と同一
②水磨様木製模型（聖一国師が中国から持ち帰っ
た製粉技術を記した図面から復元した模型）の展
示による聖一国師の功績の発信
③通年
④大川生涯学習交流館

展示の実施 事業実施 事業実施 611 307 聖一国師の功績の
周知

事業実施 事業実施

A

常設展示により聖一国師の功績を周知できた ①事業名と同一
②水磨様木製模型（聖一国師が中国から持ち帰っ
た製粉技術を記した図面から復元した模型）の展
示による聖一国師の功績の発信
③通年
④大川生涯学習交流館

茶文化振興基金（取崩し型）を財源としており、R9
年度には基金が不足する見込み。財源の確保及
び、事業実施方法の検討が必要。

11

農業政策課 茶手揉保存事
業

荒茶製造技術の原点である茶手揉製法の技術の
伝承を支援することにより、手揉製茶技術の保存
及び向上を図るため、手揉製茶技術又は手揉茶に
関する講習会、競技会、品評会又は実演の実施等
の事業に対し助成する。

①事業名と同一
②手揉製茶実演や小中学校での茶手揉体験、講習
会の開催
③令和７年4月１日から令和８年２月28日まで
④大川小中学校ほか

補助金の交付 事業実施 事業実施 360 360 事業実施 事業実施 事業実施

A

補助金の交付により、茶手揉技術の伝承のための
全事業が実施できた

①事業名と同一
②手揉製茶実演や小中学校での茶手揉体験、講習
会の開催
③令和8年4月１日から令和9年２月28日まで
④大川小中学校ほか

成果（アウトカム）

１　歴史に彩られた個性豊かな文化の創造

　１　文化をはぐくむ人づくり

　　２　シビックプライドの醸成

　　　施策３　地域への誇りや愛着を育むための機会の提供

評価及び次年度以降に向けた課題・改善など）

活動指標（アウトプット指標） 成果指標（アウトカム指標）事業費
事業№

再掲 事業概要（全体） 活動の状況 投入コスト（インプット）所管課名



12

農業政策課 駿府本山お茶
まつり事業

静岡本山茶の振興を図るため、関係団体が連携
し、静岡本山茶に関する文化、歴史的考察を含めた
各種イベント等を実施する事業に対し助成する。

①駿府本山お茶壺道中行列「茶詰めの儀」

②故事にならって静岡本山茶を茶壷に入れ封印す
る儀式

③令和７年５月３１日（土）

④静岡市歴史博物館
①-２駿府本山お茶壺道中行列・口切りの儀
②-２春に静岡本山茶を詰め保管・熟成させた茶壷
を井川大日峠お茶蔵より蔵出しし、久能山東照宮
へ奉納
③-２令和７年10月19日
④-２久能山東照宮
①-3駿府本山秋のお茶まつり
②-3「静岡本山茶」の消費拡大を図るため、販売イ
ベントの開催
③-3令和７年11月１日～３日
④-3静岡市歴史博物館屋外スペース

補助金の交付 事業実施 事業実施 3,000 2,946 事業実施 事業実施 事業実施

A

補助金の交付により、本山茶の振興に関する全事
業が実施できた

①駿府本山お茶壺道中行列「茶詰めの儀」
②故事にならって静岡本山茶を茶壷に入れ封印す
る儀式
③令和8年5月下旬
④静岡市歴史博物館
①-２駿府本山お茶壺道中行列・口切りの儀
②-２春に静岡本山茶を詰め保管・熟成させた茶壷
を井川大日峠お茶蔵より蔵出しし、久能山東照宮
へ奉納
③-２令和８年10月下旬
④-２久能山東照宮
①-3駿府本山秋のお茶まつり
②-3「静岡本山茶」の消費拡大を図るため、販売イ
ベントの開催
③-3令和８年11月上旬
④-3未定

令和９年度から、定額補助→定率（1/2）補助への
変更について検討指示を受けており、事業実施の
ための自己資金確保が課題。

13

文化政策課 文化芸術アウ
トリーチプロ
グラム事業

市内で活動している文化団体等と連携し、子ども
のうちから様々な分野の文化芸術に親しむ機会を
設け、文化芸術に対する理解及び関心を高めるた
め、市内小中学校、こども園等を訪問し、気軽に文
化芸術に触れることができる機会を提供する。

①文化団体等がこども園等の施設を訪問し、気軽
に文化芸術に触れることができる機会の提供
②未定
③静岡市内のこども園、放課後子ども教室、こども
食堂等

実施回数 19回 19回 6000 5877 観覧者数 1200 1427

A

文化芸術創造拠点事業に呼応して、演劇を10回実
施するなど、前年度に比べ意欲的な内容の変更が
あった。

①文化団体等がこども園等の施設を訪問し、気軽
に文化芸術に触れることができる機会の提供
②未定
③静岡市内のこども園、放課後子ども教室、こども
食堂等

認知度が足りないことが課題である。
教育施設関連の対象者に、よりこの事業が伝わる
広報を行う必要がある。

14

再掲 文化政策課
（マリナー
ト）

文化芸術継承
発展事業

地域連携による回遊性の向上を図るため、地域の
商店街や施設と連携した事業により、集客はもと
より観光誘致を視野に、清水駅周辺の回遊性を向
上させる事業を展開する。

①第13回 清水にぎわい落語まつり
②清水駅周辺の街の活性化と伝統芸能である落語
の普及を目的とする事業
③令和7年10月11日（土）～13日（月・祝）

来場者数 1,800人 2,069人 151,329
（施設全体の運営
費）

7,840 来場者数 1,800人 2,069人

S

目標値を大幅に上回ったため。 ①第14回 清水にぎわい落語まつり
②清水駅周辺の街の活性化と伝統芸能である落語
の普及を目的とする事業
③令和８年10月10日（土）～12日（月・祝）

目標値を大幅に上回っているため、今後も地域連
携による回遊性の向上を図るため、地域の商店街
や施設と連携した事業により、集客はもとより観
光誘致を視野に、清水駅周辺の回遊性を向上させ
る事業を展開する。

事業名 事業目的 令和７年度　実施内容 指標名 当該年度の目標値 実績値 令和７年度
予算額 （千円）

令和７年度
決算額 （千円）

指標名 当該年度の目標値 実績値 評
価

評価理由 令和8年度　実施予定内容 今後の課題と課題解決に向けた取組内容

1

産業振興課 伝統工芸技術
アーカイブス
事業

地元伝統工芸技術のうち後継者不在等により消失
の危機に直面する高い技術や技法を、映像化等に
よりアーカイブし保存、継承していく。

②地元伝統工芸の高い技術のアーカイブ
③通年
④地元伝統工芸工房等

アーカイブの撮影本
数

1件 1件 1,290 1,108 R6までのアーカイ
ブ映像の貸出実績

1件 0件

A

成果指標の目標値を期待どおり達成できたため。 ②令和元年度から令和７年度までの事業において
熟練技術者の技術保存を完遂。今後は、過去の
アーカイブ事業の成果物を活用していく取組を
行っていく。

伝統工芸保存講習会など、他団体が主催する技術
継承の取組に関与して、アーカイブ成果品の活用
を促していく。

2

中央図書館 地域資料の収
集及び保存

地域資料の収集・保存を通じて、地域文化の振興
に寄与する。

①名称：事業名と同じ
②内容：各図書館の特色に沿った地域に関する資
料を収集・保存
③期間：令和７年度
④会場：市立図書館

当該年度の地域資
料新規登録点数

1,908点（令和６年
度実績）

1,591点 ― ― 当該年度末の地域
資料の総登録点数

97,280点 97,273点

A

地域資料の収集・保存を継続的に進めることで、地
域文化の振興に資する資料基盤の充実を図ること
ができた。

①名称：事業名と同じ
②内容：各図書館の特色に沿った地域に関する資
料を収集・保存
③期間：令和８年度
④会場：市立図書館

長期的な視点から郷土資料の収集保存をすすめる
にあたり、本格的なデジタル化を見据えてアーカイ
ブの基盤整備を進める。

3

歴史文化課
（静岡市歴
史博物館）

静岡市歴史博
物館学習支援
事業

市民団体、ボランティア、教育機関、美術館、博物
館、周辺施設など、様々な組織と連携・協働し、博
物館事業における市民参画を推進し、学習支援を
行う。

①事業名と同一
②市民団体、ボランティア、教育機関、博物館、周
辺施設など、様々な組織と連携・協働し、博物館事
業における市民参画を推進し、学習支援を行う。
③通年
④静岡市歴史博物館

教育普及実施者数 26,200人 ４月末日をめどに
連絡

指定管理料
338,463千円の
一部

（５月下旬に確定） 教育普及実施者数 26,200人 ５月末日をめどに
連絡

A

豊富な種類の教育普及事業を実施することで、２
月末時点で目標を達成しているため。

市民団体、ボランティア、教育機関、博物館、周辺
施設など、様々な組織と連携・協働し、博物館事業
における市民参画を推進し、学習支援を行う。

4

歴史文化課 三保松原保全
活用事業

富士山世界文化遺産の構成資産としての三保松原
を後世に引き継ぐため、松原の保全と活用の調和
がとれた事業の調整と推進を図る。

①⑴マツ材線虫病防除事業、⑵松原保全に関する
講座開催
②⑴虫を媒介した病気による松枯れから三保松原
の松林を守るため、健全木に対して薬剤を散布し
殺虫する。
　⑵職員による講座9回、出前講座、専門家を招い
ての講演会等を開催
③令和7年度
④⑴三保グラウンドゴルフ場～三保飛行場・旧東
海大学付属小～瀬織戸神社・神の道・羽衣の松周
辺
 ⑵生涯学習施設、みほしるべ等

(1)マツ材線虫病防
除事業の実施
(2)松原保全に関
する講座を開催数

（1）実施
(2)５回

（1）実施
(2)１２回開催

79,737 79,352 （1）マツ材線虫病に
よるマツ枯れ本数
（２）松原保全ボラン
ティアの参加人数

(1)マツ材線虫病に
よるマツ枯れ１本/ｈ
ａ以下
（２）6,000人

（１）６月末日を目途
に連絡
（２）４月末日を目途
に連絡

①⑴マツ材線虫病防除事業、⑵松原保全に関する
講座開催
②⑴虫を媒介した病気による松枯れから三保松原
の松林を守るため、健全木に対して薬剤を散布し
殺虫する。
　⑵職員による講座9回、出前講座、専門家を招い
ての講演会等を開催
③令和８年度
④⑴三保グラウンドゴルフ場～三保飛行場・旧東
海大学付属小～瀬織戸神社・神の道・羽衣の松周
辺
 ⑵生涯学習施設、みほしるべ等

広大な松林を維持していくためには、定期的な雑
木除去、下草刈り等が必要であるが、人工や経費
が不足している。引き続き、保全ボランティアと連
携し、松林を管理していく。

5

歴史文化課 史跡小島陣屋
跡保存整備事
業

平成18年度に国指定史跡に指定された小島陣屋
跡は、江戸時代中期に築造された小島藩の陣屋跡
である。石垣と御殿書院が残る小島陣屋跡（平成
18年に国史跡に指定）の価値を保存し活かすため
の整備を行う。

①便益施設整備工事
②史跡東側急傾斜地対策工事2年目
③御殿書院管理運営

①便益施設整備工
事の実施
②急傾斜地対策工
事の実施（２年目）
③史跡・御殿書院に
おけるイベントの実
施回数

①完了
②完了
③２回

①３月完了
②３月完了
③２回

178,879 155,154 ①整備全体の進
ちょく率
②史跡・書院の来訪
者数

①60%
②3,000人

4月中旬を目途に
連絡

A

令和６年度までの工事完了は整備全体の約60％
であった。史跡・書院の来訪者数は目標値をやや上
回り、整備と活用が順調と評価できることから評
価結果をAとした。

①便益施設整備工事
②史跡東側急傾斜地対策工事2年目
③御殿書院管理運営

文化庁と協議のもと確実に整備工事を進めるとと
もに、史跡の価値をより多くの人と共有し静岡市
の歴史文化の継承と交流の場となる活用を実施し
ていく。

6

歴史文化課 史跡駿河国分
寺跡保存整備
事業

昭和40年に国史跡に指定された駿河国分寺跡
（旧・片山廃寺跡）は、奈良時代の重要な古代寺院
跡である。この静岡平野の古代仏教文化の中心と
なった駿河国分寺の価値を未来に伝える史跡公園
とすることを目的とし、保存・整備・活用を進めて
いく。

①民有地の公有地化
②整備委員会の開催

①用地買収の契約
件数
②整備委員会の開
催回数

①１件
②１回

①１回
②１回

19,126 14,282 公有地化率 40.89% 40.66%

A

史跡指定地内における公有地化対象の民有地の面
積（公有地化率算出の分母）が、令和７年９月の追
加指定により増加したこと、令和７年度公有地化対
象地の実測面積が公募面積を下回ったことによ
り、実績値が目標値を下回ったが、実績値は目標
値の約９９％であったことから、評価結果をAとし
た。

①民有地の公有地化
②整備委員会の開催

史跡の本格整備への着手は公有地化完了後となる
が、指定地内の民有地をすべて公有地化するには
さらに数十年を要することになるため、公有地化
の対象範囲を伽藍区域内に限定するなど、整備を
前提に公有地化計画を再検討する。

7

歴史文化課 賤機山古墳石
室石材剥離修
繕事業

賤機山古墳は６世紀の王墓で、全国的に重要な古
墳であるとして昭和29年に国史跡に指定された。
平成５～８年にかけて石室・墳丘の復元整備が行
われたが、近年雨水浸入等の影響から石材の剥
離・ヒビが進行しているため、石室修繕・雨水の浸
入対策を実施し、文化財の保護を行う。

①保存活用計画策定 保存活用計画策定 完了 完了 1,223 ２期整備事業の進
捗率

20% 20%

A

予定通り、史跡賤機山古墳保存活用計画を策定・
刊行したことから、評価結果をAとした。

実施設計完了 史跡賤機山古墳保存活用計画に基づき、有識者か
らの意見聴取・文化庁との協議を実施しながら、２
期整備事業を進めていく。

8

歴史文化課 史跡久能山保
存修理事業

史跡久能山の来訪者の安全を確保し、史跡の恒久
的な保存と活用を促進するために、き損している
箇所の整備工事を実施する

山上トイレ建て替え（R7～８年度） R７年度補助事業の
完全実施

補助事業の完全実
施

実施 23108 23108

S

史跡久能山の整備について、計画どおり実施中 山上トイレ建て替え（R7～８年度） 長期にわたる事業であるため、計画の前倒し等柔
軟に対応する

9

歴史文化課 (重文）神部神
社浅間神社本
殿ほか15棟
建造物保存事
業

神部神社浅間神社大歳御祖神社本殿ほか15棟が
国の重要文化財に指定されている。
昭和の修理（昭和55年）から30年以上が経過し、
経年劣化が激しくなったため、大規模修繕を行う
必要があり、平成26年より185ヶ月かけて平成・
令和の大修理を実施し、貴重な文化財を後世に継
承していくもの。

神部神社浅間神社大歳御祖神社本殿ほか15棟が
国の重要文化財に指定されている。昭和の修理
（昭和55年）から30年以上が経過し、経年劣化が
激しくなったため、大規模修繕を行う必要があり、
平成26年より185ヶ月かけて平成・令和の大修理
を実施し、貴重な文化財を後世に継承していくも
の。

R７年度補助事業の
完全実施

補助事業の完全実
施

実施 30,000 30,000 補助事業の完遂 実施 実施

S

重要文化財建造物の保存修理について計画どおり
実施中

神部神社浅間神社大歳御祖神社本殿ほか15棟が
国の重要文化財に指定されている。昭和の修理
（昭和55年）から30年以上が経過し、経年劣化が
激しくなったため、大規模修繕を行う必要があり、
平成26年より185ヶ月かけて平成・令和の大修理
を実施し、貴重な文化財を後世に継承していくも
の。

長期にわたる事業であるため、工期延長等柔軟に
対応する必要がある。

10

歴史文化課 国登録有形文
化財「旧マッケ
ンジー住宅」
再生活用事業

「旧マッケンジー住宅」を保存し、将来に向かって活
用していくために、耐震化と老朽化に対する修繕
を実施し、文化財としての価値を保存・継承してい
く。
また、隣接する市有地と合わせて民間活力導入に
て事業を実施し、一帯利用と共に住宅の利活用を
図る。

①貸付契約の締結
②旧マッケンジー住宅再オープン
③貸付料の歳入

①貸付契約の締結
②旧マッケンジー住
宅の供用開始
③貸付料の歳入

①完了
②完了
③完了

①６月完了
②３月完了
③７月完了

0 0 貸付料の歳入 12、６００千円 12、６００千円

A

貸付契約の締結、貸付料の歳入、施設のオープン
と当該年度の目標値を達成したため。

①「HOMAM旧マッケンジー邸」が稼働し集客を行
う。
②貸付料を歳入する。
③施設の運営について民間事業者と協議・調整を
行う。

文化財の保存と活用には、地域住民、民間事業者、
行政の三者の連携が必要である。地域住民を巻き
込むしくみづくりが課題である。

11

歴史文化課 埋蔵文化財セ
ンターテーマ
展

歴史文化課が保管する膨大な市内各遺跡の発掘
調査資料を活用して、出土品の魅力に触れてもら
えるよう、テーマを設定して展示公開を行う。

テーマを設定して企画展を催し、収蔵資料を公開、
発掘調査の成果を発信する。
第1回：指定文化財展、発掘された静岡市の宝　５
月下旬～７月下旬
第2回：静岡市文化財展（発掘速報展）　８月～９月
中旬（別掲）
第3回：未定　　２月～３月

テーマ展開催回数 ２回 ２回 50 16 ２回開催期間中来
館者数

700人 706人

A

テーマ展開催を広報等に掲載して告知するととも
に、他館と連携して展示を行い、来訪者が目標とほ
ぼ同等だった。

テーマを設定して企画展を催し、収蔵資料を公開、
発掘調査の成果を発信する。
第1回：指定文化財展、発掘された静岡市の宝　５
月下旬～７月下旬
第2回：静岡市文化財展（発掘速報展）　８月～９月
中旬
第3回：未定　　２月～３月

各テーマ展ごとにギャラリートークを行うことや興
味を引くテーマで展示を行う。

12

歴史文化課 文化財展 前年度に実施した埋蔵文化財発掘調査をはじめと
する文化財保護事業の成果について、埋蔵文化財
センターや登呂博物館など市内を巡回する速報的
な展示会を開催し、市内の文化財の魅力を発信す
る。

埋蔵文化財センター：8月１日～９月中旬
登呂博物館：12月13日～１月18日

開催会期数 ２期 ２期 390 89 ①センター開催中
来館者数
②展示関連イベント
参加者

①300人
②30人

①312人
②40人

A

展示関連イベントとして、新たに本物の土器に触れ
る展示会を行って、親子連れなど新しい客層を含
め来訪者増となったため。

埋蔵文化財センター：8月１日～９月中旬
登呂博物館：12月13日～１月18日

展示と共に興味を引く新たなイベントの企画と実
施が必要。

　　　施策４　しずおか文化等の保存・継承及び活用

１　歴史に彩られた個性豊かな文化の創造

　２　文化がはぐくむ地域づくり

　　１　地域の魅力向上

事業№

再掲 事業概要（全体） 活動の状況 投入コスト（インプット） 成果（アウトカム）所管課名

成果指標（アウトカム指標）

評価及び次年度以降に向けた課題・改善など）

活動指標（アウトプット指標） 事業費



13

再掲 歴史文化課 無形民俗文化
財公開事業

各地の民俗文化財の公開の場を地元以外にも設
け、伝承者の活動を活性化させるとともに、伝承意
欲を高める。
また、大勢の市民が民俗芸能を鑑賞できる機会を
提供し、市の誇る豊かな文化の魅力を発信する。

①大神楽祭2026
②市内に伝わる民俗芸能の披露
③令和8年２月28日（土）11:00～16:00
④静岡浅間神社　舞殿

①事業の実施
②来場者数

①実施
②2,000人

①実施
②2,899人

2050 1807 来場者数 2,000人 2,899人

A

目標の来場者数を達成できた。 ①大神楽祭2027
②市内に伝わる民俗芸能の披露
③令和9年２月下旬13:00～15:30
④静岡浅間神社　舞殿

運営経費の削減のため、事業内容の見直しを行っ
ている。

14

歴史文化課 静岡市文化財
保存活用地域
計画策定事業

これまでのそれぞれの地域性を大切にしながら、
市の歴史文化の特徴を捉えなおし、その価値を踏
まえ、保存活用をしながら未来に継承していくため
の将来像を「見える化」するもの。これを実現する
ため、現状の文化財保護行政の課題を整理し、そ
の方針を示し、所有者、行政、地域団体等が一体と
なり取り組むべき具体の行動、その期間を定める
もの。

・計画に基づく文化財の保存・活用の進捗管理 ①進捗管理と各取
組への反映

①実施 ①実施 0 0 取り組みの進捗管
理と文化財保護審
議会への報告１回

実施 実施

A

進捗管理表に基づき、各取組への反映を実施し
た。

・計画に基づく文化財の保存・活用の進捗管理 定期的な進捗管理をお行う。
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歴史文化課 歴史博物館管
理運営事業

地域の歴史に関する資料の収集、展示、調査研究
及び歴史的価値の発信を行うことにより、教育、学
術及び文化の発展並びに歴史を媒介とした交流の
促進に資する。

地域の歴史に関する資料の収集、展示、調査研究
及び歴史的価値の発信を行う。

資料調査・研究件数 60件 ４月末日をめどに
連絡

指定管理料
338,463千円の
一部

（５月下旬に確定） 資料調査・研究件数 60件 ５月末日をめどに
連絡

S

市内の資料調査や館外の研究団体等とネットワー
ク構築を進めており、２月末時点で資料調査・件数
が９０件超のため。

地域の歴史に関する資料の収集、展示、調査研究
及び歴史的価値の発信を行う。

16

再掲 文化政策課 羽衣まつり 羽衣伝説発祥の地・三保松原において、その伝説
の伝承、仏人舞踊家エレーヌ・ジュグラリスの顕彰
式や薪能を開催する。

①内容：日本の能を研究し、フランスにおける初の
能公演に尽力したフランス人舞踏家エレーヌ・ジュ
グラリスを顕彰し、日仏国際交流の推と、羽衣伝説
の理解・伝承を目的とした文化事業を開催予定。
②日時：令和７年１０月11日（土）
③会場：静岡市三保松原文化創造センター
　　　　　 みほしるべ　前広場

来場者数 目標値：330人 目標値：265人 14,135 13,123 来場者数 目標値：330人 目標値：265人

B

来場者数の目標を大幅に下回ったため。 ①内容：日本の能を研究し、フランスにおける初の
能公演に尽力したフランス人舞踏家エレーヌ・ジュ
グラリスを顕彰し、日仏国際交流の推進と、羽衣伝
説の理解・伝承を目的とした文化事業を開催予定。
②日時：令和8年１０月10日（土）
③会場：静岡市三保松原文化創造センター
　　　　　 みほしるべ　前広場（調整中）

安定的な実施に向けた実施会場の検討や予算規模
と集客数にに見合うように規模の縮小を行う必要
がある。興行的なイベントではなく、事業の保存、
研究といった趣旨に変更することを視野に入れな
がら運営を行っていく。
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歴史文化課
（静岡市歴
史博物館）

静岡市歴史博
物館資料調査
及び研究

地域の歴史・文化資料や基本展示その他の展示事
業のテーマとなる歴史資料についての調査研究を
行う。また、調査研究結果を学術発表し情報公開を
行い、市民への発信を行う。

①事業名と同一
②徳川家康及び静岡市に関する歴史資料の調査を
行う。また、館外の研究団体等とネットワークを築
き、共同で調査研究を進めることで、多角的な歴史
探究を図る。
③通年
④静岡市歴史博物館

資料調査・研究件数 60件 ４月末日をめどに
連絡

指定管理料
338,463千円の
一部

（５月下旬に確定） 資料調査・研究件数 60件 ５月末日をめどに
連絡

S

市内の資料調査や館外の研究団体等とネットワー
ク構築を進めており、２月末時点で資料調査・件数
が９０件超のため。

徳川家康及び静岡市に関する歴史資料の調査を行
う。また、館外の研究団体等とネットワークを築き、
共同で調査研究を進めることで、多角的な歴史探
究を図る。

18

歴史文化課
（静岡市歴
史博物館）

静岡市歴史博
物館資料の収
集・保存・管理

徳川家康を中心とした、今川氏・駿府城下町・東海
道・静岡藩など静岡市の歴史の中で重要なテーマ・
資料についての調査を行い、収集・保存、管理を行
う。

①事業名と同一
②基本展示の入替や次年度以降の企画展で必要
な資料を中心に調査を行い、資料収集を進める。
③通年
④静岡市歴史博物館

収集資料審議委員
会の開催

２回 ２回 184 150 収集資料審議委員
会の開催

２回 ５月末日をめどに
連絡

A

資料調査・収集を順調に進め、収集資料審議委員
会も順調に開催できたため。

基本展示の入替や次年度以降の企画展で必要な
資料を中心に調査を行い、資料収集を進める。

19

文化政策課
（芹沢銈介
美術館）

作品等資料保
存整理
（芹沢鉎介美
術館）

作品、収集品、参考資料など膨大な点数を学芸員
が適切に管理するとともに、各作品などを研究、精
査することで芹沢芸術の理解を深め、後世に伝承
していく。

年間を通じて作品等の適正な管理を行うととも
に、調査・研究を充実させる。

実施 実施 実施 ４５，４０６千円の一
部

45,406千円の一
部

実施 実施 実施

A

日ごろの研究が展覧会の企画に反映されており、
期待どおりの成果が得られていることからAとし
た。

年間を通じて作品等の適正な管理を行うととも
に、調査・研究を充実させる。

作品及び収集品等の管理はもとより、当美術館な
らではの学芸業務の継承のため、学芸員の育成を
図る。

20

再掲 歴史文化課 静岡市文化財
保存活用地域
計画策定事業

これまでのそれぞれの地域性を大切にしながら、
市の歴史文化の特徴を捉えなおし、その価値を踏
まえ、保存活用をしながら未来に継承していくため
の将来像を「見える化」するもの。これを実現する
ため、現状の文化財保護行政の課題を整理し、そ
の方針を示し、所有者、行政、地域団体等が一体と
なり取り組むべき具体の行動、その期間を定める
もの。

・計画に基づく文化財の保存・活用の進捗管理 ①進捗管理と各取
組への反映

①実施 ①実施 0 0

A

進捗管理表に基づき、各取組への反映を実施し
た。

・計画に基づく文化財の保存・活用の進捗管理 定期的な進捗管理をお行う。
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再掲 歴史文化課 史跡小島陣屋
跡保存整備事
業

平成18年度に国指定史跡に指定された小島陣屋
跡は、江戸時代中期に築造された小島藩の陣屋跡
である。石垣と御殿書院が残る小島陣屋跡（平成
18年に国史跡に指定）の価値を保存し活かすため
の整備を行う。

①便益施設整備工事
②史跡東側急傾斜地対策工事2年目
③御殿書院管理運営

①便益施設整備工
事の実施
②急傾斜地対策工
事の実施（２年目）
③史跡・御殿書院に
おけるイベントの実
施回数

①完了
②完了
③２回

①３月完了
②３月完了
③２回

178,879 155,154 ①整備全体の進
ちょく率
②史跡・書院の来訪
者数

①60%
②3,000人

4月中旬を目途に
連絡

A

令和６年度までの工事完了は整備全体の約60％
であった。史跡・書院の来訪者数は目標値をやや上
回り、整備と活用が順調と評価できることから評
価結果をAとした。

①馬場跡等整備工事
②駐車場整備工事
③御殿書院管理運営

文化庁と協議のもと確実に整備工事を進めるとと
もに、史跡の価値をより多くの人と共有し静岡市
の歴史文化の継承と交流の場となる活用を実施し
ていく。

22

再掲 歴史文化課 国登録有形文
化財「旧マッケ
ンジー住宅」
再生活用事業

「旧マッケンジー住宅」を保存し、将来に向かって活
用していくために、耐震化と老朽化に対する修繕
を実施し、文化財としての価値を保存・継承してい
く。
また、隣接する市有地と合わせて民間活力導入に
て事業を実施し、一帯利用と共に住宅の利活用を
図る。

①貸付契約の締結
②旧マッケンジー住宅再オープン
③貸付料の歳入

①貸付契約の締結
②旧マッケンジー住
宅の供用開始
③貸付料の歳入

①完了
②完了
③完了

①６月完了
②３月完了
③７月完了

0 0 貸付料の歳入 12、６００千円 12、６００千円

A

貸付契約の締結、貸付料の歳入、施設のオープン
と当該年度の目標値を達成したため。

①「HOMAM旧マッケンジー邸」が稼働し集客を行
う。
②貸付料を歳入する。
③施設の運営について民間事業者と協議・調整を
行う。

文化財の保存と活用には、地域住民、民間事業者、
行政の三者の連携が必要である。地域住民を巻き
込むしくみづくりが課題である。
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歴史文化課 登呂博物館の
管理運営

特別史跡登呂遺跡の歴史的価値を発信するため、
復元された遺跡や重要文化財775点を含む約3
万点の出土資料の保存・活用をするとともに、弥生
時代や古代に関する企画展を開催する。

①企画展・特別展の開催、体験・イベント等の実施
②登呂遺跡、弥生時代や古代に関する企画展の開
催、登呂遺跡・登呂博物館での体験・イベント等の
実施
③令和７年度
④登呂博物館

企画展・特別展の実
施

年４回 春季企画展 令和７
年４月26日（土）～
６月29日（日） ≪
65日間≫10,421
人
夏季企画展 令和７
年７月19日（土）～
９月15日（月祝） ≪
51日間≫6,744
人
秋季企画展 令和７
年10月４日（土）～
12月７日（日）≪５
６日間≫６，３４６人
冬季企画展 令和８
年１月10日（土）～
３月22日（日）≪
61日間≫5,483
人

48,492 48,492 登呂博物館来館者
数

155千人 ４月中旬を目途に
連絡

①企画展・特別展の開催、体験・イベント等の実施
②登呂遺跡、弥生時代や古代に関する企画展の開
催、登呂遺跡・登呂博物館での体験・イベント等の
実施
③令和８年度
④登呂博物館

国の特別史跡登呂遺跡の価値を守り、発信してい
くことは市民のシビックプライド醸成に繋がるた
め、継続して特別史跡登呂遺跡の保存・管理活用
及び、重要文化財を含む出土品の保管、展示・公
開、講座等の開催を実施する。
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新規 公園建設管理課日本平公園整
備事業

「風景美術館＝日本平」を基本テーマに、名勝日本
平の特性を活かし、日本のイメージの象徴である
富士山と世界遺産三保松原の風景がもたらす感動
が広がる日本一の展望公園の整備により、本市の
観光・文化交流拠点の実現と地域経済の活性化を
図る。

電線地中化工事
管理地の除草
日本平公園基本計画改定
施設修繕等

49,560 35,427 用地取得
電線地中化工事
日本平公園基本計画の改定
管理地の除草
施設修繕等

事業名 事業目的 令和７年度　実施内容 指標名 当該年度の目標値 実績値 令和７年度
予算額 （千円）

令和７年度
決算額 （千円）

指標名 当該年度の目標値 実績値 評
価

評価理由 令和8年度　実施予定内容 今後の課題と課題解決に向けた取組内容

１　歴史に彩られた個性豊かな文化の創造

　２　文化がはぐくむ地域づくり

　　１　地域の魅力向上

　　　施策５　しずおか文化等の魅力の発信

事業№

再掲 事業概要（全体） 活動の状況 投入コスト（インプット） 成果（アウトカム）所管課名 評価及び次年度以降に向けた課題・改善など）

活動指標（アウトプット指標） 事業費 成果指標（アウトカム指標）



1

産業振興課   ホビーのま
ち推進事業

「模型を活かしたまちづくり」を推進するため、ホ
ビーの情報発信基地「静岡ホビースクエア」の施設
管理を行うとともに、模型業界を中心に構成され
た「ホビー推進協議会静岡」が行う各種事業に対し
て補助金を交付し、交流人口の拡大を目指す。

①静岡ホビースクエア施設維持管理
②ホビー推進協議会静岡への補助金交付
補助対象事業
・静岡ホビースクエアでの情報発信事業
・クリスマスフェスタの開催
・ホビーのまち静岡ＨＰの運営
・ホビーのまち静岡イベントＰＲ事業　など

補助金の交付
クリスマスフェスタ
開催周知協力
各種施設維持契約
の締結

実施 実施 78,217 77,831 ホビーのまち静岡
の認知度

80% 89.5%

S

成果指標の目標を、期待を上回る数値で達成でき
たため。

①静岡ホビースクエア施設維持管理
②ホビー推進協議会静岡の支援
■静岡ホビースクエアの運営
■クリスマスフェスタの開催
■ホビーのまち静岡ＨＰの運営
■ホビーのまち静岡イベントＰＲ事業　など

①静岡ホビースクエアの施設管理
開館以来、大規模な内容見直しが行われていない
ため、来場者数が頭打ち（３万人）となっていると
ともに、老朽化により、施設修繕費等が増加してい
ることが課題である。
今後、展示内容の見直しや静岡科学館「る・く・る」
との連携による模型ファン以外への訴求活動を行
う。

②クリスマスフェスタ及びイベント
クラフト作家のブース出展増加や、全国プラモデル
選手権大会の参加校増加を踏まえ、静岡ホビー
ショー、タミヤフェアなど市内大型ホビーイベント全
体の開催時期、場所などを検討する必要があるこ
とが課題である。今後、市内ホビーイベント全体の
将来的な枠組みをホビー推進協議会静岡と協議し
ていく。

2

農業政策課 「お茶のまち
静岡市」ＨＰ・Ｆ
Ｂ活用事業

ウェブサイト「お茶のまち静岡市」ホームページと
フェイスブックを活用し、お茶に関わる様々な情報
を発信する。

①事業名と同一
②各種イベントと連動してウェブサイトを活用
③通年

事業実施 事業実施 事業実施 935 341 お茶のまち静岡市
の周知

事業実施 事業実施

A

各種イベントと連動してウェブサイトを活用するこ
とができた

①事業名と同一
②各種イベントと連動してウェブサイトを活用
③通年
④なし

3

観光国際課 お茶ツーリズ
ム推進事業

来静者等の受入れに積極的な茶農家・茶商等を対
象とした講習会の開催とお茶ツーリズム相談受付
窓口を設置する。

・茶畑ガイドの育成に引き続き取り組み、茶農家５
軒、ガイド１５人の育成を目指す。
・茶農家のトイレ改修やキャッシュレス対応などに
対する補助金制度を創設し、受入環境整備を促進
する。

①　茶畑ガイド参加
茶農家数
②　受入環境整備
実施農家数

①5軒
②10軒

①　6軒
②　11軒

10,000 7,962 ①茶畑ガイドシステ
ム売上金額
②体験料上昇率

①2,000千円
②110％

①3,000千円
②120％

A

目標数値を上回ったため ①予約システムを構築し、効率化を図るとともに
PRを実施することで、更なる売上を増やす。
②対象を茶農家から茶業関係者へ拡充する。

お茶ツーリズムを体験できるのが中山間地が多
く、予約の増加に伴い、手配にボトルネックが起き
始めている。
そこで予約のシステムの開発と共に、補助金の対
象者を茶業関係者を増やすことで市内全域のお茶
ツーリズムを促進する。

4

再掲 歴史文化課 文化財特別公
開事業

修理等に補助金を支出した文化財を中心に、通常
公開を行っていない市内の文化財について期間限
定での公開を行うことで、本市の文化財の魅力を
発信するとともに、文化財保護意識の醸成を図る。

①静岡市文化財特別公開事業
②市内の文化財を、一定期間特別に公開する。
③令和7年10月～11月
④静岡浅間神社ほか

①事業の実施
②公開箇所数

①実施
②10箇所

①実施
②10箇所

0 0 公開箇所数 10箇所 10箇所

A

目標の公開箇所数を達成できた。 ①静岡市文化財特別公開事業
②市内の文化財を、一定期間特別に公開する。
③令和8年10月～11月
④静岡浅間神社ほか

若年層の来場促進のため、SNSを活用した告知に
励む。

5

再掲 歴史文化課 登呂博物館の
管理運営

特別史跡登呂遺跡の歴史的価値を発信するため、
復元された遺跡や重要文化財775点を含む約3
万点の出土資料の保存・活用をするとともに、弥生
時代や古代に関する企画展を開催する。

①企画展・特別展の開催、体験・イベント等の実施
②登呂遺跡、弥生時代や古代に関する企画展の開
催、登呂遺跡・登呂博物館での体験・イベント等の
実施
③令和７年度
④登呂博物館

企画展・特別展の実
施

年４回 春季企画展 令和７
年４月26日（土）～
６月29日（日） ≪
65日間≫10,421
人
夏季企画展 令和７
年７月19日（土）～
９月15日（月祝） ≪
51日間≫6,744
人
秋季企画展 令和７
年10月４日（土）～
12月７日（日）≪５
６日間≫６，３４６人
冬季企画展 令和８
年１月10日（土）～
３月22日（日）≪
61日間≫●人（４
月中旬を目途に連
絡）

48,492 48,492 登呂博物館来館者
数

155千人 ４月中旬を目途に
連絡

①企画展・特別展の開催、体験・イベント等の実施
②登呂遺跡、弥生時代や古代に関する企画展の開
催、登呂遺跡・登呂博物館での体験・イベント等の
実施
③令和８年度
④登呂博物館

国の特別史跡登呂遺跡の価値を守り、発信してい
くことは市民のシビックプライド醸成に繋がるた
め、継続して特別史跡登呂遺跡の保存・管理活用
及び、重要文化財を含む出土品の保管、展示・公
開、講座等の開催を実施する。

6

歴史文化課 三保松原文化
創造センター
管理運営

名勝・世界文化遺産の三保松原を訪れる観光客の
交流の場であり、ガイダンス施設として、松原の本
質的価値を伝えると共に、観光情報の発信及び多
様な展示を行う。

①企画展、三保松原感謝祭等啓発イベント
②三保松原や三保の歴史等をテーマとした企画展
の実施、三保松原保全啓発イベントの開催
③令和7年度
④みほしるべ

（１）企画展（年３回）
の開催
（２）保全啓発イベン
トの開催
（３）年間を通しての
開館

（１）実施
（２）実施
（３）実施

（１）実施
（２）実施
（３）実施

35,107 ４月末日を目途に
連絡

令和７年度入館者
数

55万人 ４月末日を目途に
連絡

①企画展、三保松原感謝祭等啓発イベント
②三保松原や三保の歴史等をテーマとした企画展
の実施、三保松原保全啓発イベントの開催
③令和8年度
④みほしるべ

名勝及び世界遺産である三保松原に対する関心を
向上させるため、幅広い年齢層を対象とした企画
展の開催、SNS等を利用した情報発信、地元・関係
団体との連携を図っていく。

7

歴史文化課 登呂まつり 地元町内会との連携のもと、登呂遺跡において火
起こしや赤米収穫体験など弥生時代の文化を感じ
させる体験メニューを登呂まつりの開催に合わせ
実施する。

①第63回登呂まつり
②登呂まつり実行委員会への補助事業
（内容：弥生文化体験やステージでの踊りや演奏な
ど）
③令和7年10月上旬から中旬の２日間
④登呂遺跡公園

登呂まつりの実施 実施日数　２日間 令和7年10月11日
（土）、12日（日）の
２日間開催

1,388 1,388 来場者数 30千人 26千人

B

まつり当日の天候不良により来場者数が減ったた
め。

①第64回登呂まつり
②登呂まつり実行委員会への補助事業
（内容：弥生文化体験やステージでの踊りや演奏な
ど）
③令和８年10月上旬から中旬の２日間
④登呂遺跡公園

まつりの主催である実行委員会の高齢化が進み、
準備や運営の担い手が不足している。
実行委員会と駿河区地域総務課との連携を依頼
し、役割分担の軽減など目的に合った運営の見直
しを促す。

8

文化政策課 平野富山作品
等の保存及び
展示等業務

市が所蔵する平野富山作品及び同氏のコレクショ
ンの適正な管理のため、静岡市清水文化会館収蔵
庫での保存に関する業務を実施する。また、広く市
民に鑑賞する機会を提供することによりその活用
を図るため、常設展示スペースの運営及び展示替
えを実施する。

②静岡市所蔵の平野富山作品の展示替えを年３回
実施
③未定
④静岡市清水文化会館

委託契約の締結 １件 １件 ２２,７７６の一部 ２２,７７６の一部 展示替え実施回数 年３回 年３回

A

②静岡市所蔵の平野富山作品の展示替えを年３回
実施
③未定
④静岡市清水文化会館

9

観光国際課 ナイトツーリズ
ム推進事業

駿府城公園エリアにおける照明整備を実施すると
ともに、夜間の観光振興に取り組むことで、観光客
の滞在時間を延ばし、観光消費の拡大や宿泊客数
の増加につなげ、地域経済の活性化を図る。

①駿府城跡天守台野外展示施設ほか夜間景観実
施設計の実施
② ライトアップ実施設計「静岡市の夜景」HPの運営
 ③令和8年３月
 ④葵区駿府城公園

①R8.３月実施設計
の完了
②夜景観光HPの閲
覧数

①１回
②205,000回

①１回
②143,759回（２
月末時点）

①20,000
②300

①17,765
②212

①駿府城公園エリア
夜間景観整備（①巽
櫓②坤櫓③天守台
野外展示）における
事業の進捗率

①85％ ①85％

S

①遅滞なく実施設計が完了したため ①駿府城跡天守台野外展示施ほか照明設置工事
の実施
②「静岡市の夜景」HPの運営

①野外展示全体の整備に合わせて工事を実施する
必要があるため、関係課及び事業者との綿密な連
携が必要となる。
②コンテンツ充実に向け、「知地域共創コンテスト」
を活用したスタートアップ事業との連携を模索す
る。

10

観光国際課 東海道歴史街
道まちあるき
推進事業

街道の魅力を市内外で発信するとともに、宿場間
の周遊を促す各種事業を実施し、街道観光の推進
を図る。

「しずおか東海道まちあるきWEB」での街道観光
の発信

「しずおか東海道ま
ちあるきWEB」で
の宿場情報・イベン
ト情報等の更新・発
信

実施 実施 662 655 「しずおか東海道ま
ちあるきWEB」へ
のアクセス数

282,000アクセス 240,52５アクセス
（２月末現在）

B

（３月末実績を加味して記載予定） 「しずおか東海道まちあるきWEB」での街道観光の発信点在する宿場だけでは観光客の来訪、滞在につな
がりにくいため、東海道53次・57次でつながる自
治体・街道関係団体と連携し東海道全体で魅力を
発信することで、東海道を訪れる観光客の増加と
周遊を促進し、エリア内への誘客を促す。

11

観光国際課 駿州の旅日本
遺産推進事業

日本遺産の構成文化財をはじめとする地域の歴
史・文化・景観等の資源を活用し、地域間交流と街
道観光の推進を図る。

①駿州の旅日本遺産ガイド養成
②オリジナルブラント「駿州堂」商品販路形成支援
③インバウンド向け情報発信、モデルコースプロ
モーション
④案内・解説版、路面表示等の整備

①認定ガイド数
②協力民間事業者
数
③モデルコースの
モニターツアーの実
施
④案内・解説版、路
面表示等の整備件
数

①80名
②42事業者（団体）
③実施
④７件

①85名
②42事業者（団体）
③実施
④７件

4980 4980 ①「駿州の旅」の認
知度
②観光入込客数（藤
枝市含む）

①50％
②30,446,000
人

①５７．８％
②18,785,352人
（12月末時点）

B

認知度調査は令和5年度の大河ドラマによって地
域資源に関する関心が高まった傾向を維持でき、
目標を上回った。一方で観光入込客数は、4～５月
の行楽シーズンや夏期の人数が伸び悩んでいるこ
とから猛暑や物価高騰の影響による全体的な来訪
者数低下が考えられ、総合的にはBとした。

①駿州の旅日本遺産ガイド活用機会創出
②オリジナルブランド「駿州堂」商品ブラッシュアッ
プ、販路形成支援
③体験商品のラインナップ整理
④案内・解説版、路面表示等の整備

郷土愛の醸成や地域内での普及啓発といった土台
作りから日本遺産制度本来の目的である地域資源
の観光活用にさらに取り組む必要がある。解決に
あたっては、ガイド・体験・食を組み込んだ観光商
品の造成及び販路形成を重視し、看板商品育てに
注力していく。

12

文化政策課 A級順位戦最
終局～将棋界
の一番長い日
～

徳川家康公とゆかりの深い将棋を通じて、静岡市
と家康公の繋がりを全国に向けて発信するととも
に、静岡市における将棋文化の振興と地域活性化
を図る。

①事業名と同一
②対局誘致、及び対局の大盤解説会、関連事業と
して前夜祭・多面指し指導将棋・静岡市長杯こども
将棋大会の開催。
③開催日（令和８年２月24日（水）・25日（木）・３月
１日（日）
④浮月楼、静岡音楽館AOI、シズウエル

応募者数 1,000人 905人 10,500 10,500 来場者推奨度 20% 18.20%

A

目標値を下回るものの、県内外からの集客があり、
本市と将棋の繋がりを発信することができたた
め、Aとした。

②前夜祭、多面指し指導将棋、色紙サイン会、大盤
解説会、静岡市長杯こども将棋大会
③２月下旬～３月上旬
④浮月楼ほか（調整中）

対局の大盤解説会について、オンライン配信はあ
るが、会場のキャパシティの関係から参加可能な
人数に限度がある。来場者に対する魅力発信の強
化や、R7年度に実施した解説前のウェルカムコン
サートの実施などオンライン配信の視聴者に対し
ても本市の文化を発信する手法を検討していきた
い。

13

新規 住宅政策課 市営羽衣団地
見学ツアー

現存する日本最古の鉄筋コンクリート造の公営住
宅の空き室を活用し、当時の暮らしぶりがわかる
見学部屋を設け、団地の建設経緯や建物の特徴な
どをわかりやすく説明する団地見学ツアーを月に
２回開催する。

①（事業名と同一）
②見学部屋で建設経緯や建物の特徴の説明を行
い、地下の共同浴場や屋上の見学を行う。
③毎月２回開催（７、８、９月を除く）
④羽衣団地２号棟
※市は行政視察を対応
　 市民による見学は指定管理者（まちづくり公社）
が対応

参加者数 300人 0 0

14

新規 文化政策課 しずおか
ショートフィル
ムコンテスト

本市におけるメディア芸術の振興を図ることを目
的として、広く市民にメディア芸術に触れる機会を
提供するとともに作品発表の場を創出するため、
映像作品（短編映画、アニメーションを含む）による
公募型のコンクール を実施するもの。募集にあた
り「しずおか」に関連するテーマを設けることで、本
市の文化観光資源の認知度向上に寄与することも
目的とする。

②しずおかショートフィルムコンテストの開催
③募集：令和７年６月２日～１０月３１日
　 授賞式・上映会：令和８年２月２２日
④授賞式・上映会：サールナートホール

委託契約の締結 １件 １件 22,776千円の一
部

22,776千円の一
部

応募作品数 23

A

事業着手初年度であったが、県外・市内外から作品
の応募があり、静岡市におけるメディア芸術の振
興に寄与することができたため。

②しずおかショートフィルムコンテストの開催
③募集：令和８年８月頃～
　 授賞式・上映会：令和９年２月下旬
④授賞式・上映会：未定

コンテストのターゲット層に届く、効果的な広報を
実施し、応募作品数の増加に努めるとともに、受賞
作品の活用方法を検討していく。



事業名 事業目的 令和７年度　実施内容 指標名 当該年度の目標値 実績値 令和７年度
予算額 （千円）

令和７年度
決算額 （千円）

指標名 当該年度の目標値 実績値 評
価

評価理由 令和8年度　実施予定内容 今後の課題と課題解決に向けた取組内容

1

再掲 文化政策課
（静岡市民
文化会館）

ラウドヒル計
画大型公演

静岡音楽館、静岡市美術館、静岡科学館の駅前三
館や、地域の市民活動のよりどころである生涯学
習センター等と連携し、多彩な取り組みによって多
くの市民の文化活動への参画と交流機会を生み出
す。

施設が改修工事に伴う休館中であるため実施せ
ず。

ー ー ー ― ― ー ー ー 評
価
対
象
外

ー ー

2

再掲 文化政策課 こども園訪問
コンサート

市内のこども園等を訪問するコンサートを開催し、
これまで文化に馴染みのなかった幼少期の子ども
たちに生演奏を鑑賞する機会を提供し、文化に親
しむきっかけとしてもらう。

②市内のこども園等を訪問するコンサートを開催
③未定
④市内こども園

こども園コンサート
実施園数

14園 19園 27,318千円の一
部

26,642千円の一
部

事業奨励度（開催後
アンケート：「またこ
の事業に応募した
い」の割合）

90% 100%

S

目標を大きく上回る実施数となったこと及び開催
後アンケートで高い評価を獲得していることから、
子どもたちが生演奏を鑑賞し文化に親しむ機会を
多く提供できたため。

②市内のこども園等を訪問するコンサートを開催
③14園程度
④市内こども園

多くの応募がある事業のため、結果的に毎年40以
上の園が落選となっている。数年かけて市内の園
に満遍なく機会が提供できるよう、過去数年の開
催状況を確認しながら選定する。

3

再掲 文化政策課 学校訪問コン
サート

34人及び52人編成のプロオーケストラが市内小
中学校を訪問し、生演奏を行う。広く市内の子ども
たちに迫力ある演奏の鑑賞体験を提供し、文化に
親しむ機会を創出する。

②市内の学校を訪問するコンサートを開催
②未定
③市内学校・特別支援学校

学校訪問コンサート
実施校数

８校 ８校 27,318千円の一
部

26,642千円の一
部

事業奨励度（開催後
アンケート：「またこ
の事業に応募した
い」の割合）

90% 100%

S

開催後アンケートで高い評価を獲得していること
から、子どもたちが本格的なオーケストラによる質
の高い演奏を鑑賞し文化に親しむ機会を提供する
ことができたため。

②市内の学校を訪問するコンサートを開催
②６校程度
③市内学校・特別支援学校

申込数が年々減少しており、気温や駐車場などの
課題の他に事業自体を知らない学校もいることか
ら、事業実施を積極的に発信し周知していく。

4

再掲 文化政策課 親子クラシッ
クコンサート

親子で気軽に音楽を楽しむことができる機会を提
供することにより、文化活動に興味関心を高め、乳
幼児を含む親子が入場可能なプロオーケストラに
よるコンサートを開催する。

①０歳から入れる親子クラシックコンサート
②６月15日
③ 静岡市民文化会館　清水文化会館マリナート　大
ホール

親子コンサート開催
回数

2回 2回 27,318千円の一
部

26,642千円の一
部

公演満足度（来場者
アンケート：「とても
良かった」・「良かっ
た」の割合）

90% 97%

S

例年多くの申込がある人気の高い事業であり、ア
ンケートでたいへん高い満足度を獲得しているこ
とから、親子で気軽に音楽を楽しみ文化活動への
興味関心を高める機会を提供できたため。

①０歳から入れる親子クラシックコンサート
②６月13日
③清水文化会館マリナート　大ホール

例年、午前の部に比べ午後の部の申込が少ないた
め、午後の部のみ一般も申込可とするか受託者と
検討する。

5

文化政策課 文化芸術アウ
トリーチプロ
グラム事業

市内で活動している文化団体等と連携し、子ども
のうちから様々な分野の文化芸術に親しむ機会を
設け、文化芸術に対する理解及び関心を高めるた
め、市内小中学校、こども園等を訪問し、気軽に文
化芸術に触れることができる機会を提供する。

①文化団体等がこども園等の施設を訪問し、気軽
に文化芸術に触れることができる機会の提供
②未定
③静岡市内のこども園、放課後子ども教室、こども
食堂等

実施回数 19回 19回 6000 5877 観覧者数 1200 1427

A

文化芸術創造拠点事業に呼応して、演劇を10回実
施するなど、前年度に比べ意欲的な内容の変更が
あった。

①文化団体等がこども園等の施設を訪問し、気軽
に文化芸術に触れることができる機会の提供
②未定
③静岡市内のこども園、放課後子ども教室、こども
食堂等

認知度が足りないことが課題である。
教育施設関連の対象者に、よりこの事業が伝わる
広報を行う必要がある。

6

総合政策課
1

TGCしずおか
開催事業
（SDGs推進
事業）

ファッションを通じたSDGｓイベント。
2030年の社会で中心的な役割を担う若者が、
SDGsについて考え、達成に向けた行動を促進す
る機会を創出するとともに、本市の魅力を発信す
る。

①SDGｓ推進　ＴＧＣしずおか2026
②SDGｓをテーマとしたファッションショーステー
ジ、ブース
③令和８年１月頃
④ツインメッセ静岡　北館大展示場

①静岡市ステージ
の実施、静岡市の
PR
②経済波及効果の
実施
③来場者アンケート
の実施

①伝統工芸を取り
入れたファッション
ショーステージの実
施、市内施設・観光
地のPR動画の作成
②経済波及効果報
告書の完成
③来場者アンケート
５００件の回答収集

①伝統工芸を取り
入れたファッション
ショーステージの完
成、市内観光スポッ
トを巡る動画の作
成と配信
②経済波及効果報
告書の完成
③来場者アンケート
５９１件実施

31,300 30804 ①来場者数、配信総
視聴者数
②経済波及効果（市
内）
③来場者アンケート
による事業満足度

①来場者数：延べ約
8,000名、配信総
視聴者数：延べ約
1,750,000名
③経済波及効果（市
内）２憶円
④来場者アンケート
による事業満足度
（このようなファッ
ション等若者や女性
向けイベントを開催
することについて）
とても良い７０％以
上

①来場者数：延べ約
8,000名、配信総
視聴者数：延べ約
1,750,000名
③経済波及効果（市
内）２憶1,500万円
④来場者アンケート
による事業満足度
（このようなファッ
ション等若者や女性
向けイベントを開催
することについて）
とても良い７３．
８％

A

来場者数、配信総視聴者数、経済波及効果共に前
年度より増加していることから、より多くの若者へ
ファッションを通じてSDGsの行動を促進する機
会の提供ができていると評価する。

①SDGｓ推進　ＴＧＣしずおか2026
②SDGｓをテーマとしたファッションショーステー
ジ
③令和９年１月頃
④ツインメッセ静岡　北館大展示場

SDGsについての認知度は高いため、SDGsの行
動促進を推進していくことが課題である。
今後は若者が静岡市に愛着を持ち、静岡市のため
に行動していくことでSDGsの推進につながるよ
うなテーマを選択し、展開していく。

7

再掲 文化政策課 親子クラシッ
クコンサート

親子で気軽に音楽を楽しむことができる機会を提
供することにより、文化活動に興味関心を高め、乳
幼児を含む親子が入場可能なプロオーケストラに
よるコンサートを開催する。

①０歳から入れる親子クラシックコンサート
②６月15日
③ 静岡市民文化会館　清水文化会館マリナート　大
ホール

親子コンサート開催
回数

2回 2回 27,318千円の一
部

26,642千円の一
部

公演満足度（来場者
アンケート：「とても
良かった」・「良かっ
た」の割合）

0.9 0.97

S

例年多くの申込がある人気の高い事業であり、ア
ンケートでたいへん高い満足度を獲得しているこ
とから、親子で気軽に音楽を楽しみ文化活動への
興味関心を高める機会を提供できたため。

①０歳から入れる親子クラシックコンサート
②６月13日
③清水文化会館マリナート　大ホール

例年、午前の部に比べ午後の部の申込が少ないた
め、午後の部のみ一般も申込可とするか受託者と
検討する。

8

再掲 文化政策課
（静岡音楽
館AOI）

音楽分野にお
ける普及振興
事業
（「子どものた
めの音楽ひろ
ば」等）

子どもたちに本物に触れる機会を提供するととも
に、音楽分野における幅広い経験を通して豊かな
感性を養うことの出来るような体験機会を提供す
る。

①第2６期「子どものための音楽ひろば」
②小学４年生から中学３年までの子どもを対象と
した音楽に親しむための講座
③１年間で全24回実施
④静岡音楽館

受講者数 35人 37人 227,176
（指定管理料の一
部）

235,138
（指定管理料の一
部）

受講者数 35人 37人

S

目標値を上回っているため ①第2６期「子どものための音楽ひろば」
②小学４年生から中学３年までの子どもを対象と
した音楽に親しむための講座
③１年間で全24回実施
④静岡音楽館

引き続き、子どもたちに本物に触れる機会を提供
するとともに、音楽分野における幅広い経験を通
して豊かな感性を養うことの出来るような体験機
会を提供する。

9

再掲 文化政策課
（静岡音楽
館AOI）

音楽分野にお
けるその他の
連携事業
「小中学校で
のピアノ・ミニ
コンサート」
（どこでも
AOI等）

より多くの市民が、クラシック音楽への興味・関心
を高められるよう清水区や中山間地等の静岡音楽
館から離れた地域、医療施設、福祉施設等でアウト
リーチ事業を実施。また、子どものための事業や市
民参画の機会、講座や講演会などの事業を実施す
る。

①アウトリーチ・コンサート、どこでもAOI　等
②AOI以外の学校や生涯学習施設等で生演奏を
体験してもらう
③6/5、９/20、11/12　他
④静岡中央特別支援学校、興津生涯学習交流館
等

来場者数 目標値の設定なし ※未確定のため４
月以降入力

227,176
（指定管理料の一
部）

235,138
（指定管理料の一
部）

来場者数 目標値の設定なし 765人

A

※未確定のため４月以降入力 ①アウトリーチ・コンサート、どこでもAOI　等
②AOI以外の学校や生涯学習施設等で生演奏を
体験してもらう
③6/5、９/20、11/12　他
④静岡中央特別支援学校、興津生涯学習交流館
等

引き続き、クラシック音楽への興味・関心を高める
ため、事業内容を充実させていくことで、来場者数
の増加に努めていく。

10

新規 文化政策課 障害者アート
事業

障がいの有無に関わらず、誰もが自己表現・実現
できる場を提供するとともに、市民が気軽に障が
い者アートに触れる機会を創出することで、誰もが
様々な場所で多様な文化を享受できる機会を充実
させることを目的とする。

②障がい者アートの展示
③１.令和７年８月2３日（土）～８月31日（日）
　2.令和８年２月９日（月）～２月16日（月）
④会場：1.市民ギャラリー
          2.静岡庁舎　新館１階

入場者数 ３２４人 S:期待を上回って
いた

1,007 1,007 入場者数 ３２４人 656

S

令和７年度は、昨年度の倍以上の来場者数来場者
656人であり、誰もが文化活動に参加する機会を
提供できている。

②障がい者アートの展示
③令和8年８月22日（土）～８月30日（日）
④会場：市民ギャラリー

市が開催するまちじゅうアート展のみならず、民間
企業及び外郭団体と協力して、障がい者アートの
拠点や情報発信を行い、限られた拠点でのみ享受
できるではなく、身近な場所で気軽に発表したり、
障がい者アートに触れることができるよう機会を
拡大していく。

11

新規 文化政策課 静岡市こども
ミュージカル
補助金交付事
業

静岡市こどもミュージカル補助金交付事業 ①静岡市こどもミュージカル2025
②市民による手作りミュージカル
③開催日：令和９年８月(予定)
④会場　 ：清水マリナート

①来場者数
②参加者数

①2,150
②60人

S:期待を上回って
いた

6,500千円 6,500千円 ①来場者数
②参加者数

①2,150
②60人

①2,535
②63人

S

来場者数が期待を大幅に上回ったため、Sとした。 ②内容　次年度の出演者オーディション
③開催日：令和８年１０月（予定）
④会場　 ：未定

広報発信強化によるミュージカル出演者募集人数
の増加、協賛金獲得強化による事業継続の安定化

12

新規 文化政策課 しずおかマン
ガコンテスト

本市におけるメディア芸術の振興を図ることを目
的として、広く市民にメディア芸術に触れる機会を
提供するとともに作品発表の場を創出するため、
漫画作品による公募型のコンクール を実施する。

②しずおかマンガコンテストの開催
③募集：令和７年６月２日～９月３０日
　 授賞式・上映会：令和８年３月７日
④授賞式：上下水道局庁舎　７階会議室

委託契約の締結 １件 １件 22,776千円の一
部

22,776千円の一
部

応募者数 112

A

事業着手初年度であったが、学校や部活動単位で
の応募や、幅広い世代からの応募があり、静岡市
におけるメディア芸術の振興に寄与することがで
きたため。

②しずおかマンガコンテストの開催
③募集：令和８年８月頃～
　 授賞式：令和９年３月上旬
④授賞式：未定

コンテストのターゲット層に届く、効果的な広報を
実施し、応募作品数の増加に努めるとともに、受賞
作品の活用方法を検討していく。

事業名 事業目的 令和７年度　実施内容 指標名 当該年度の目標値 実績値 令和７年度
予算額 （千円）

令和７年度
決算額 （千円）

指標名 当該年度の目標値 実績値 評
価

評価理由 令和8年度　実施予定内容 今後の課題と課題解決に向けた取組内容

1

再掲 生涯学習推
進課

生涯学習施設
での講座等の
実施

生涯学習施設において、講座、講演会、公演等を実
施する。

②生涯学習施設において講座、講演会、公演等を
開催する。
③令和７年4月1日～令和８年3月31日
④生涯学習施設32館（無人館・山5館を除く）

事業実施 生涯学習センター
1,250回実施
生涯学習交流館
1,281回

事業完了前のため、
６月上旬を目途に
連絡

指定管理料の一部 指定管理料の一部 受講満足度 満足度93.5％以上 事業完了前のため、
６月上旬を目途に
連絡

②生涯学習施設において講座、講演会、公演等を
開催する。
③令和７年4月1日～令和８年3月31日
④生涯学習施設32館（無人館・山5館を除く）

2

再掲 文化政策課
（静岡市民
文化会館）

ラウドヒル計
画大型公演

静岡音楽館、静岡市美術館、静岡科学館の駅前三
館や、地域の市民活動のよりどころである生涯学
習センター等と連携し、多彩な取り組みによって多
くの市民の文化活動への参画と交流機会を生み出
す。

施設が改修工事に伴う休館中であるため実施せ
ず。

ー ー ー ― ― ー ー ー 評
価
対
象
外

ー ー

3

生涯学習推
進課

生涯学習施設
での市民主体
のまちづくり
を推進する人
材育成講座等
の実施

生涯学習施設において、市民主体のまちづくりを
推進する人材育成講座、講演会、公演等を実施す
る

②生涯学習施設において、市民主体のまちづくり
を推進する人材育成講座、講演会、公演等を実施
する。
③令和７年4月1日～令和８年3月31日
④生涯学習施設32館（無人館・山5館を除く）

事業実施 生涯学習施設32館
で実施

事業完了前のため、
６月上旬を目途に
連絡

指定管理料の一部 指定管理料の一部 受講満足度 満足度92.8％以上 事業完了前のため、
６月上旬を目途に
連絡

②生涯学習施設において、市民主体のまちづくり
を推進する人材育成講座、講演会、公演等を実施
する。
③令和７年4月1日～令和８年3月31日
④生涯学習施設32館（無人館・山5館を除く）

　　　施策６　誰もが参加可能で継続的な体験機会の提供

２　文化を活かした交流による活力あふれるまちづくり

２　文化を活かした交流による活力あふれるまちづくり

　３　文化でつながるまちづくり

　　１　誰ひとり取り残さない機会の提供

事業№

再掲 所管課名

活動指標（アウトプット指標） 事業費 成果指標（アウトカム指標）

事業概要（全体） 活動の状況 投入コスト（インプット） 成果（アウトカム） 評価及び次年度以降に向けた課題・改善など）

再掲 事業概要（全体） 活動の状況 投入コスト（インプット） 成果（アウトカム） 評価及び次年度以降に向けた課題・改善など）

活動指標（アウトプット指標） 事業費 成果指標（アウトカム指標）

　３　文化でつながるまちづくり

　　１　誰ひとり取り残さない機会の提供

　　　施策７　あるがままを受け入れる文化コミュニティの醸成

所管課名

事業№



4

文化政策課 ストリートピア
ノ

誰でも演奏できるストリートピアノを公共空間に設
置する事業。公共空間における自己表現・自己実
現の場を設けるとともに、交流人口の増加を図る。

①ストリートピアノ
②誰でも演奏できるストリートピアノを公共空間に
設置
③終期未定
④清水駅前銀座、東静岡駅、清水駅、マークイズ静
岡

新規設置検討の件
数
新規設置台数

新規設置検討を１件
以上
新規設置１台

新規設置０台
年度内に設置でき
るピアノが出なかっ
た。
臨時で新規検討１件
を実施
次年度設置見込

1527 811 既設ストリートピア
ノの継続設置

既設４台の継続設
置

４台の設置継続

A

①ストリートピアノ
②誰でも演奏できるストリートピアノを公共空間に
設置
③終期未定
④清水駅前銀座、東静岡駅、清水駅、マークイズ静
岡

日常管理の省力化を進めることで、更なる設置個
所拡大を目指す。

5

中央図書館 読み聞かせ等
図書館ボラン
ティアとの協
働促進

読み聞かせ等の活動を市民との協働により実施す
るため、ボランティアの養成及び増員を図る。

①名称：読み聞かせ等ボランティアの募集・養成及
び読み聞かせ事業の実施
②内容：ボランティア登録者を確保し、ボランティ
アによるおはなし会の推進を図る
③期間：令和７年度
④会場：市立図書館

ボランティア養成講
座実施回数

年１回（全６回）開催
参加者：30人

年１回（全６回）開催
実施日：7/2、
7/16、7/30、
8/20、9/3、
9/17
参加者：30人

24 24 ボランティアによる
おはなし会開催の
割合

45.00% 51.49%

S

講座を通じてをボランティアの育成を図り活動体
制の充実に努めた結果、ボランティアによるおはな
し会開催回数が目標を上回り継続的な活動の推進
に繋がった。

①名称：読み聞かせ等ボランティアの募集・養成及
び読み聞かせ事業の実施
②内容：ボランティア登録者を確保し、ボランティ
アによるおはなし会の推進を図る
③期間：令和８年度
④会場：市立図書館

ボランティアの高齢化が進んでいるため、新たなボ
ランティアを養成し、図書館のおはなし会の充実に
つなげていく。

事業名 事業目的 令和７年度　実施内容 指標名 当該年度の目標値 実績値 令和７年度
予算額 （千円）

令和７年度
決算額 （千円）

指標名 当該年度の目標値 実績値 評
価

評価理由 令和8年度　実施予定内容 今後の課題と課題解決に向けた取組内容

1

再掲 文化政策課 まちかどコン
サート

市内で活動しているオーケストラ等と連携し、オー
プンスペースでのコンサートを行い、音楽文化を通
じてまちを活性化させることにより、「まちは劇場」
を推進する。

①まちかどコンサート
②オープンスペースでのコンサートの開催
③年間30回
④静岡駅北口地下広場、新静岡セノバ等

まちかどコンサート
開催回数

30回 31回 27,318千円の一
部＋1,063千円

26,642千円の一
部＋987千円

まちかどコンサート
来場者数

4700人 ４９２０人

A

目標を上回る実績値となり、多くの市民が音楽に
触れる機会を創出し、市民の音楽文化の醸成及び
「まちは劇場」の推進に繋がったと評価できるた
め。

①まちかどコンサート
②オープンスペースでのコンサートの開催
③年間26回程度
④静岡駅北口地下広場、新静岡セノバ等

気軽に質の高い音楽を楽しめる機会ではあるが、
ホールでの本格的な音楽鑑賞に足を運んでくれる
市民はまだ少ないため、コンサートの中で演者と交
流できる機会を設けるなど、よりオーケストラその
ものに親しみを持ってもらえるような工夫を取り
入れていく。

2

再掲 文化政策課 ストレンジシー
ド開催事業

駿府城公園や市役所前などのオープンスペース
で”まちそのもの”を劇場に変える演劇祭。
多くの市民ボランティアが演技ポイントの運営ス
タッフとして活躍している。

①ストレンジシード静岡2025
②公園や市街地等の野外で演劇等の上演
③令和７年５月３日～５日
④駿府城公園、青葉シンボルロード、常磐公園　他

来場者数 90,000人 １１６，１１４人 14,255千円 14,255千円 来場者数 90,000人 １１６，１１４人

S

目標値を大幅に上回り、本市と市外、県外及び国
外のネットワークを広げる取組が実施できたため、
Sとした。

①ストレンジシード静岡202６
②公園や市街地等の野外で演劇等の上演
③令和８年５月３日～５日
④駿府城公園、青葉シンボルロード　他

地域との連携強化による演目開催場所の拡大及び
地域ボランティア数の増加

3

生涯学習推
進課

生涯学習施設
での生涯学習
団体への貸館
の実施

生涯学習施設において、文化活動を行う生涯学習
団体に貸館を実施する。

②生涯学習施設で活動を行う生涯学習団体に貸館
を実施する。
③令和７年4月1日～令和８年3月31日
④生涯学習施設32館（無人館・山5館を除く）

事業実施 生涯学習施設32館
で実施

事業完了前のため、
６月上旬を目途に
連絡

指定管理料の一部 指定管理料の一部 利用者満足度 生涯学習センター
満足度90％以上、
生涯学習交流館満
足度93％以上

事業完了前のため、
６月上旬を目途に
連絡

②生涯学習施設で活動を行う生涯学習団体に貸館
を実施する。
③令和７年4月1日～令和８年3月31日
④生涯学習施設32館（無人館・山5館を除く）

4

観光国際課 フォトウエディ
ング事業
（静岡市坐漁
荘記念館）

静岡市結婚支援事業「しずおかエンジェルプロジェ
クト」の一環で、木造数寄屋造の坐漁荘記念館を
フォトウェディング会場として活用する。

引き続きフォトウェディング会場としての利用受付
を随時行う。

フォトウエディング
受付回数

12件
（各月１回以上を目
標）

14件(2月時点) 8,723の内数 フォトウエディング
実施回数

12件
（各月１回以上を目
標）

14件(2月時点)

S

期待を上回る達成状況であったため。 引き続きフォトウェディング会場としての利用受付
を随時行う。

実施時期に偏りがある。（6～10月は実施なし）

5

再掲 文化政策課 文化団体等へ
の貸館の実施

文化施設で活動を行う文化団体等に貸館を実施す
る。
文化施設：静岡市民文化会館、清水文化会館、静岡
音楽館

文化施設で活動を行う文化団体等に貸館を実施す
る。
文化施設：静岡市民文化会館、清水文化会館、静岡
音楽館

施設利用率：
静岡市民文化会館：
休館
清水文化会館：
70％
静岡音楽館：84％

施設利用率：
静岡市民文化会館：
休館
清水文化会館：
70％
静岡音楽館：84％

施設利用率：
静岡市民文化会館：
休館
清水文化会館：
83.3％
静岡音楽館：
81.7％

静岡市民文化会館：
休館
清水文化会館：
289,153千円の
一部
静岡音楽館：
227,176千円の
一部

静岡市民文化会館：
休館
清水文化会館：
289,152千円の
一部
静岡音楽館：
235,138
千円の一部

施設利用率：
静岡市民文化会館：
休館
清水文化会館：
70％
静岡音楽館：84％

施設利用率：
静岡市民文化会館：
休館
清水文化会館：
70％
静岡音楽館：84％

施設利用率：
静岡市民文化会館：
休館
清水文化会館：
83.3％
静岡音楽館：
81.7％

B

期待を下回っていた 文化施設で活動を行う文化団体等に貸館を実施す
る。
文化施設：静岡市民文化会館、清水文化会館、静岡
音楽館

引続き多様な主体に利用されるよう、施設の認知
向上を推進し、利用者数の拡大と稼働率の向上を
図る。

6

再掲 文化政策課
（静岡科学
館）

科学への興
味・関心を高
める事業

幅広い年代の市民が事業に参加・体験することで、
個々の科学的な視点を広げ、科学を生活の中で身
近に感じられるようになることを目指し、体験を通
して科学への興味・関心を高めるための多様な事
業を実施する。

①サイエンスショー
②身近な科学について楽しく紹介する
③令和7年４月29日（火・祝）～令和7年11月24
日（月・祝）
④静岡科学館

入場者数 2,800人 2,879人 214,161
（指定管理料の一
部）

214,846
（指定管理料の一
部）

入場者数 2,800人 2,879人

A

期待通りの入場者数であったため。 ①サイエンスショー
②身近な科学について楽しく紹介する
③令和8年5月2日（土）～令和８年11月23日（月・
祝）
④静岡科学館

引続き、多様なテーマに沿って、身近な事象に含ま
れる科学的要素を様々な世代が楽しめる機会を提
供する。

7

再掲 文化政策課
（静岡科学
館）

科学分野にお
ける地域との
連携推進事業

地域の科学文化を地域全体で育てていくため、市
内外の生涯学習施設や大学・専門研究機関、企業、
市民団体等と連携した事業を実施する。また、静岡
市美術館、静岡音楽館や生涯学習センターと連携
し、市民交流や生涯教育、中心市街地のにぎわい
の創出にも貢献する。

①駅前３館プラス１共同事業
②科学館、音楽館、美術館、歴史博物館の駅前４館
で連携して行う事業
③随時
④静岡科学館、静岡音楽館、静岡市美術館、歴史博
物館

入場者数 230人 ２０５人 214,161
（指定管理料の一
部）

214,846
（指定管理料の一
部）

入場者数 230人 ２０５人

B

設定した目標値を下回ったため ①駅前３館プラス１共同事業
②科学館、音楽館、美術館、歴史博物館の駅前４館
で連携して行う事業
③随時
④静岡科学館、静岡音楽館、静岡市美術館、歴史博
物館

静岡駅前文化施設３館及び静岡市歴史博物館で各
館の専門性を活かした連携事業を実施すること
で、異なるジャンルに興味を持つきっかけを作ると
ともに、中心市街地の賑わい創出に貢献を目指
す。

事業名 事業目的 令和７年度　実施内容 指標名 当該年度の目標値 実績値 令和７年度
予算額 （千円）

令和７年度
決算額 （千円）

指標名 当該年度の目標値 実績値 評
価

評価理由 令和8年度　実施予定内容 今後の課題と課題解決に向けた取組内容

1

観光国際課 海外プロモー
ション事業

海外市場に向け、当市の魅力を発信し、認知度向
上を図ることで、海外からの誘客と交流を推進す
る。

 （韓国市場）
 ・静岡県が運営するブログと連携して、情報発信を
 行う。
（台湾 ・香港）
・台湾発の旅行系アプリでのツアープランコンテス
トを通じて、現地消費者の認知・関心の向上を図
る。
 ・大阪・関西万博アニメツーリズムイベントに出展
 し、ちびまる子ちゃんのふるさとをアピールする。

（台湾）
ツアープラン提案数

（台湾）
２００件

（台湾）
245件

5,000 4,999.5 （台湾）
台湾の本市延べ宿
泊者数

（台湾）
17,747人

※R8.9以降に県よ
り提供される予定、
10月末を目途に連
絡

S

活動指標で定める目標値を大幅に上回ったことか
らS評価とした。

 （韓国市場）
 ・静岡県が運営するブログと連携して、情報発信を
 行う。
（台湾 ・香港）
・旅行予約サイト等を活用したツアープランコンテ
ストを通じて、現地消費者の認知・関心の向上を図
る。
 ・大阪・関西万博アニメツーリズムイベントに出展
 し、ちびまる子ちゃんのふるさとをアピールする。

本市は全国や県と比較し、市内宿泊者数に占める
インバウンド宿泊者の割合が低い状況であるため、
引き続きインバウンド誘客に向けた施策を実施し
ていく。

2

観光国際課 伝統芸能振興
事業

伝統芸能を活用した観光誘客の促進及び地域観光
の発展、加えて芸妓芸能の価値の向上とともに、
市の認知度向上及び観光地としての魅力向上を図
る。

・内容：補助金の交付及び・静岡市伝統芸能振興会
と連携した芸妓芸能の普及活動の実施 ・芸妓芸能
をより普及させるべく本市からの補助金の支給額
を拡充 ・認知度向上のための周知、広報活動の実
施
・期間：令和７年４月１日～令和８年３月３１日

補助交付件数 １件 １件 10,000 10,000.0 補助交付件数 １件 １件

A

遅延なく、補助金の交付及び補助事業が完了した
ため。

・内容：補助金の交付及び・静岡市伝統芸能振興会
と連携した芸妓芸能の普及活動の実施 ・芸妓芸能
をより普及させるべく本市からの補助金の支給額
を拡充 ・認知度向上のための周知、広報活動の実
施
・期間：令和８年４月１日～令和９年３月３１日

本事業は観光誘客を主目的としているものの、補
助事業における参加実態としては約７割を市内在
住者が占めている状況にあることから,市外からの
誘客促進のため、補助対象や補助要件の見直しも
含め、補助金のあり方及び誘客方法について検討
を進めていく。

3

観光国際課 フィルムコミッ
ション推進事
業

映画やテレビ等の映像を通じて、静岡市の様々な
魅力を広く発信し、イメージアップ、市内の経済活
性化及び観光誘客を図る。

撮影相談への対応、ロケーションの紹介、各種申請
手続きの支援等、作品を活用したプロモーション活
動

相談件数：当課に撮
影等に係る相談が
あった件数
撮影件数：相談され
た作品の中で、実際
に撮影した件数

相談件数　60件
撮影件数　30件

相談件数　136件
撮影件数　50件

5,542 2,004 観光意欲度：観光や
旅行などで行きた
いと思うか
※R８から新たに設
定

- 29.9

A

相談件数・撮影件数ともに増加しており、作品を活
用したコラボ企画含むプロモーション活動を実施
するようになった。コラボ期間中は県外からも来
訪者があり、事業の目的である観光誘客がされて
いる状況であると言えるから。

　　　　 芸妓芸能の普及活動の実施 ・芸妓芸能をよ
り普及させるべ

4

文化政策課 A級順位戦最
終局～将棋界
の一番長い日
～

徳川家康公とゆかりの深い将棋を通じて、静岡市
と家康公の繋がりを全国に向けて発信するととも
に、静岡市における将棋文化の振興と地域活性化
を図る。

①事業名と同一
②対局誘致、及び対局の大盤解説会、関連事業と
して前夜祭・多面指し指導将棋・静岡市長杯こども
将棋大会の開催。
③開催日（令和８年２月24日（水）・25日（木）・３月
１日（日）
④浮月楼、静岡音楽館AOI、シズウエル

応募者数 1,000人 905人 10,500 10,500 来場者推奨度 20% 18.20%

A

目標値を下回るものの、県内外からの集客があり、
本市と将棋の繋がりを発信することができたた
め、Aとした。

②前夜祭、多面指し指導将棋、色紙サイン会、大盤
解説会、静岡市長杯こども将棋大会
③２月下旬～３月上旬
④浮月楼ほか（調整中）

対局の大盤解説会について、オンライン配信はあ
るが、会場のキャパシティの関係から参加可能な
人数に限度がある。来場者に対する魅力発信の強
化や、R7年度に実施した解説前のウェルカムコン
サートの実施などオンライン配信の視聴者に対し
ても本市の文化を発信する手法を検討していきた
い。

5

文化政策課 静岡市文化振
興審議会の運
営

文化の振興に関する市の施策の創造的な推進を図
るため、文化振興計画の策定等について審議する
ほか、目標の達成度等効果の検証及び評価を行
う。

②第２期静岡市文化振興計画における目標の達成
度及び
　 効果の検証
　 及び評価の実施
③年４回程度開催予定
④静岡庁舎ほか

審議会の開催 年３回 年３回 345 345 評価総括書の作成 １件 １件

A

②第２期静岡市文化振興計画における目標の達成
度及び
　 効果の検証
　 及び評価の実施
③年４回程度開催予定
④静岡庁舎ほか

２　文化を活かした交流による活力あふれるまちづくり

　３　文化でつながるまちづくり

　　２　サードプレイスの増加

　　　施策８　心地よい空間の創出及び公共施設の有効活用

　　　施策９　文化事業等の情報を発信する機会の充実と環境整備

事業№

再掲 事業概要（全体） 活動の状況 投入コスト（インプット） 成果（アウトカム）

所管課名

所管課名 評価及び次年度以降に向けた課題・改善など）

活動指標（アウトプット指標） 事業費 成果指標（アウトカム指標）

評価及び次年度以降に向けた課題・改善など）

活動指標（アウトプット指標） 事業費 成果指標（アウトカム指標）

２　文化を活かした交流による活力あふれるまちづくり

　４　文化でにぎわうまちづくり

事業№

再掲 事業概要（全体） 活動の状況 投入コスト（インプット） 成果（アウトカム）

　　１　多様なにぎわいの創出



6

産業振興課 　静岡市プラ
モデル化計画

　プラモデルを活用し、官民連携で地域活性化や
魅力発信、将来のものづくり人材の育成を目指す。

①プラモデルデザイン活用（プラモニュメント）
②プラモニュメントスタンプラリー
③ものづくりキャリア教育推進事業
④ものづくりプラモデル大学
⑤ホビーショー小中高生招待事業
⑥全国プラモデル選手権大会開催事業　　　など

①プラモニュメント
設置数
②スタンプラリー参
加者数
③キャリア教育参加
児童数
④プラモデル大学
参加者数
⑤小中高生招待参
加者数
⑥全国大会参加校

①３基
②1,000人
③９００人
④２０人
⑤3,５００人
⑥３５校

①2基
②1,174人
③９３８人
④２６人
⑤3,7４９人
⑥６１校

29,890 ①ホビーのまちの
認知度
②取組によっても
のづくりに興味を
もった児童・生徒の
人数
③全国大会参加生
徒の満足度

①８０％
②4050人
③９０％

①89.5％
②4,331人
③91％

A

成果指標の目標を、期待どおり達成できたため。 ①プラモデルデザイン活用（プラモニュメント）
②プラモニュメントスタンプラリー
③ものづくりキャリア教育推進事業
④ホビーショー小中高生招待事業
⑤全国プラモデル選手権大会開催事業　　　など

ホビーのまちの認知度は、模型ファンには一定の
認知度があるものの、模型ファン以外の認知度が
低いことが課題である。このため、多くの人がホ
ビーのまちと認識しやすいプラモニュメント増設に
向け企業への協力依頼を行うとともに、模型に関
心がない人も集まるイベントでプラモデルの制作
体験を行うなど、模型ファン以外の認知度向上に
取り組む。
全国大会は、さらなる大会の価値向上に向け、参
加校を増やすことが課題である。高校への参加勧
奨強化、協賛獲得のための企業訪問強化等により
大会の価値向上に取り組む。

7

文化政策課
（芹沢銈介
美術館）

芹沢芸術を活
用した情報発
信
（芹沢鉎介美
術館）

学芸員が芹沢芸術を研究した内容を展覧会で表現
し、その魅力を広報することで来館を促し、芹沢銈
介のファンを増やすことで芹沢芸術を継承すると
ともに、本市のＰＲにもつなげる。

広報しずおか、ポスター掲示、フライヤーの活用の
ほか、公式ホームページ、X（旧Twitter）への投
稿、また、芸術及び観光関連の広報媒体へ積極的
に情報提供を実施する。

X投稿数 ２5０件 ２４３件 ４５，４０６千円の一
部

４５，４０６千円の一
部

フォロワー数 1,500人 2,100人

A

十分ではないという意見もあるが、実施した広報
事業としては、美術館の周知に一定の効果は得ら
れていることからAとした。

広報しずおか、ポスター掲示、フライヤーの活用の
ほか、公式ホームページ、X（旧Twitter）への投
稿、また、芸術及び観光関連の広報媒体へ積極的
に情報提供を実施する。

様々な機会を捉え周知に努めているものの、まだ
まだ不足しているという意見もあるため、これまで
実施していない新たな広報媒体の活用を検討し実
施する。

8

歴史文化課
（静岡市歴
史博物館）

観光交流事業 案内役のコンシェルジュを配した情報コーナーを設
置し、来訪者のニーズに合わせた歴史観光情報を
提供する。

①事業名と同一
②来館者の本市の歴史に対する関心を喚起し、市
内の歴史施設や歴史的・文化資源等の地域資源へ
誘う回遊性を促進するため、館内及び博物館周辺
の歴史資源を来館者に案内する。
③通年
④静岡市歴史博物館

しずれきガイドツ
アーの実施コース数

６コース ６コース 指定管理料
338,463千円の
一部

（５月下旬に確定） しずれきガイドツ
アーの実施コース数

６コース ５月末日をめどに
連絡

A

新コース追加も滞りなく進み、６コース開催が無事
できているため。

来館者の本市の歴史に対する関心を喚起し、市内
の歴史施設や歴史的・文化資源等の地域資源へ誘
う回遊性を促進するため、館内及び博物館周辺の
歴史資源を来館者に案内する。

事業名 事業目的 令和７年度　実施内容 指標名 当該年度の目標値 実績値 令和７年度
予算額 （千円）

令和７年度
決算額 （千円）

指標名 当該年度の目標値 実績値 評
価

評価理由 令和8年度　実施予定内容 今後の課題と課題解決に向けた取組内容

1

再掲 文化政策課 大道芸ワール
ドカップin静
岡

大道芸を中心としたパフォーミングアーツ（身体表
現による芸術）イベント。
国内外から多くの人が訪れ、活発な交流が行われ
るほか、多くの市民ボランティアによるパフォーマ
ンススポット運営が行われる。

①大道芸ワールドカップin静岡2025
②国内外からあらゆるジャンルのアーティストが集
結し、大道芸を披露
③令和7年10月3１日（金）～11月3日（月・祝）
④駿府城公園、市街地各所外

来場者数 110万人 111万人 10,526 8,000（予定） 来場者数 110万人 111万人

A

天候に恵まれ、期待通りの来場者数となった。 ①大道芸ワールドカップin静岡2026
②国内外からあらゆるジャンルのアーティストが集
結し、大道芸を披露
③令和8年10月3１日（土）～11月3日（火・祝）
④駿府城公園、市街地各所外

天候に左右されない大会の開催と、大会デザイン
にどのように「静岡らしさ」を取入れるかが課題。

2

文化政策課 国際文化交
流・発信事業

朝鮮通信使で交流のある韓国釜山広域市との文化
交流事業。
本市の文化コンテンツを世界に発信し、存在感を
高め、フェスティバルの国際化や交流人口の増加、
及び地域経済の活性化を図る。

①日韓文化交流事業（仮）
②日韓の芸能団体による交流公演の実施
③令和７年10月18日（土）
④静岡市歴史博物館外

来場者数 2,000人 5,541人 ①2,916千円(団
体受入)
②6,969千円（公
演）

①2,916千円(団
体受入)
②6,969千円（公
演）

来場者数 2,000人 5,541人

S

目標値を大幅に上回り、本市と釜山における朝鮮
通信使の歴史文化発信に寄与できたため、Sとし
た。

①日韓文化交流事業（仮）
②日韓の芸能団体による交流公演の実施
③令和８年10月1１日(日)
④静岡市清水区興津地区（仮）

公演中心だった歴史文化交流が10周年となり、新
たな形式の交流事業（演劇、歴史文化新事業）への
移行に取り組む

3

総合政策課
1

東静岡アート
＆スポーツ／
ヒロバ運営事
業

東静岡アート＆スポーツ／ヒロバを賑わい創出の
実験場として利活用するため、アートやスポーツを
テーマとしたイベント等の展開を推進する。

内容：ローラースポーツのイベント・大会や、閉鎖に
伴うアートとスポーツをテーマとしたクロージング
イベントの開催。
期間：令和７年４月～令和７年９月
会場：東静岡アート＆スポーツ／ヒロバ

①実行委員会の開
催
②各作業部会の開
催

①２回
②６回

①２回
②６回

13,477 13,477 東静岡アート＆ス
ポーツ／ヒロバの
ローラースポーツ
パーク利用者人数

13,962人 19,798人

A

施設閉鎖に伴い、多くの人が訪れ、東静岡アート＆
スポーツ/ヒロバでの思い出を振り返っていもらえ
たと評価する。

事業終了 事業終了

4

再掲 文化政策課
（静岡市美
術館）

美術分野にお
ける展覧会事
業

年間を通じた企画展事業を中心に、多様で質の高
い魅力的な展覧会や、静岡ならではの企画を実施
し、併せて展覧会の記録と図録の発行も行う。

①イベント名称：静岡市美術館展覧会
②内容：
・「うつりゆく自然を描く　小野竹喬の世界」
・「パウル・クレー展　創造をめぐる星座」
・「柚木沙弥郎　永遠のいま」
・「きもののヒミツ　友禅のうまれるところ」
・「かがくいひろしの世界展」
③4/12～5/25，6/7～8/3，8/16～10/13，
10/25～12/21，1/10～3/22
④会場：静岡市美術館

入場者数 （１）15,000人
（２）30,000人
（３）22,000人
（４）22,000人
（５）27,000人

（１）10,741人
（２）24,916人
（３）19,935人
（４）13,486人
（５）50,527人

262,528
（指定管理料の一
部）

260,683
（指定管理料の一
部）

入場者数 （１）15,000人
（２）30,000人
（３）22,000人
（４）22,000人
（５）27,000人

（１）10,741人
（２）24,916人
（３）19,935人
（４）13,486人
（５）50,527人

A

期待通りであった ①イベント名称：静岡市美術館展覧会
②内容：
（１）水木しげるの妖怪 百鬼夜行展～お化けたちは
こうして生まれた～
（２）スウェーデンのうつわ　グスタフスベリのある
暮らし
（３）わたしたちのルノワール　日本が愛した、幸せ
の画家
（４）エドワード・ゴーリー　秘密のメッセージ
（５）竹久夢二　時代を創る表現者
③4月4日（土）～6月14日（日）、6月27日（土）―
9月6日（日）、9月22日（火・祝）―11月15日
（日）、11月28日（土）～2028年1月11日（月・
祝）、1月23日（土）～3月28日（日）
④会場：静岡市美術館

引続き多彩な展覧会をバランスよく開催するとと
もに、子どもたちから高齢者まで、多様化した市民
のニーズに応えられる企画展を開催する。

5

再掲 文化政策課 静岡まつり 駿府城公園をメイン会場とした、大御所徳川家康
公にちなんだイベント。家康公の故事に倣い、花見
行列や駿府城への登城行列再現のほか、様々なス
テージイベントが開催される。
本市の魅力と歴史文化を広く市内外に向けて情報
発信し、まちの賑わいを創出することで観光交流
客数の増加を図る。

①第６9回静岡まつり
②大御所花見行列、駿府登城行列、夜桜乱舞総踊
り・城下さくら踊り、朝鮮通信使・葵使歓迎式、火縄
銃演武、手筒花火
③令和7年４月4日（金）～令和7年４月6日（日）
④駿府城公園、葵スクエア、静岡庁舎及びその周辺

来場者数 900,000人 690,000人 79,138 76,796 来場者数 900,000人 690,000人

B

　目標値を下回る結果の理由は、６日（日）が雨天
で、メイン
イベントである大御所花見行列などが中止になっ
たためで
ある。目標値を下回るものの、天候を除けば事業
として市民
や観光客が大いに満足できる内容であるため、今
後も継続
して事業を行っていく。

①第６9回静岡まつり
②大御所花見行列、駿府登城行列、夜桜乱舞総踊
り・城下さくら踊り、朝鮮通信使・葵使歓迎式、火縄
銃演武、手筒花火
③令和7年４月4日（金）～令和7年４月6日（日）
④駿府城公園、葵スクエア、静岡庁舎及びその周辺

　全体を通じて、夜桜乱舞への参加者減少が見受
けられる。
コロナ禍で大幅に減少し、現在は年々参加者を取
り戻してい
るものの、ピーク時の人数には至っていない。
　今後の対策として、小・中学校でのダンスプログ
ラムへのカ
リキュラム化を検討し、若年層からの参加者増加を
図り、将来的な参加者増加につなげていく。

6

再掲 文化政策課 清水みなと祭
り

清水中心市街地での地踊りや清水港での海上花火
大会を始めとした伝統イベント。
港まち清水の魅力を市内外に向けて情報発信し、
本市の知名度の向上、まちの賑わいづくりの創出、
及び本市を訪れる観光客の増加を図る。

①第76回清水みなと祭り
②港かっぽれ総おどり、地踊り衆、マリンフェスタ、
海上花火大会
③令和７年８月１日（金）～３日（日）
④清水区さつき通り、日の出地区ほか

来場者数 40万人 45万人 70,081 67,081 来場者数 40万人 45万人

A

天候に恵まれ、期待通りの来場者数となった。 ①第77回清水みなと祭り
②港かっぽれ総おどり、地踊り衆、マリンフェスタ、
海上花火大会
③令和8年7月31日（金）～8月2日（日）
④清水区さつき通り、日の出地区ほか

実行委員会の高齢化が進み、祭りの継続が危ぶま
れている。
若者の祭りへの参加を促すため、実行委員会が市
内の各大学を訪れ広報を行うほか、SNSを中心と
した広報の充実化を図っていく。

7

再掲 文化政策課 大道芸ワール
ドカップin静
岡

大道芸を中心としたパフォーミングアーツ（身体表
現による芸術）イベント。
国内外から多くの人が訪れ、活発な交流が行われ
るほか、多くの市民ボランティアによるパフォーマ
ンススポット運営が行われる。

①大道芸ワールドカップin静岡2025
②国内外からあらゆるジャンルのアーティストが集
結し、大道芸を披露
③令和7年10月3１日（金）～11月3日（月・祝）
④駿府城公園、市街地各所外

来場者数 110万人 111万人 10,526 8,000（予定） 来場者数 110万人 111万人

A

天候に恵まれ、期待通りの来場者数となった。 ①大道芸ワールドカップin静岡2026
②国内外からあらゆるジャンルのアーティストが集
結し、大道芸を披露
③令和8年10月3１日（土）～11月3日（火・祝）
④駿府城公園、市街地各所外

天候に左右されない大会の開催と、大会デザイン
にどのように「静岡らしさ」を取入れるかが課題。

8

文化政策課 安倍川花火大
会

安倍川河川敷での花火大会の開催により、本市の
魅力を市内外に向けて情報発信するとともに、本
市を訪れる観光客の増加を図る。

①第72回安倍川花火大会
②花火の打ち上げ
③令和７年７月19日（土）
④安倍川河川敷

来場者数 500,000人 中止 522,000 157,000 来場者数 500,000人 中止 評
価
対
象
外

中止のため ①第7３回安倍川花火大会
②花火の打ち上げ
③令和８年７月1８日（土）
④安倍川河川敷

実行委員の高齢化が進み、大会の担い手不足が課
題となっている。行政は、大会の継続的な運営の
為に、プラットフォームの構築を検討している。

9

文化政策課 シズオカ×カ
ンヌウィーク

姉妹都市であるカンヌ市において開催されるカン
ヌ映画祭に合わせて実施される野外映画祭、マル
シェイベント。交流人口の拡大により経済の活性
化・観光交流の促進に寄与する。

①シズオカ×カンヌウィーク2025
②野外上映、マルシェ、その他連動企画等
③令和７年５月10日（土）、11日（日）、17日（土）、
24日（土）、25日（日）
④七間町名店街、三保内浜海岸

来場者数 100,000人 61,000人 9,341 9,018 来場者数 100,000人 61,000人

B

来場者数目標は達成できなかったが、本事業の目
的である観光客の増加は果たしていると判断しB
とした。

①シズオカ×カンヌウィーク2026
②野外上映、マルシェ、その他連動企画等
③令和8年５月16日（土）、17日（日）、23日（土）、
24日（日）
④常磐公園、三保内浜海岸

令和７年度中に前実行委員長の急死に伴い、新実
行委員会の体制へ移行した。関連機関への協力・
連絡は前実行委員長の個人的な繋がりによる所も
大きく、現実行委員会では繋がりを把握しきれて
いない部分も多い。関連機関への連絡は密に丁寧
にする必要があるため、実行委員会と行政で再度
関連機関との関係について洗い出し、共有するた
めの協議会を設ける。

10

文化政策課 高等学校応援
団フェスティ
バル

高等学校の生徒が課外活動として行う応援団、チ
アリーディング等が一堂に会し、パフォーマンスを
展開する事業。
交流人口の拡大により経済の活性化・観光交流の
促進に寄与する。

①第14回高等学校応援団フェスティバル
②県内外の高校生応援団の応援パフォーマンス披
露
③令和7年6月21日（土）、22日(日)
④しずチカ（静岡駅北口地下広場）、グランシップ大
ホール

来場者数 4,000人 3,200人 2,500 ２，２００（予定） 来場者数 3,000人 3,200人

A

期待通りの来場者数となった。 ①第15回高等学校応援団フェスティバル
②県内外の高校生応援団の応援パフォーマンス披
露
③令和８年6月20日（土）、21日(日)
④しずチカ（静岡駅北口地下広場）、グランシップ大
ホール

実行委員会の自己資金確保が課題であり、新規協
賛の獲得や来場者数の増加を目指した取り組みを
検討していく。

11

文化政策課 富士山コスプ
レ世界大会

商店街や駅前広場でコスチューム・プレイ（漫画及
びアニメの登場人物等の扮装）によるステージパ
フォーマンス、写真撮影会を実施。
富士山コスプレ世界大会のブランディングを図る
とともに、交流人口の拡大により経済の活性化・観
光交流の促進に寄与する。

①第11回富士山コスプレ世界大会
②コスプレイヤーによるステージパフォーマンス、
ランウェイ、痛車展示
③令和７年11月15日（土）、16日(日)
④JR清水駅東口公園前広場、清水駅銀座商店街

来場者数
（コスプレイヤー、一
般参加者）

35,000人 32,200人 5,000 5,000 来場者数
（コスプレイヤー、一
般参加者）

35,000人 32,200人

A

　クローク利用料金の値上げなどにより、若干の参
加者減は
あったものの、前年比92％にとどまり、概ね期待
通りの結果
となった。

①第11回富士山コスプレ世界大会
②コスプレイヤーによるステージパフォーマンス、
ランウェイ、痛車展示
③令和７年11月15日（土）、16日(日)
④JR清水駅東口公園前広場、清水駅銀座商店街

　開催年数の増加により、知名度や来場者数は安
定している
ものの、事業内容の形骸化が否めない状態であ
る。
　これについて、現在の商店街や清水駅東口公園
以外でのコ
スプレ可能なエリアの確保を行い、更なる参加者や
一般観覧
者の増加を目指していく。

　４　文化でにぎわうまちづくり

　　１　多様なにぎわいの創出

　　　施策10　交流を活性化する国内外に向けた文化事業等の開催

２　文化を活かした交流による活力あふれるまちづくり

成果（アウトカム） 評価及び次年度以降に向けた課題・改善など）

活動指標（アウトプット指標） 事業費 成果指標（アウトカム指標）
事業№

再掲 事業概要（全体） 活動の状況 投入コスト（インプット）所管課名



12

再掲 文化政策課 静岡おでん祭 本市を代表する食文化である静岡おでんの出店が
青葉イベント広場や商店街で展開されるグルメイ
ベント。
静岡おでんのブランディングを図るとともに、交流
人口の拡大により経済の活性化・観光交流の促進
に寄与する。

①静岡おでん祭２０２６
②静岡おでんの情報発信、ご当地おでんの出店
③R８年2月27日（金）～3月1日（日）
④青葉シンボルロード・呉服町名店街（一部）

来場者数 24万人 35万人 4,400 4,400（予定） 来場者数 24万人 35万人

S

天候に恵まれ、期待以上の来場者数となった。 （予定）
①静岡おでん祭２０２７
②静岡おでんの情報発信、ご当地おでんの出店
③R９年２月下旬～３月上旬
④青葉シンボルロード

トイレ数が来場者数に対し少ないことから、仮設の
設置の検討が必要。

13

再掲 文化政策課 ストレンジシー
ド開催事業

駿府城公園や市役所前などのオープンスペース
で”まちそのもの”を劇場に変える演劇祭。
多くの市民ボランティアが演技ポイントの運営ス
タッフとして活躍している。

①ストレンジシード静岡2025
②公園や市街地等の野外で演劇等の上演
③令和７年５月３日～５日
④駿府城公園、青葉シンボルロード、常磐公園　他

来場者数 90,000人 １１６，１１４人 14,255千円 14,255千円 来場者数 90,000人 １１６，１１４人

S

目標値を大幅に上回り、本市と市外、県外及び国
外のネットワークを広げる取組が実施できたため、
Sとした。

①ストレンジシード静岡202６
②公園や市街地等の野外で演劇等の上演
③令和８年５月３日～５日
④駿府城公園、青葉シンボルロード　他

地域との連携強化による演目開催場所の拡大及び
地域ボランティア数の増加

14

産業政策課 静岡市文化・
クリエイティブ
産業振興
センター管理
運営業務

文化・クリエイティブ産業振興センター（ＣＣＣ）を運
営し、クリエーターの育成・支援を通じた、本市の文
化・クリエイティブ産業の振興及び既存産業の高度
化を図る。

１　クリエーターの集積と育成
２　文化・クリエイティブ産業の振興
３　企業とクリエーターとのマッチング推進
４　パフォーミングアーツの支援

（１）利用者数
（２）利用者満足度
（３）クリエーターと
企業のマッチング件
数
（４）クリエーターの
集積数

（１）利用者数　４万
人
（２）利用者満足度
90％以上
（３）クリエーターと
企業のマッチング件
数　６件
（４）クリエーターの
集積数　３者

91,664 （１）利用者数
（２）利用者満足度
（３）クリエーターと
企業のマッチング件
数
（４）クリエーターの
集積数

（１）利用者数　４万
人
（２）利用者満足度
90％以上
（３）クリエーターと
企業のマッチング件
数　６件
（４）クリエーターの
集積数　３者

未集計

評
価
対
象
外

１　クリエーターの集積と育成
２　文化・クリエイティブ産業の振興
３　企業とクリエーターとのマッチング推進
４　パフォーミングアーツの支援

今後もクリエーター向けのスキルアップと一般市民
への啓蒙・啓発の双方を軸に事業の実施を推進す
る。

15

文化政策課
（静岡音楽
館AOI）

音楽分野にお
ける三館連携
事業

ＪＲ静岡駅前に位置する静岡音楽館、静岡科学館、
静岡市美術館の3つの文化施設の連携により、各
ジャンルを超えて相乗効果的に創客を進め、文化
を軸とした中心市街地の回遊性を高め、にぎわい
創出に寄与する。

①ミュージアムコンサート、パイプオルガン解説講
座　等
②静岡市美術館、静岡科学館との連携事業
③６/29
④静岡市美術館、静岡音楽館、静岡科学館

入場者数 60人 75人 227,176
（指定管理料の一
部）

235,138
（指定管理料の一
部）

入場者数 60人 75人

S

目標値を上回っているため ①ミュージアムコンサート、パイプオルガン解説講
座　等
②静岡市美術館、静岡科学館との連携事業
③8/7、他２回
④静岡市美術館、静岡音楽館、静岡科学館

引き続き、３館連携により中心市街地の回遊性向
上に努めていく。
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再掲 文化政策課
（静岡市美
術館）

美術分野にお
ける交流事業

"街にひらかれた美術館"を目指し"ちょっと面白い
街のなかの広場"のような美術館として、中心市街
地の賑わいの創出に貢献する。「交流ゾーン」を活
用したミュージアムコンサートや現代のアートシー
ンの紹介等を実施する。

(１)
①イベント名称：Shizubiシネマアワー
②内容：各展覧会に関連した映画を上映する
③開催日：5/6、3/7～3/8

（２)
①イベント名称：静岡・音楽館×科学館×美術館　共
同事業
②内容：展覧会に即した講座、ミュージアムコン
サートななど
③開催日：6/29、9/28

（１)～(２)の会場は静岡市美術館

入場者数 （１）120
（２）設定なし

（１）150人
（２）96人

262,528
（指定管理料の一
部）

260,683
（指定管理料の一
部）

入場者数 （１）120
（２）設定なし

（１）150人
（２）96人

S

期待を上回っていた １)
①イベント名称：Shizubiシネマアワー
②内容：各展覧会に関連した映画を上映する
③開催日：未定

（２)
①イベント名称：静岡・音楽館×科学館×美術館　共
同事業
②内容：展覧会に即した講座、ミュージアムコン
サートななど
③開催日：未定

（１)～(２)の会場は静岡市美術館

引続き誰もが気軽に利用できる特徴を活かし、美
術館ならではの特色ある事業を開催する。また、静
岡駅前文化施設３館及び静岡市歴史博物館で各館
の専門性を活かした連携事業を実施することで、
異なるジャンルに興味を持つきっかけを作るとと
もに、中心市街地の賑わい創出に貢献する。

17

新規 文化政策課 市民協働によ
るアーティスト
滞在型創作活
動

アーティストと市民の協働による創作活動を通じ、
市民のまちへの理解と愛着を深め、文化芸術を活
かしたまちづくりの基盤を構築する。

②地域や企業へアーティストを派遣し、市民協働で
演劇作品を制作・上演する。
③開催日：令和7年12月13日～21日、令和8年1
月13日～26日
④会場　 ：呉服町名店街、静岡市特別支援教育セ
ンター（番町複合施設）

開催地域数 ２地域 A:期待通りだった 8,000 8,000

A

目標としていた地域数において事業を実施できた
ため。

②地域や企業へアーティストを派遣し、市民協働で
演劇作品を制作・上演する。
③開催日：年間で２地域で開催予定
④会場　 ：未定

「地域との丁寧な対話」という点では課題が残った
ことから、令和８年度以降は「アーツカウンシルしず
おか」の専門人材が地域との対話プロセスに参画
する予定である。



第２期静岡市文化振興計画 令和７年度評価総括書 計画評価総括書

改善すべき点・
今後の事業に期待すること

評価点施策方針４つの視点
基本
目標

◆コンサートシリーズや一部施設における
事業で入場者数が目標未達成。SNS等に
よる情報発信の強化による、来場者数の増
加と鑑賞機会の拡大につなげていく。

◆科学館における地域連携推進や学校連
携、研究支援等については目標値未達成。
次世代の担い手育成に向けた文化施設と
教育機関との連携を強化していく。

◆体験機会の提供から継続参加、さらには
担い手育成へとつながる事業の構築、若年
層の継続的な関与機会を創出していく。

◆まち劇スポットとストレンジシードな
ど、公共空間を活用し誰もが気軽に質
の高い音楽や文化に触れることができ
る機会の提供により、日常的な文化体
験や文化を享受する機会の拡充につな
がった。

◆アウトリーチや学校連携など子ども
や若年層をターゲットにした事業によ
り、文化芸術に出会う機会を提供する
ことができた。

◆美術館・文化施設などでの参加型・
体験型事業により、様々な世代が文化
に親しむ機会を提供し、文化活動を参
加する裾野の拡大、次世代の担い手を
育成につながった。

・文化に触れる多様な選択
肢があり、自分に合った文
化鑑賞や体験、活動に出会
う豊かな機会を提供します。
・子どもの体験・鑑賞機会
を充実させ、文化やその活
動を継承していく担い手が
育つ環境を整えます。

（１）多様な選択
肢の提供

普段から、文化
鑑賞や創作・参
加を通じた体験
などの活動をし
ている市民の
割合向上

（令和３年度）

８２．６％

→（令和８年度）

＜目指す市民の姿＞

●いつでも気軽に文
化に触れる環境が整
い、自ら活動に参加し
たくなる機会に恵ま
れている。

●子どもや次の世代
を担う人たちが活動
を通じて広く育まれ
ている。

●自身の活動や地域
の文化に誇りを感じ、
様々な手法で関わり
を持っている。

１
文
化
を
は
ぐ
く
む
人
づ
く
り

歴
史
に
彩
ら
れ
た
個
性
豊
か
な
文
化
の
創
造

・一人ひとりが地域の文化
に誇りを感じて自らの意思
で活動し、市民が愛着を
持って文化活動を行う中で
シビックプライドが醸成さ
れ、地域の豊かな文化に携
わる人づくりを行います。

（２）シビックプ
ライドの醸成

◆担い手不足や高齢化という課題に対し、
若年層の参画促進による文化の保存・継
承・活用に携わる人材を確保していく。

◆来場者の増加を目的とするイベント型か
ら、文化の継承・創造につなげる事業へ転
換していく。

◆文化資源、地域文化を観光施策との連動
により文化観光を推進していく。

◆久能山や浅間神社、神楽など、地元
に根ざした文化財・伝統文化の保存・活
用を着実に実施できた。

◆羽衣伝説の伝承と日本の伝統芸能
の能を鑑賞できる機会となる「羽衣ま
つり」は世界文化遺産としての地域の
魅力を向上させるとともに、地域への
誇り、愛着の情勢に寄与した。

◆A級順位戦やショートフィルムコンテ
ストなど、県・市内外からの来訪や出品
があり、観光やメディア芸術による魅
力向上につながった。

・静岡の文化資源や伝統文
化、景観を次世代に伝える
環境を整え、地域の魅力を
育みます。また、その保存
や継承をしていくための手
段や人材が確保され、多く
の人が誇りを感じるように
様々な活用を行います。

・静岡らしい町並みや食、
市民の人柄や景観、文化活
動などあらゆる“静岡らし
い”雰囲気を広く発信しま
す。それによって市民を始
めとする多く人々の「しず
おか文化」に対する興味関
心を高めるほか、来静した
いと感じる人を増加させま
す。

（１）地域の魅力
向上

静岡市は、歴
史・伝統文化や
地域の魅力が
感じられるまち
だと思う市民の
割合向上

（令和３年度）

５８．９％

→（令和８年度）

＜目指す地域の姿＞

●文化資源、伝統文
化や景観を保存・継承
し活用していくための
場や環境が整い、実
施されている。

●静岡の町並みや食、
市民の人柄などを含
めたあらゆる“静岡ら
しい”地域文化を「し
ずおか文化」として発
信し、その魅力によっ
て人々の興味関心が
高まっている。

２
文
化
が
は
ぐ
く
む
地
域
づ
く
り

202６.06.２６ 第１回静岡市文化振興審議会

目指す
将来像

令和７年度は、全181事業（再掲含む）のうちS評価50件、A評価86件と、約７割以上の事業が期待以上又は期待通りの成果を達成しており、計画に基づく施策
は概ね順調に推進された。

特に、公共空間を活用した文化事業の展開参加型・体験型事業の充実、来場者数・参加者数の増加といった点において、市民の文化への接点拡大という観点で
成果が見られる。一方で、一部事業における目標未達成事業や認知不足、参加者の偏在、担い手育成や地域連携の弱さなどの課題も明確になった。

資料３



改善すべき点・
今後の事業に期待すること

評価点施策方針４つの視点
基本
目標

◆障がい者、子ども、高齢者など多様な主体
に応じた取り組みの強化と地域ごとの特性
を踏まえた機会を提供していく。

◆文化施設や貸館事業の利用率の向上に向
け、貸館システムの導入による、利用者の利
便性の向上、利用者の増加、稼働率の向上に
つなげていく。

◆ストリートピアノやパフォーマンススポット
が中心市街地に偏っており、その他周辺地域
での機会提供が不十分。地域の理解向上に
よる、日常的に文化に触れられる場の更なる
増加と利用者の増加による居場所の創出に
つなげていく。

◆単発的な参加に留まるケースも多く、継続
的な関係構築が十分ではない。参加から担
い手へとつながる仕組みの構築が必要とな
る。

◆訪問コンサートやアウトリーチプログ
ラムの実施、障がい者アート展の開催
などにより、年齢、障がいの有無、文化
経験の差に関わらず、文化に触れる機
会を提供できた。

◆ストリートピアノや公共空間を活用し
た取組により、「観る側」だけでなく自
身が「参加・発信する側」として日常生
活の中で文化と接する環境を提供でき
た。

◆ストレンジシード事業では、アーティ
ストと市民の協働が進み、文化を介し
た多様な主体のつながりが創出され、
地域内外のネットワークの拡大、人との
つながりを持つ機会につながった。

◆公共空間の文化活用により、公園・
広場・駅前空間等が文化的滞在空間と
して活用され日常的に立ち寄ることが
できる場（サードプレイス）の創出が進
展した。

・文化による繋がり（文
化コミュニティ）の中で
人々が互いのあるがま
まを受け入れ、年齢や
性別、国籍、障がいや
貧困などによらず誰も
が文化に触れる公平な
機会を創造し、誰ひと
り取り残さないソー
シャル・インクルージョ
ンを達成します。

（１）誰ひとり取
り残さない機会

の提供

自分自身は、家
族や職場・学校
以外で文化によ
る「人とのつな
がり」を持つ機
会がある市民の
割合向上

（令和３年度）

５４．３％

→（令和８年度）

＜人のつながりにより
目指すまちの姿＞

●誰ひとり取り残さな
い理念に基づいた多様
な文化事業が企画され、
また施設等の環境が整
備される事で、誰もが
文化による心の充足を
得る機会が提供されて
いる。

●文化によって生まれ
た繋がりの中で、集う
人々が互いのあるがま
まを受け入れ、文化を
通じ心豊かな生活を
送っている。

●市内の様々な「空間」
で市民が文化を通じた
居場所に出会い、緩や
かな繋がりによって生
きる喜びを感じている。

３
文
化
で
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り

文
化
を
活
か
し
た
交
流
に
よ
る
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

・市内にある様々な空
間で市民が文化を通じ
た居場所に出会えるよ
う、家や職場以外の居
場所であるサードプレ
イスを創出します。その
緩やかな繋がりによっ
て、生きる喜びを感じ
られる機会を増加させ
ます

（２）サードプレイ
スの増加

◆イベントへの来訪による賑わいにとどまら
ず、市内への回遊、観光や経済消費に波及す
る仕組みづくりが必要となる。

◆静岡まつりやみなと祭りなど静岡市
ならではのイベントにより国内外から
多くの人が訪れ、まちの賑わいが創出
された。

◆来訪者によるSNS等での発信によ
り、本市の魅力が発信され、交流人口
の増加につながった。

◆ストレンジシードなど公園や市街地
など野外での公演により、身近なまち
なかでのにぎわいの創出が実現したこ
と、県市内外、国外のネットワークを広
げ、さらなるにぎわいが創出された。

・国内外に向けた情報
発信の基盤を整え、積
極的な発信の機会を充
実させます。
・文化の力で、多くの人
を静岡に呼び込み、ま
た、市内の様々な場で
文化による交流が盛ん
に行われ新たな文化が
創造されるなど、まち
ににぎわいを生み出し
ます。

（３）多様なにぎ
わいの創出

自分自身や周り
の人は、祭りや
イベントなどの
文化事業に参加
したり、交流し
たりする機会が
ある市民の割合
向上

（令和3年度）

４３．５％

→（令和８年度）

市内における文
化による交流客
数の割合向上

（令和３年度）

7,332,000人

→（令和７年度）

5,302,701人

＜にぎわいにより目指
すまちの姿＞

●文化事業や文化に携
わる人などの情報を国
内外に向けて発信する
環境が整備され、それ
ぞれのターゲットに合
わせた手段で積極的に
発信されている。

●大規模で魅力的な文
化事業が開催され、多
くの人が来静する事で
まちが生き生きと賑わ
い、観光交流が活性化
している。

●市内のあらゆる場で
文化による交流が盛ん
に行われ、人々の交流
によって新たな文化事
業が創造されている。

●市民一人ひとりが主
役となる「まちは劇場」
を推進し、365日わく
わくドキドキがあふれ
るまちづくりを行いま
す。

４
文
化
で
に
ぎ
わ
う
ま
ち
づ
く
り



①静岡市の地域文化の継承に向けた次世代の担い手の確保

・静岡市で継承されてきた地域文化について、次世代を生きる若者に魅力を伝え興味関心を持ってもらい、継承していくことで次世代の担い手を確保す
ること求められる。

・体験機会の提供にとどまらず、若者が参画できる運営機会の創出や、育成プログラムの体系化により次世代の担い手を育成する仕組みが必要である。

②文化と観光や経済の横断的効果の創出

・にぎわいの創出を越え、市外県外、さらには海外からの来訪者を呼び込み、文化体験や観光により地域での消費、経済効果につながる取組みが求めら
れる。

・文化事業を通じて、来訪者の増加、地域での消費、地域ブランドの形成につながる仕組みを構築し、都市全体の価値向上に寄与する文化政策への転換
が求められる。

・分野を横断する複合的な取り組みにより、とりわけ消費者層である若者や子育て世帯の参加機会の拡充を図ることが求められる。

③市民主体運営の持続的強化

・持続可能な文化施策を実現するためには、行政主導による事業実施だけでなく、市民や地域、民間が主体的に関与する仕組みの構築が不可欠である。

・市民や文化団体の参画は進んできたが、地域主体による運営、民間との協働体制の構築を促進し、自立的・循環型の文化事業運営へと移行していく必
要がある。

・継続的に関わる仕組み、担い手のネットワーク化を進めることで、文化事業の担い手が世代を超えて受け継がれていく環境を整備することが重要であ
る。

全体評価

①文化をはぐくむ人づくり
評価：まちは劇場の取り組みなどを通して、文化活動への体験の機会を積極的に提供してきた。
課題：若年層の体験活動については、教育機関との連携など増やす事の出来る要素が多い。分野を横断して連携することで得られる、様々な市民の参加
向上が求められる。

②文化がはぐくむ地域づくり
評価：歴史については、文化財の保存や継承を進めることができた。
課題：文化資源、地域文化の観光施策との連動による文化観光を推進していき、地域の魅力を感じる事業を通して、結果として次世代の担い手や後継者
育成につなげることが求められる。

③文化でつながるまちづくり
評価：文化による人とのつながりは、見る側だけでなく、発信する側になること、公園など日常で立ち寄れる文化的滞在空間の創出などの取り組みによ
り実行された。
課題：文化施設の貸館システムなどの導入により、活動の利便性を上げる必要がある。

④文化でにぎわうまちづくり
評価：文化イベントにより、文化事業への参加や交流機会の増加が実施された。
課題：来訪者によるSNSでの発信など、すでに国内外との交流人口のが増加しているが、静岡市を拠点とするプロの交響楽団や劇団との連携・民間との
協働事業など、さらに国内外に向けた祭りやイベントの発信により、参加したり交流したりする市民の割合向上が求められる。

２ 第３期静岡市文化振興計画のあり方

◆第２期静岡市文化振興計画 令和７年度事業実施評価及び、第2期静岡市文化振興計画の総括として、今後の文化事業の展開に求められる要素を以下のとおり整理して総括としたい。

１ 第2期静岡市文化振興計画全体における成果指標による評価と課題



第３期 静岡市文化振興計画（２０２７年～２０３５年） 【策定の経緯と方針】

※参照：静岡市HP ・総合計画

第５次静岡市総合計画（2 0 2 ６年～2 0 ３５年）

４次総から５次総へ

第４次静岡市総合計画は、行政が行う様々な政策（施策や取組）を体系化し、アウトプット（何をするか）を中心に整理しまとめた計画でした。第５次静岡市総合計画は、社会問題を分析し、
目標を見据えて中長期的な目指す姿を設定したことで、「政策集型」から、「成果志向型」へ見直しました。
第5次静岡市総合計画は、2026年から２０３５年までの１０年間の計画として策定されました。

第2期計画から第３期計画へ

第２期静岡市文化振興計画は第３次総合計画に沿い、ゆとりある健康な心を維持し、生活を豊かにするためには、文化から「誰ひとり取り残さない」状態を達成していく必要があ
ること。また誰もが家や職場・学校などのみならず、文化の力によって第３の居場所に出会い、その緩やかな繋がりによって豊かな生活を営んでいくことが必要であるとし策定さ
れました。
第５次静岡市総合計画が策定されたことに伴い、令和９年度から令和17年度を計画期間として、総合計画に沿った「人々の心が豊かになるまち」「地域経済が潤っているまち」を
達成するため、第３期 静岡市文化振興計画を策定することとしました。

現状と分析
・観光、歴史、スポーツの各資源との連携が不足し、単体効果に留まっている。
・多くの市民が関わる文化活動においても、新たな企業参画が少ない。

個別分野計画の段階で連携できる施策を考える

〈期待する効果〉市民、団体、大学、企業など、社会全体で文化活動を支え、さらなる民間投資を誘発し、将来の高度人材雇用に導くこと

〈キーワード〉
文化を通じた感動体験

静岡市が誇る自然・食・歴史・文化などを体験・体感できる満足度の高い感動体験を提供し、旅行先として来訪者に選ばれるための観光ブランドを確立・観光基本計画

スポーツを通した人々の交流による地域の活性化・スポーツ推進計画

学びを地域や社会に活かすための支援の充実・生涯学習推進大綱

一人一人が、地域で共有する財産として文化財に興味・関心を持ち、関わり、仲間をつくって活動するなど、担い手として保存・活用の取り組みを推進・文化財保存活用地域計画

【目指す姿】社会全体の力による共働・共創により、文化を通じて自分らしく心豊かに暮らせるまち

これらを総合した計画の目指す姿として

資料５



①市民が文化に触れる環境を整え、感性を育みます … 継続
文化を享受する機会及び選択肢の充実、地域への誇りや愛着を育むための機会の提供など、これまでの「歴史に彩られた個性豊かな文化の創造」や「文化を活かした交流による活力あふれるまちづく

り」の守るべき要素は継続し、文化を通じて市民が自分らしく心豊かに過ごすことができる環境づくりを目指します。

②文化を通じた感動体験により、経済活動を促し、民間投資を呼び込む好循環を生み出します… 刷新
＜キーワード＞民間投資を促す、他分野との連携
祭り、分野横断の取組、成長産業への支援等に民間投資を促すことで、市民・地域社会・企業・教育機関・行政など社会全体の力による共働・共創により、文化を通じて自分らしく心豊かに暮らせるまちを
目指します。また、民間投資をもとに文化活動しやすい環境の整備を実施し、文化活動の基盤を強化していきます。

第３期 静岡市文化振興計画（２０２７年～２０３５年） 【策定の経緯と方針】

基本方針

基本的施策は継続する。言葉を整理。

基本方針
目指す姿

第２期から変更の方向性

施策の柱

今般、スポーツ、文化芸術及び観光の相乗効果を発揮し、世界に対して我が国の魅力を発信することにより、 「持続可能な観光」「消費額拡大」「地方誘客促進」をキーワードとして、更な
る訪日外国人旅行者の増加、国内 観光の活性化を図り、これによる経済の好循環の実現を目指すべく、2月5日（水曜日）に包括的連携協定を改定し ました。 本協定に基づき、三庁の
連携をより一層深めてまいります。

スポーツ庁・文化庁・観光庁による包括連携協定（R7 .2 .5 ）



静岡市の地域文化や伝統文化の継承と活用

文化と人をつなぐ情報発信と環境整備

市内に拠点を置くプロの交響楽団・劇団との連携・協働

1

基本方針 施策の柱（案） 基本施策

基本方針１

市民が文化に触れる環境を整え、
感性を育みます

基本方針２

文化を通じた感動体験により、経
済活動を促し、民間投資を呼び込
む好循環を生み出します

祭りやイベント、障がい者アート事業を通じた地域や企業
との連携・協働と文化交流の推進

★改善

分野横断による新たな価値創出、地域活性化

国際フェスティバルの開催と国際文化交流

★新規

★改善

柱１
多様な文化や魅力的な体験の提供

柱２
文化活動を支える環境づくり

柱３
地域・企業との連携・協働による相乗効果の創出

柱４
感動体験による都市ブランディング

次世代の活動者・担い手の育成

文化活動を続けられる場と機会の充実

誰もが多様な文化に参加し、人とつながる機会の提供

旧施策⑤⑨

目指す姿 「社会全体の力による共働・共創により、文化を通じて自分らしく心豊かに暮らせるまち」

旧施策②

旧施策⑥
（一部拡充）

旧施策③④

旧施策①⑦

KPI:過去一年間に文化を鑑賞
・体験した市民の割合

KPI:文化施設の利用状況

KPI：（若年層の参入）

KPI:（人材育成）

旧施策⑧

多様な文化と出会う機会によって、感性を育んだり、日常と異なるコ
ミュニティで様々な人がつながったりすることで文化に興味関心を
持ち、心が豊かになる体験を得ることができる。

市内の文化活動の活性化のためには、次世代の担い手や文化活動を行
う人々を支援・育成する必要がある。文化活動の継続性を確保するため
に、ディレクターや指導者の育成・アーティスト活動基盤を整備すること
で、文化活動を続け、文化により活性化しているまちを目指す。

各事業や各分野、実施者がそれぞれ単体で実施するのではなく、分
野を横断し、多様な主体が協働・共創することによる相乗効果を生む
ことで新たな価値の創出や文化活動・地域の活性化をはかる。

本市を代表するイベントの一つである大道芸により培われてきたものを
強みとして、主にまちなかの公共的な空間を使い年齢・性別・国籍等の
垣根を超えた文化創造活動を通じて、国際的な規模のフェスティバルな
どを開催し、都市の存在価値を高める。それにより、世界中の人々から
選ばれ・訪れたくなり・住みたくなるまちを目指す。

・多様な文化を活かす、連携させることで
文化的価値を高め、都市像を再構築する
・社会全体での協働・共創と分野の垣根を
越えた取り組みで文化の裾野を広げる
・民間投資を促進する仕組みを構築する
・多様な文化を通じた新たな価値を創出
し、地域経済の活性化に繋げる
〈キーワード〉
若者参入・分野横断・相乗効果

・食・歴史・スポーツなどの分野横断の連携により新たな魅力を創
出することができる
・多様な主体の協働・共創により地域を活性化させる
・地域・企業・若者の連携による新たな活動の展開により文化活動
の底上げを行う
・多様な主体の連携による文化活動の発展を目指す
・文化を起点とした交流と活力を創出する

・多様な主体の協働・共創を支える若者を交えた仕組みの形成
・文化芸術と他分野の連携による新たな参画機会の創出（複合的な分野の掛け合わせ）
・市の独自性・優位性を生み出すパッケージ化
・若者が主体的に参画し、新たな都市像の創設
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静岡市の文化に関する市民意識調 
令和８年 月 日 

ご協力のお願い 

            

        

            

        

            

        

            

        

            

        

            

        

            

        

            

        

            

記入上のお願い 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◇恐れ入りますが、封筒の宛名の方がご回答くださいますようお願いいたします。 
◇あなた自身の考え方を、ありのままにお答えください。 

◇回答は、用意された項目の中から当てはまるものを、指定されている回答数だけ選んで、その番号を○

印で囲んでください。 
◇回答が「その他」の場合は、番号に○印をつけ、（ ）内に具体的にご記入ください。 

◇回答が終わりましたら、この用紙をそのまま同封の返送用封筒に入れ、 

 令和８年   月  日（木）までに投函またはインターネットで回答をしてください。 
※切手は不要ですが、インターネット回答にかかる通信料の負担はしかねます。 
 この調査についてご不明な点は、下記にお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

           

 静岡市では、総合的かつ持続的な文化の振興を図り、もって個性豊かな文化の創造及び 

文化を活かした交流による活力あふれるまちづくりに寄与することを目的として、平成 28 年４月

１日に「静岡市創造及び交流によりまちの活力を生み出す文化の振興に関する条例」を施行しまし

た。 

 この条例に基づき、「文化のちからにより国内外から多くの人々を集め、訪れる人、住む人を魅了

する求心力の高いまちの実現」を目指し、平成 29 年に指針となる静岡市文化振興計画を策定し、

静岡市文化振興計画を指針として令和５年度から令和 12 年度までの８年間にわたって文化振興

を実施しています。 

 この度、その文化振興計画の中間評価を実施する時節となりました。つきましては、その基礎資料

とするため、文化に関する市民の皆さんの取組や思いについてアンケート調査をさせていただきま

す。本調査の趣旨をご理解いただき、何卒ご協力くださいますようお願いいたします。 

 アンケート調査の実施にあたっては、20 歳以上の市民の皆様から、2,000 人を無作為抽出し 

送付させていただきました。なお、結果につきましては統計的な処理をいたしますので、 

あなたのご意見が外部に漏れたり、他の目的に使用されたりすることは決してありません。 

〒420-8602 静岡市葵区追手町５番１号 
静岡市 観光文化・市民局 文化政策課 石川・浅倉 
電話：054-221-1040（直通） FAX：054-221-1407 
電子メール：bunka@city.shizuoka.lg.jp 

資料７

mailto:bunka@city.shizuoka.lg.jp


 ◆あなた自身の事について※この質問は全員にお聞きします。 
F１ 性別を教えてください。（〇は１つだけ） 

① 男性  ②女性  ③ その他・回答しない 

       

F２ 年代を教えてください。（〇は１つだけ） 

① 20 代  ② 30 代  ③ 40 代  ④ 50 代  ⑤ 60 代  ⑥ 70 代以上 

 

F３ お住まいの区を教えてください。（〇は１つだけ） 

① 葵区  ② 駿河区  ③ 清水区 

        

F４ 職業を教えてください。（〇は１つだけ） 

① 会社員  ② 公務員  ③ 自営業  ④ 派遣・契約社員  ⑤ パート・アルバイト 

⑥ 学生  ⑦ 家事専業  ⑧ 無職  ⑨ その他（                      ） 

 

F５ 世帯人数は何人ですか。（〇は１つだけ／※ご自身と同居者数の合計） 

① １人    ② ２人    ③ ３人    ④ ４人     ⑤ ５人    ⑥ ６人    ⑦ ７人以上 

 

F６ 同居されている方を教えてください。（〇はいくつでも） ※１つの項目に複数人の該当者がいる場合も〇は１つ 

① 夫または妻    ② 子ども(未就学児)    ③ 子ども(小学生)     ④ 子ども(中高生) 

⑤ 子ども(大学生)    ⑥ 子ども（その他）    ⑦ 親    ⑧ 兄弟姉妹    ⑨ その他親族 

⑩ 恋人・パートナー    ⑪ その他（ルームシェアなど）       

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 ◆あなたが思う「文化」の範囲について ※この質問は全員にお聞きします。 

 

 本市では文化によって、１人１人がより豊かな生活を送れるようにしていきたいと考えています。 

 文化による「人とのつながり」や「まちのにぎわい」を活性化し、社会的なつながりが生まれ、人の往来による 

経済効果も得られるまちの姿を目指しています。 

 あなたの文化活動の中でも特に、直接的な体験（家から出て会場に行く、制作活動を行う、人との交流を行うなど）

を伴うものがあれば、その内容について具体的に教えてください。 

 

問１ー１ 下記の中で、あなたにとって健康な心の維持や、豊かな生活を送るために役に立つまたは必要 
だ、と感じるものはありますか。普段の生活で触れているものなどを中心にご回答ください 。（複数選択） 
※本調査では文化を P2 最上部のとおり「健康な心を維持し、豊かな生活を送るために必要なもの」と位置付けており、
家庭での音楽鑑賞・オンライン美術鑑賞や映画鑑賞、テレビなどを通じた体験も含みます。 

◆芸  術        ① 文学（読書含む）  ② 音楽   ③ 美術   ④ 写真   ⑤ 演劇 

                ⑥ 舞踊        ⑦ メディア芸術(映画・漫画・アニメーション等)  

                ⑧ その他芸術（大道芸等含む）（                                   ） 

◆伝統芸能      ⑨ 雅楽  ⑩ 能楽  ⑪ 文楽  ⑫ 歌舞伎  ⑬ 組踊 

                ⑭ その他我が国古来の伝統的な芸能（                              ） 

◆芸  能        ⑮ 講談  ⑯ 落語  ⑰ 浪曲  ⑱ 漫談  ⑲ 漫才 

                ⑳  歌唱（カラオケ等含む）   ㉑  その他の芸能（                     ） 

◆生活文化      ㉒ 茶道  ㉓ 華道  ㉔ 書道  ㉕ 囲碁  ㉖ 将棋 

                ㉗ その他生活に係る文化（                                        ） 

◆文化財や      ㉘ 有形及び無形の文化財の保存・継承及び活用 

地域文化の保全   ㉙ 地域固有の伝統芸能や文化芸術の振興  

㉚ 地域のまつり（静岡まつり・清水みなと祭り・大道芸ワールドカップ in 静岡・神社のお祭りなど） 

㉛ 該当するものはない        

 
問１－２ あなたは上記のように、家庭で簡単にできる身近なものも含めて「文化」であること 
を知っていましたか？（〇は１つだけ） 

①   知っていた    ②  知らなかった 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ◆あなたが実際に行っている文化活動について※この質問は全員にお聞きします。 
問２－１ あなたが普段行っている文化活動・鑑賞・体験をしている文化は、次のうちどれですか。 
（〇はいくつでも） 

◆芸術          ① 文学（読書含む）  ② 音楽   ③ 美術   ④ 写真   ⑤ 演劇 

                ⑥ 舞踊        ⑦ メディア芸術(映画・漫画・アニメーション等)  

                ⑧ その他芸術（大道芸等含む）（                                   ） 

◆伝統芸能      ⑨ 雅楽  ⑩ 能楽  ⑪ 文楽  ⑫ 歌舞伎  ⑬ 組踊 

                ⑭ その他我が国古来の伝統的な芸能（                              ） 

◆芸  能        ⑮ 講談  ⑯ 落語  ⑰ 浪曲  ⑱ 漫談  ⑲ 漫才 

                ⑳  歌唱（カラオケ等含む）   ㉑  その他の芸能（                     ） 

◆生活文化      ㉒ 茶道  ㉓ 華道  ㉔ 書道  ㉕ 囲碁  ㉖ 将棋 

                ㉗ その他生活に係る文化（                                        ） 

◆文化財や      ㉘ 有形及び無形の文化財の保存・継承及び活用 

地域文化の保全   ㉙ 地域固有の伝統芸能や文化芸術の振興  

㉚ 地域のまつり（静岡まつり・清水みなと祭り・大道芸ワールドカップ in 静岡・神社のお祭りなど） 

㉛ 該当するものはない 
 
㉛と回答された方は P5 問３ー１へお進みください。 
問２－１で①～㉚を選択された方にお伺いします。 
 

問２－２ あなたは普段、どのくらいの頻度で文化活動・鑑賞をしていますか。（〇は１つだけ）  

①  ほぼ毎日   ② 週に１～２回くらい    ③ 月に１～２回くらい  

④ 年数回程度   ⑤ その他（                                ）  

 

問２－３ あなたは具体的にどのような文化活動・鑑賞をしていますか。（〇はいくつでも） 

 ① 芸術家（プロ）等の舞台や演奏・作品の鑑賞  

②  地域の文化団体等による発表・展覧会等の鑑賞 

③  地域に根差したイベントへの参加 

④  市民文化団体による文化活動への参加 

⑤  文化に関するボランティア活動  

⑥  自身での創作・発表活動  

⑦ SNS やインターネットでの発信・表現活動 

⑧ 日常の中での小規模な活動や創作 

⑨   その他（                                 ） 

 

問２－４ あなたが文化活動・鑑賞をしていて、課題に思うことは何ですか。（〇は３つまで）  

① 文化情報の入手先がわからない   ② 入場料等の値段が高い 

③ 静岡市では見たい公演等が少ない ④ チケットが手に入らない ⑤ 入場者・参加者が少ない 

⑥ 所属団体の会員確保・担い手不足  ⑦ 人材育成・レベルの向上 ⑧ 活動資金の確保  

⑨ 活動・成果発表の場の確保  ⑩ その他（                     ） ⑪ 特に課題はない 



問２－５ あなたが文化活動・鑑賞するうえで、望むことはありますか。（〇は３つまで） 

① 無料または安価で鑑賞できる公演等の充実 ② 芸術家等の公演等における鑑賞機会の充実 

③ 文化情報の充実 ④ ホールなどにおける発表の場の充実 

⑤ 気軽に見てもらえる発表機会の充実 ⑥ 練習・創作をする場の充実 

⑦ 活動を広報する場の充実 ⑧ 同じ趣味を持つ人との交流機会の充実 

⑨ 講演やレッスンを受ける機会の充実 ⑩ その他（                               ） 

⑪ 特に望むことはない 

 

問２－６ あなたは普段、文化に関する情報をどこで入手していますか。（〇はいくつでも） 

① 広報しずおか ② インターネット（SNS を除く）  ③ Twitter や Instagram などの SNS  

④ 新聞・雑誌  ⑤ テレビ・ラジオ  ⑥ フリーペーパー  ⑦ ポスター・チラシ 

⑧ 家族や友人・知人から  ⑨ その他（                    ）  ⑩ 特に入手手段はない 

→問４へお進みください 

 

問２－１で該当するものはない（活動していない）と回答した方にお伺いします。 

 

問３－１ その理由を教えてください。（〇はいくつでも） 

① 文化に興味がないから② 経済的な余裕がないから③ 時間の余裕がないから 

④ 会場が遠い・行く手段がないから⑤ 参加したいイベント・事業がないから 

⑥ １人では参加しにくいから⑦ 障がい等により参加しても楽しめない 

⑧ 情報が入ってこないから⑨ 対象年齢が合わないから⑩ 家から出るのが面倒だから 

⑪ その他（                                                               ）  

 

問３－２ 今後、内容によっては文化活動や鑑賞・体験をしたいと思いますか。（〇は１つだけ） 

① 内容によってはしたい     ② 今後もする気はない →問４へお進みください 

↓ 

問３－３へ進んでください。 

 

問３－３ どのようなイベント・事業内容なら参加してみたいと思いますか。（〇はいくつでも） 

① オンラインで参加できる② 短い時間で気軽に参加できる ③ 無料または安価で参加できる 

④ 都会で話題になったイベント・事業⑤ 家でも参加・鑑賞できる 

⑥ １人でも参加しやすい雰囲気がある⑦ 好きなアニメやキャラクター・芸能人等が 登場する 

⑧ 学びが得られる・役に立つ内容である 

⑨ 出演者や作品等について、興味をそそられる情報が発信されている 

⑩ その他（             ） 

 

 

 



 ◆静岡市の文化施策の現状等について※この質問は全員にお聞きします。 
 
問４ 以下の静岡市の文化施設等をご存じですか。また、利用した事はありますか。（〇は１つずつ） 
 
  知っているし 

利用したことがある 
知っているが 

利用した事はない 

知らないし 

利用した事もない 
１ 静岡市民文化会館 １ ２ ３ 
２ 静岡市清水文化会館マリナート 1 2 3 
３ 静岡音楽館 AOI 1 2 3 
４ 静岡科学館る・く・る 1 2 3 
５ 静岡市美術館 1 2 3 
６ 中勘助文学記念館 1 2 3 
７ 静岡市民ギャラリー 1 2 3 
８ 静岡市立芹沢銈介美術館  1 2 3 
９ 静岡市立登呂博物館 1 2 3 
10 静岡市文化財資料館 1 2 3 
11 静岡市埋蔵文化財センター 1 2 3 
１２ 静岡市東海道広重美術館  1 2 3 
１３ 静岡市歴史博物館 1 2 3 

 
問５ 以下の静岡市のイベント等をご存じですか。また、参加・鑑賞した事はありますか。 
  
  知っているし、参加・

鑑賞したことがある 

知っているが参加・

鑑賞した事はない 

知らないし参加・鑑

賞した事もない 

１ 大道芸ワールドカップ in 静岡 １ ２ ３ 
２ 静岡まつり 1 2 3 
３ シズオカ×カンヌウィーク 1 2 3 
４ まちは劇場プロジェクト 

「まちかどコンサート」 
 「親子コンサート」 
 「ストレンジシード」 
 「まちかどシアター」 

1 2 3 

５ 静岡市民文化祭 1 2 3 
６ 静岡市芸術祭 1 2 3 
７ 駿府城夏まつり 1 2 3 
８ 清水七夕まつり 1 2 3 
９ 清水みなと祭り 1 2 3 
10 羽衣まつり・三保羽衣薪能 1 2 3 
11 富士山コスプレ世界大会 1 2 3 
１２ A 級順位戦最終局（将棋） 1 2 3 
１３ 静岡おでん祭 1 2 3 

 
 
 
 
 



問６ 静岡市が行っている文化事業や文化施設の運営等について満足していますか。（〇は１つだけ） 

① 満足している  ② どちらかと言えば満足している  

③ どちらかと言えば不満である ④ 不満である  

 

問７ 「文化的なまち」という言葉から、どのようなまちをイメージしますか。（〇はいくつでも） 

① 歴史や伝統文化が受継がれているまち  ② イベントが盛んに行われ、多くの人が集まるまち 

③ 文化施設やイベントスペースが充実したまち  ④ 文化を担う人や、活動する人が多いまち 

⑤ 多様性を大切にし、誰もが平等な機会を得られるまち  ⑥ 教育環境が整ったまち 

⑦ 生活の利便性が高いまち  ⑧ 景観に配慮した美しいまち  ⑨ その他（                 ） 

 

問８ 静岡市は、身近に文化が感じられるまちだと思いますか。（〇は１つだけ） 

① そう思う② どちらかと言えばそう思う ③ どちらとも言えない  

④ どちらかと言えばそう思わない ⑤ そう思わない 

 

問９ 静岡市は、歴史・伝統文化や地域の魅力が感じられるまちだと思いますか。(〇は１つだけ) 

① そう思う  ② どちらかと言えばそう思う③ どちらかと言えばそう思わない④ そう思わない 

 

問 10 あなたは、家族や職場・学校以外で「人とのつながり」を持つ機会がありますか。 

(〇は１つだけ) 

① 機会が多くある ② ときどき機会がある  ③ あまり機会はない  ④ 機会はほぼない 

 

問 11 あなたやあなたの周りの人は、祭りやイベントなどを通じて、人や地域と関わる機会がありますか。

（〇は１つだけ） 

① 機会が多くある  ② ときどき機会がある  ③ あまり機会はない  ④ 機会は全くない 

 

問 12 静岡市は、文化を活かしてにぎわいが生まれているまちだと思いますか。（〇は１つだけ） 

① そう思う ② どちらかと言えばそう思う ③ どちらとも言えない  

④ どちらかと言えばそう思わない ⑤ そう思わない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



問 13 静岡市内で行われている文化活動の中で、他都市と比べて盛んなものは何だと思いますか。（〇は

いくつでも） 
 

◆芸術          ① 文学（読書含む）  ② 音楽   ③ 美術   ④ 写真   ⑤ 演劇 

                ⑥ 舞踊        ⑦ メディア芸術(映画・漫画・アニメーション等)  

                ⑧ その他芸術（大道芸等含む）（                                   ） 

◆伝統芸能      ⑨ 雅楽  ⑩ 能楽  ⑪ 文楽  ⑫ 歌舞伎  ⑬ 組踊 

                ⑭ その他我が国古来の伝統的な芸能（                              ） 

◆芸  能        ⑮ 講談  ⑯ 落語  ⑰ 浪曲  ⑱ 漫談  ⑲ 漫才 

                ⑳  歌唱（カラオケ等含む）   ㉑  その他の芸能（                     ） 

◆生活文化      ㉒ 茶道  ㉓ 華道  ㉔ 書道  ㉕ 囲碁  ㉖ 将棋 

                ㉗ その他生活に係る文化（                                        ） 

◆文化財や      ㉘ 有形及び無形の文化財の保存・継承及び活用 

地域文化の保全   ㉙ 地域固有の伝統芸能や文化芸術の振興  

㉚ 地域のまつり（静岡まつり・清水みなと祭り・大道芸ワールドカップ in 静岡・神社のお祭りなど） 

㉛ 該当するものはない 

         

問 14 「静岡市の文化」というと、どのようなものを思い浮かべますか。（自由回答）   

            

    

問 15 静岡市を代表する文化として発信すべきものは何だと思いますか。（自由回答） 

 

 

 

◆今後の静岡市の文化への取組みについてお伺いします。 

この質問は全員にお聞きします。  

 

問 16 文化活動が充実することにより、あなたが期待する効果は何ですか。 （〇は３つまで） 

① まちのにぎわい創出 ② 経済の活性化 ③ 都市イメージの向上  

④ 地域への誇りや愛着の醸成 ⑤ 新しいコミュニティとのつながり  

⑥ 産業や福祉への相乗効果⑦ 心の安らぎや生活の充実 ⑧ 地域住民の連帯感の強化 

⑨ スポーツなど他分野との連携による地域活力 ⑩ その他（                          ）  

⑪ 特に期待する事はない  

 

 

 

 

 

 
 

 
 



問 17 文化活動を行う環境をよりよくするためには、どのような取組みが必要だと思いますか。 

（〇は３つまで） 

① 利用しやすい文化施設の整備や拡充  ② 市民のニーズに応じた様々な文化鑑賞機会の充実 ③ 担

い手（次世代）に対する育成・支援の充実 ④ 郷土の歴史や文化を学べる環境の整備  

⑤ 文化情報が伝わりやすくなるような仕組みづくり  

⑥ 官民連携や市民と協働した実施体制の充実 

⑦ 文化事業全般を評価検証できるような組織の整備  

⑧その他（                      ） 

 

問 18 文化の担い手を育成する（次世代に文化を繋いでいく）には、どのような取組みが必要だと思いま

すか。（〇は３つまで） 

① 学校等での文化教育の充実  ② 様々なアーティストや専門家と触れ合える機会の提供  

③ 若手に対する育成支援や援助 ④ 発表の機会や練習場所の確保 

⑤ ボランティア育成と参加機会の提供 ⑥ 大学等の専門機関の協力 ⑦その他（                ） 

 

問 19 イベントや文化事業に参加してみたいと心を動かされる情報媒体はどのようなものですか。 

（〇は３つまで） 

① マスメディア（テレビ・ラジオ・新聞）等による密着取材やニュース報道 

② 専門のホームページ設立など、インターネットによる充実した情報発信（SNS を除く） 

③ Twitter や Instagram などの SNS によるタイムリーな情報発信  

④ ポスター・チラシなどのデザインやキャッチコピー 

⑤ 文化の情報発信拠点など、複数の情報を得られる環境 

⑥ ポストなどに投函された情報誌・フリーペーパー 

⑦ 家族や友人などからのお勧めや口コミ 

⑧ その他（                                  ） 

問 20 静岡市は年齢、障がい、性別など様々な要因に関わらず、誰もが文化施設の利用や、 

祭りやイベント・文化活動への参加をしやすいまちだと思いますか。（〇は１つだけ）   

① そう思う ② どちらかと言えばそう思う ③ どちらかと言えばそう思わない ④ そう思わない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



問 21 あなたが普段、文化施設の利用や、文化活動へ参加する際、身体的または精神的に不便に感じ、

改善してほしいと感じたことはありますか。（〇はいくつでも）  

① 会場のバリアフリー化がされていない ② 会場までのアクセスが悪く、参加を断念した 

③ インターネットを通じた申込みができない・チケットの発券ができなくて苦労した 

④ 会場までの案内看板が少ないまたはなく、迷ってしまった 

⑤ 駐車場がなくて車を置くことができなかった 

⑥ 同行者（子ども・高齢者・障がいのある方など）を連れて行動するのに苦労した  

⑦ 大きな音や激しい明滅で気分が悪くなった ⑧ ジェンダー的な差別を感じた 

⑨ 年齢制限で参加できないことがある  

⑩ 文字や漢字が読めず、困ることがある（文字が小さい、病気によるものも含む） 

⑪ 外国語の対応が不足している ⑫ その他（                                   ） 

 

問 22 文化施設を利用する際に、あると便利だと思う設備はなんですか。（〇はいくつでも）  

① 駐車場 ② エレベーター ③ バリアフリートイレ ④ 飲食施設 ⑤ ショップ 

⑥ その他（                          ）       
 
問 23 あなたが普段、文化施設の利用や、文化活動へ参加する際、配慮されて助かったことは 
ありますか。または配慮が足りず困ったことがあれば、それぞれ具体的にご記入ください。 
（自由回答）           
       
 
 
 
問 24 文化によって健康な心の維持と豊かな生活を送るために、静岡市が取り組んでいくべきことはどの
ようなことだと思いますか。また、期待する取組みは何ですか。（自由回答）  
 
  
 
 
 
質問は以上です。ご協力ありがとうございました。 
記入した調査票は返信用封筒（切手不要）に入れ、令和 8 年月日（）までに投函してください。 
        
 



評価点 
 

 
改善すべき点・今後の事業に期待すること 

海野委員 ３文化でつながるまちづくり 

・静岡市民文化会館の閉鎖中にも関わらず、清水文化会館（清水マリナート）の稼働率が、

70％程度なのは非常に残念に思う。運営を指定管理者だけに任せず、行政としても関わる

べきだと感じる。また箱ものに拘らない文化の発信もこれからの課題と感じる。 

久野委員 １文化をはぐくむ人づくり 

・まち劇スポットに関しては、パフォーミングの機会拡大はもちろん大事だが、しばしば観客が

非常に少ないパフォーマーもおり、昨年度の課題として出た「周辺施設の来訪者・新規客層

の開拓」とは程遠い現状がある。パフォーマー側も、自身とファンが満足するパフォーマンス

が出来ればよいだけではなく、まち全体のにきわいづくりの担い手であることを自覚して活

動してほしい。 

３文化でつながるまちづくり 

・「誰ひとり取り残さない機会の提供」について、ただ機会が事業として提供されていればよ

いのではなく、それぞれの事業の中でどのような機会分配が行われているかを注視する必

要がある。個々の属性が特段有利に働くことなく、公平平等に機会を得られる事業であるこ

とが望ましい。 

 
 
 
 

海野委員 １文化をはぐくむ人づくり 

・青葉公園でのストレンジシード、まち劇スポット、まちかどコンサートなど、継続開催の効果

が出始めていて、市民にも定着しているように思う。 

・アウトリーチ活動や美術館での体験コーナーなど子供達にじかに触れる活動は、情操教育

にも大きく役立っていると思われる。 

３文化でつながるまちづくり 

・市内における非常に多彩な文化事業数は、静岡市が他の都市よりも誇れる特質だと思う。

障がい者アート展の開催や、ストレンジシード事業、ストリートピアノなどはサードプレイスの

提供に大きく貢献していると思われる。 

４文化でにぎわうまちづくり 

・５月の連休、静岡まつり、大道芸開催期間中などは、市内に他県の自動車が大変多く見ら

れることから、様々なイベントの認知度はかなり広まっていると思われる。 

久野委員 １文化をはぐくむ人づくり 

・交流活性化事業は、「美術館ではない清水マリナートだからこそ実施可能な、親しみやす

い体験型展示事業を開催する」という理念が体現され、時代を反映した多世代が楽しめる

展示が多く評価できる。 

・新たにスタートした『まち劇シアター』は、劇場に馴染みのない人がハプニング的に演劇に

出逢えると同時に、参加者も演劇体験ができる稀有な企画であることが評価できる。演劇

に関わったことのない人に参加者となってもらうべく広報の場所に一工夫が必要だ。 

資料８ 事前提供意見 一覧 



１第２期計画４つの視点による評価と課題 

海野委員 ・これまでの広範な体験機会の提供や事業の展開は大いに評価されると思うが、文化活動

の内容は鑑賞、創作、参加など、基本的に自主的な活動によるもので、他から強要されるも

のではないため、その環境を整備することが第一の行政の使命であると思われる。そのため

には市民が要望する内容を十分に把握する必要があり、場合によっては市政の他部門との

協働も課題になると思う。 

・様々な分野でのアウトリーチ事業などは、面積の広い静岡市においては、参加人数の大小

に捉われることなく、地道に実施していくべきだと思われる。 入場者数や体験者数だけで事

業を評価するのは、必ずしも正しい評価ではないと思う。静岡市としてやらなければならない

もの、続けなければならないものを正しく評価して、質の高い事業の継続を望みたい。 

・一部の伝統文化活動は主体となる団体の努力だけでは継続が難しくなっているのが現状

で、高齢化や担い手不足は直面する課題となっている。とはいえ高齢者の活躍の場ともなっ

ている場合もあり、文化団体との情報共有も必要と思われる。 

・イベント来訪者による経済効果は、主として飲食業などに限られ、中々観光や他の産業に

まで波及するのは難しく思われる。現代的な手段による情報発信や、駐車場、交通機関など

のインフラ整備も含めて総合的な対処が必要と思う。 

久野委員 ・「来場者」ではなく、より能動的にかかわる「参加者」や「継承者」を増やしていくために

は、その文化に尽力する時と同じか、それ以上の厳しさを持って、裾野を広けるための活動

が必須である。関わる側が硬直的にならず、積極的に若者の陣地に乗り込む気概が欲しい 

 
２第３期計画のあり方 

海野委員 ・静岡市内の文化資源は非常に多彩であるが、住んでいることによって実感しなくなってい

ることもあり、県外の人の方が返ってその価値を感じている場合もある。今更ながらその価

値を静岡市民に再認識させる手段も考える必要を感じる。 

・文化活動の継続はそれを維持するための個人の経済力と隣り合わせで、安易に「市民主

体運営の持続的強化」とはいえないのが現状であり、むしろ限界に近いのではないかとさえ

感じる。理想は文化活動により経済的効果が生まれることであるが、それには魅力的な活動

場所や機会の提供が必要で、場合によっては経済的な支援も必要と思われる。 

・静岡における文化の担い手には、国内あるいは海外においても高い評価を得ている人材

もいると思われ、それらを把握しながら活動範囲を市内に留めることなく、広い視野で文化

を育てていくことも必要だと思われる。                                                                                

文化活動の中身は個人によるものと団体によるものと性質が異なり、活動の内容によってき

め細やかな対応も重要と感じる。 

久野委員 ・評価一覧表に記載されている「子ども」に関する事業数と比較すると、「障がい者」を主体

とする事業は非常に少なく「障害者アート」のみ。他は「演劇」があるくらい。また、新規に文

化活動を始めたい「高齢者」のための事業が見当たらない。「高齢化」が課題の事業が多

いこととは別に考える必要がある。多様な場での障がい者の活躍と、人生 100 年時代「高

齢者」の新たなチャレンジを、応援できる事業が欲しい。 

宮城嶋 
委員 

・「文化」という言葉が大きすぎます。鑑賞・発信される「表現活動」と、土地に根づいた暮ら

しの「習慣」を分けて立てないと、施策も評価も意味が定まりません。現状の交流客数は表

現の動員に偏り、習慣に触れる「体験」が抜け落ちているように感じます。 

・この「体験」も一語ではなく、深さの段階で捉えるべきです。観る→通う→関わる→担う、と



いう階段があります。「感動体験」がどの段を指すのかを明確にしたほうが、より実現性のあ

る計画になります。 

・KPI は、一回の動員数ではなく「二度目以降」（再訪・継続・担い手化）を測れる形に。「何

人来たか」ではなく「何人がまた来たくなったか」を評価の軸に。そうしなければ、循環は測

れません。 

・骨子案は、基本方針１（市民の感性）と基本方針２（経済・民間投資）が上下で分かれて

いますが、両者をつなぐ循環（体験→経済→活動→また体験）こそ目指す姿のはずです。循

環を中心に置く形をご検討いただければと思います。 

・体験を深い段階へ引き上げ、かつ二つの計画（表現を担う文化振興計画と、継承を担う文

化財保存活用地域計画）をつなぐ具体例として、能『羽衣』の上演のあり方を挙げたいで

す。能『羽衣』の舞台はこの三保松原であり、本物の音楽と迫力という、ほかの芸能では代

えがたい力を持っています。一方で、古語や地名が現代の観客に届きにくく、意味が半分し

か受け取れないまま終わってしまう、という難しさもあります。そこで、観客や俳優が三保の砂

浜に立ち、自ら松に衣をかけてみる、天女のように両腕を広げてみる、といった形で物語の

中に入る上演（イマーシブシアター等）が考えられます。意味が体験として深く届けば、その

先で「本物の能を見たい」という気持ちが育ちます。鑑賞で終わらせず、本物の継承へと人

をつないでいく入口になります。これは、羽衣の松という土地と地続きで、よそでは成り立た

ない表現であり、上演を担う文化振興と、能や羽衣伝説の継承を担う文化財保存活用地域

計画とを、一つの企画でつなぐ例にもなります。 

・交流客数は、祭りやイベントに「観に来た人」の頭数、いわば表現の動員を測った数字で

す。ただ、人に選ばれる理由となる「地域性」は、表現そのものではなく、その土地の暮らしや

生業（習慣）から生まれ、それを外から見た人が珍しさや美しさとして表したときに、表現とし

て現れるものだと考えます。表現は習慣の現れであり、地域性の源は習慣の側にあります。 

山内委員 第２期の、評価指標として「来場者数」「入場者数」「参加者数」が多く設定されている点に

ついては、今後の評価のあり方を考えるうえで、少し検討が必要ではないかと感じました。 

現在のような事業の成果を単なる来場人数ではなく、「どれだけ社会に伝わったか」「どれ

だけ地域の担い手が関わったか」「どれだけ行政以外の力が育ったか」という視点で見る

ために有効な補助指標を追加するべきと考えます。 

次の段階では、「人が来たか」だけでなく、「体験がどう広がったか」「参加者が次の行動に

移ったか」「地域の担い手や協力者が増えたか」という視点を、評価指標に加えていくこと

が必要ではないかと感じます。 

第３期静岡市文化振興計画に向けては、文化事業を単発の体験機会として終わらせるので

はなく、次世代の担い手の育成、文化と観光・経済の接続、市民主体による持続的な運営へ

とつなげていく視点が重要になります。 

伝統文化に触れた市民が、その後どのように関わり続けることができるのか。 見る側、体験

する側から、支える側、発信する側、運営に関わる側へ移っていく導線があるのか。 そこに、

意思、計画、実行方法があるかを見ていく必要があります。 

単に事業を実施するだけでなく、事業を通じてどのような担い手を育てようとしているのか、

どのような協力者や支援者をどう増やそうとしているのか、民間や地域との関係性をどう広

げていこうとしているのかを、計画の中でより明確にしていくことが必要となります。 

 


